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富
士
山
・
熱
田
信
仰
史
資
料
調
査
報
告

阿
部
美
香
・
大
高
康
正
・
井
上
卓
哉
・　
　
　

阿
部
泰
郎
・
伊
藤
聡
・
三
好
俊
徳
・
猪
瀬
千
尋

は
じ
め
に

東
海
道
旧
街
道
沿
い
に
立
地
す
る
菟
足
神
社
（
愛
知
県
豊
川
市
小
坂
井
町
宮
脇
）
は
、

延
喜
式
神
名
帳
に
も
記
載
さ
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
大
般
若
経
（
平
安
時
代
）

を
は
じ
め
、
愛
知
県
指
定
有
形
文
化
財
の
梵
鐘
（
南
北
朝
時
代
）
や
古
文
書
な
ど
の
貴

重
な
文
化
財
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
、
富
士
村
山
修
験
の
興
法
寺
大
鏡
坊
の
檀

那
帳
一
冊
と
、
熱
田
宮
の
神
道
伝
授
に
関
わ
る
資
料
八
通
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
豊
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
で
菟
足
神
社
の
元
氏
子
総
代

中
村
重
藏
氏
か
ら
の
情
報
提
供
を
も
と
に
、
同
社
の
川
出
厳
郎
宮
司
の
格
別
の
ご
配
慮

の
も
と
で
披
閲
が
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
東
海
地
方
に
広
が
る
富
士
山
信
仰

に
関
す
る
資
料
採
訪
の
一
環
と
し
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
参
詣

曼
荼
羅
図
を
中
心
と
す
る
富
士
山
信
仰
史
資
料
の
総
合
的
研
究
と
公
開
」（
代
表
大
高
康

正
）
の
助
成
を
受
け
て
、
二
〇
一
九
年
六
月
八
日
に
実
施
し
た
。
調
査
者
は
、
大
高
康

正
、
井
上
卓
哉
、
阿
部
泰
郎
、
三
好
俊
徳
、
猪
瀬
千
尋
と
阿
部
美
香
の
六
名
で
あ
る
。

中
村
重
藏
氏
か
ら
は
、
興
法
寺
大
鏡
坊
の
檀
那
帳
お
よ
び
『
熱
田
神
参
宮
大
事
』

『
神
祇
灌
頂
酒
印
信
』
二
通
の
翻
刻
と
注
釈
、
ま
た
大
般
若
経
に
つ
い
て
の
解
説
な
ど
、

氏
が
個
人
で
調
査
し
た
内
容
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
ら
並
々
な
ら

ぬ
ご
配
慮
を
賜
り
臨
ん
だ
結
果
、
檀
那
帳
は
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の
年
記
を
も

ち
、
熱
田
宮
の
神
道
伝
授
に
関
わ
る
資
料
は
、
上
記
二
通
に
加
え
て
『
胎
内
五
位
大

事
』
な
ど
を
含
む
八
通
一
具
で
現
存
し
、
大
永
三
年
か
ら
六
年
（
一
五
二
三
～
一
五
二

六
）
の
奥
書
を
有
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
中
世
に
遡
る
貴
重
な
史
資
料
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
興
法
寺
（
村
山
浅
間
神
社
）
や
熱
田
神
宮
に
は
現

存
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
愛
知
県
（
津
島
市
）
津
島
神
社
は
、
か
つ
て
長
禄
四
年
に
遡

る
熱
田
関
係
の
大
事
三
通
（『
鈴
口
決
』
一
通
、『
鈴
大
事
』
二
通
）
を
伝
え
、
津
島
市
史

資
料
編
に
活
字
化
さ
れ
収
録
さ
れ
る
が
、
現
状
で
は
市
史
編
纂
用
原
稿
に
翻
刻
さ
れ
た

本
文
の
原
稿
複
写
の
み
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
菟
足
神
社
の

神
道
資
料
が
八
通
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
数
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
菟
足
神
社
と
富
士

山
お
よ
び
熱
田
宮
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
上
で
も
、
さ
ら
に
地
域
社
会
へ
と
広
が
っ

た
神
道
説
や
宗
教
実
践
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

熱
田
宮
に
は
、
数
多
く
の
摂
社
の
一
つ
と
し
て
富
士
の
神
を
祀
る
浅
間
社
が
あ
っ
た
。

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
『
塩
尻
』
の
著
者
で
あ
る
天
野
信
景
が
著
し
た
『
熱
田
神

社
問
答
雑
録
』
に
は
、「
浅
間
ノ
社
」
と
し
て
「
富
士
山
ノ
神
ニ
シ
テ
木コ
ノ

花ハ
ナ

開サ
ク

耶ヤ

姫ビ
メ

を

祭
ル
ト
云
フ
。
按
ズ
ル
ニ
、
中
世
已
来
修
験
者
多
ク
富
士
・
白
山
等
禅
定
ノ
コ
ト
、
故

ニ
日
本
国
中
処
々
浅
間
ノ
原
廟
ヲ
造
ル
、
駿
州
ノ
外
祭
ルレ
ハ
之
ヲ
非
ズレ
礼
ニ
」1
と
記
さ
れ
て
い

る
。
富
士
の
神
と
熱
田
の
結
び
つ
き
は
、
早
く
中
世
熱
田
宮
に
お
け
る
神
道
説
に
見
え

る
。
例
え
ば
『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』（
南
北
朝
時
代
）
に
は
、
熱
田
大
明
神
の
御
墓
で
あ

る
白
鳥
塚
に
八
葉
九
尊
の
住
ま
う
九
穴
が
あ
り
、
中
穴
に
住
ま
う
大
宮
御
殿
の
下
の
道

は
駿
河
国
富
士
山
頂
に
あ
る
人
穴
に
通
じ
て
い
る
と
記
し
て
、
熱
田
と
富
士
が
、
本
地

垂
迹
説
に
基
づ
く
世
界
観
の
な
か
で
密
接
な
結
び
つ
き
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
た2
。
そ

う
し
た
宗
教
空
間
を
あ
ら
わ
す
熱
田
宮
の
参
詣
曼
荼
羅
に
は
、
享
禄
古
絵
図
（
徳
川
美

術
館
蔵
絹
本
着
彩
、
現
状
で
は
二
曲
一
隻
屏
風
）
と
伝
称
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
参
詣
曼
荼
羅

の
古
例
や
、
熱
田
神
宮
所
蔵
の
熱
田
宮
古
絵
図
（
紙
本
残
欠
、
室
町
時
代
）
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
鳥
居
や
橋
、
神
宮
寺
、
内
院
な
ど
が
描
か
れ
、
お
そ
ら
く
社
参
作
法
と
深
く

関
わ
る
図
像
で
あ
る
。

学
苑
・
資
料
紹
介
特
集
号　

第
九
四
九
号　

三
四
〇
〜
三
九
〇　
（
二
〇
一
九
・
一
一
）
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近
世
に
入
る
と
、
東
海
地
方
に
白
山
・
富
士
・
立
山
を
巡
る
三
禅
定
が
流
行
し
、
愛

知
県
常
滑
市
に
あ
る
松
栄
寺
か
ら
は
安
土
桃
山
時
代
の
富
士
参
詣
曼
荼
羅
が
発
見
さ
れ
、

大
高
康
正
に
よ
り
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る3
。
曼
荼
羅
に
は
富
士
村
山
修
験
の
中

心
地
で
あ
る
興
法
寺
が
大
き
く
描
か
れ
、
先
達
と
、
先
達
に
導
か
れ
て
富
士
に
登
拝
す

る
道
者
の
す
が
た
が
、
富
士
の
宗
教
空
間
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て

表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
興
法
寺
を
拠
点
に
富
士
山
表
口
登
山
道
を
管
理
し
た
の
が
富

士
村
山
修
験
で
あ
り
、
そ
の
中
心
が
大
鏡
坊
を
は
じ
め
と
す
る
別
当
三
坊
（
大
鏡
坊
、

辻
之
坊
、
池
西
坊
）
で
あ
っ
た
。
大
鏡
坊
は
、
富
士
登
拝
の
歴
史
を
開
い
た
末
代
上
人

を
祀
る
大
棟
梁
権
現
社
を
掌
り
、
外
国
人
と
し
て
は
じ
め
て
富
士
に
登
っ
た
ラ
ザ
フ
ォ

ー
ド
・
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

菟
足
神
社
の
富
士
お
よ
び
熱
田
の
史
資
料
か
ら
は
、
中
世
後
期
に
菟
足
神
社
の
神
主

が
熱
田
宮
の
社
参
作
法
や
口
伝
を
伝
え
神
事
を
掌
り
祭
祀
を
営
む
一
方
で
、
そ
の
氏
子

で
あ
る
地
域
の
人
々
が
、
小
坂
井
の
地
に
住
ま
う
富
士
の
先
達
を
介
し
て
、
富
士
山
信

仰
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
消
息
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
は
、
東
海
道
に
あ
っ
て
、
熱

田
と
富
士
の
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
地
と
つ
な
が
り
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
菟
足
神

社
の
歴
史
と
文
化
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

本
報
告
で
は
、
は
じ
め
に
菟
足
神
社
の
概
要
を
述
べ
て
、
第
一
部
と
し
て
大
鏡
坊
三

河
国
檀
所
帳
、
第
二
部
と
し
て
八
通
の
神
道
資
料
を
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
等
と
総
称

し
、
影
印
・
翻
刻
、
解
題
等
を
付
し
て
紹
介
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大

事
等
の
熱
田
宮
を
め
ぐ
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
位
相
や
『
胎
内
五
位
大
事
』
に
つ

い
て
は
、
特
論
を
付
し
、
本
報
告
に
収
め
る
こ
と
と
す
る
。�

（
阿
部
美
香
）　

注1　
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系　

神
社
編
十
九　

熱
田
』（
一
九
九
〇
年
）
一
六
八
頁
。

2　
地
底
の
道
を
通
し
て
霊
地
が
結
ば
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
伊
豆
・
走
湯
山
の
縁
起
（
鎌
倉
時
代

末
～
南
北
朝
時
代
）
と
も
呼
応
す
る
。
鴨
志
田
美
香
「
走
湯
山
の
縁
起
―
「
異
域
の
神
人
」

走
湯
権
現
と
「
根
本
地
主
」
白
道
明
神
・
早
追
権
現
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
六
三
巻
一
二
号
、
一
九
九
八
年
）。

3　
大
高
康
正
「
富
士
山
の
参
詣
曼
荼
羅
を
絵
解
く
―
重
要
文
化
財
指
定
本
と
新
出
松
栄
寺
本
」

（『
聚
美
』
一
八
号
、
二
〇
一
六
年
）、
同
「
富
士
参
詣
曼
荼
羅
に
み
る
富
士
登
拝
と
参
詣
路

―
新
出
の
常
滑
市
松
栄
寺
本
を
対
象
に
」（『
国
史
学
』
二
二
一
号
、
二
〇
一
七
年
）。

　

菟
足
神
社
の
概
要

愛
知
県
豊
川
市
小
坂
井
町
に
所
在
す
る
菟
足
神
社
は
、
地
域
を
代
表
す
る
古
社
で
あ

る
。
代
表
的
な
祭
礼
と
し
て
は
、
旧
暦
正
月
七
日
に
豊
作
を
願
う
「
田
ま
つ
り
」（
県

指
定
民
俗
文
化
財
）
が
、
四
月
第
二
週
目
の
土
日
に
「
風
ま
つ
り
」
が
氏
子
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
山
車
が
出
た
り
、
稚
児
踊
り
や
手
筒
花
火
が
奉
納
さ
れ
た

り
と
二
日
間
に
わ
た
り
賑
々
し
く
行
わ
れ
る
「
風
ま
つ
り
」
は
、
平
安
時
代
か
ら
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
集
』
巻
第
四
に

収
録
さ
れ
る
大
江
定
基
（
法
名
寂
照
）
の
説
話
に
も
そ
の
様
子
が
描
か
れ
る
。

社
伝
に
よ
れ
ば
、
祭
神
は
雄
略
天
皇
の
頃
に
穂
国
造
で
あ
っ
た
葛
城
襲
津
彦
の
四
世

孫
で
あ
る
菟
上
足
尼
命
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
社
名
は
古
く
十
世
紀
前
半
に
成
立
し
た

『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
も
見
え
、
愛
知
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
南
北
朝
時

代
・
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
の
鐘
銘
に
も
「
参
河
国
宝
飯
郡
渡
津
郷
菟
足
神
社
」
と

記
さ
れ
る
。
一
方
で
、
後
述
す
る
大
般
若
経
の
奥
書
に
は
「
天
文
九
年
庚
子
正
月
廿
二

日
兎
足
宇
佐
大
明
神
宝
前
［（
欠
）］」（
巻
四
百
十
一
）
な
ど
の
よ
う
に
、
菟
足
神
社
の

「
宇
佐
大
明
神
」
の
御
前
で
真
読
し
た
と
の
記
述
を
持
つ
も
の
が
三
巻
あ
る
。
宇
佐
大

明
神
と
菟
上
足
尼
命
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、
是
沢
恭
三
氏
は
、
宇
佐
大
明
神
は
、

現
在
の
菟
足
神
社
の
別
宮
八
幡
宮
（
土
佐
八
幡
宮
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
指
す
と
の
理
解
を

示
し
て
い
る1
。
し
か
し
、『
菟
足
神
社
略
記2
』
に
よ
る
と
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に

「
本
社
の
再
興
造
建
と
共
に
、
別
宮
土
佐
八
幡
宮
を
新
造
」
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

安
易
に
宇
佐
大
明
神
と
土
佐
八
幡
宮
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
な
お
、
同
書

で
は
、
奥
平
家
と
神
主
家
と
の
縁
組
み
か
ら
、
稲
木
奥
平
土
佐
守
家
の
祈
願
所
と
し
て
土
佐
八

幡
宮
が
建
立
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
）。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
も
両
神
の
関
係
に
つ
い
て
考
究
さ
れ
て
お
り
、
享
保
十
四
年

（
一
七
二
九
）
書
き
上
げ
の
社
家
由
緒
書
、
文
化
十
四
年
（
一
八
〇
七
）
の
中
山
美
石
の

『
吉
田
領
風
俗
問
状
答
』、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）『
新
造
替
遷
宮
祝
詞
』
な
ど
で
は
、

本
宮
に
対
し
て
別
宮
と
し
て
八
幡
宮
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（『
菟
足
神
社
略
記
』）。
こ

こ
で
は
具
体
的
に
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
成
立
の
羽
田
野
敬
雄
の
著
作
『
参
河
国
官

社
考
集
説
』
の
記
述
を
示
す
。
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今
在
二
小
坂
井
村
一
、
今
号
二
兎
足
八
幡
宮
一
、
社
領
九
十
五
石
、
神
主
川
出
氏
、
社
説
云
、

祭
神
開
化
天
皇
皇
孫

大
股
王
第
二
子
菟
上
王
、
天
武
天
皇
白
鳳
年
中
、
依
二
神
告
一
、
合
二
祀
八
幡
神
一
、

宣
隆
云
、
今
年
天
保
十
二
年
八
月
、
神
主
川
出
氏
ヲ
訪
テ
祭
神
ノ
コ
ト
ヲ
問
ヘ
ル
ニ
、
往

古
ハ
品
陀
別
命
ヲ
祀
リ
シ
ヲ
、
白
鳳
年
中
神
託
ニ
ヨ
リ
テ
、
平
井
村
ヨ
リ
兎
上
足
尼
命
ヲ

迎
ヘ
奉
リ
、
相
殿
ニ
祀
リ
テ
ヨ
リ
、
兎
足
八
幡
宮
ト
云
、
又
別
ニ
瑞
垣
内
ニ
ア
リ
テ
ハ
八

幡
宮
ナ
リ
ト
云
リ3
、

ま
ず
、「
兎
足
八
幡
宮
と
号
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
菟
足
八
幡
宮
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
そ
れ
に
続
い
て
「
社
説
云
」
と
し
て
、
祭
神
は
開
化
天
皇
皇
孫
の
大
股
王
の
第
二

子
で
あ
る
菟
上
王
と
し
、
天
武
天
皇
白
鳳
年
中
に
神
告
に
依
っ
て
八
幡
神
を
祀
っ
た
と

説
明
を
加
え
る
。
更
に
「
社
説
云
」
の
注
と
し
て
「
宣
隆
（
稿
者
注
：
砥
鹿
神
社
祠
官
）

云
」
と
あ
り
、
古
く
は
品
陀
別
命
（
応
神
天
皇
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
を
祀
っ
て
い
た
が
、

白
鳳
年
中
に
平
井
村
に
祀
ら
れ
て
い
た
兎
上
足
尼
命
を
迎
え
て
共
に
祀
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
も
と
の
社
を
菟
足
八
幡
宮
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
現
状
で
は
、
二

神
の
関
係
を
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
後
考
を
俟
ち
た
い
。

こ
の
よ
う
に
古
代
よ
り
連
綿
と
続
く
歴
史
を
有
す
る
菟
足
神
社
に
は
、
現
在
も
複
数

の
文
化
財
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
述
の
梵
鐘
は
昭
和
三
十
九
年
（
一
九

六
四
）
に
、
ま
た
祭
礼
古
面
五
面
は
昭
和
四
十
年
に
愛
知
県
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
最
も
有
名
な
も
の
は
昭
和
三
十
六
年
に
国
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
大
般
若
経
全
五
八
五
巻
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
、
菟
足
神
社
所
蔵
大
般
若
経
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

大
般
若
経
は
正
式
名
称
を
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
と
い
い
、
中
国
唐
の
時
代
に
玄

奘
が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
般
若
経
典
を
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
翻
訳
・
集
成
し
龍

朔
三
年
（
六
六
三
）
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
全
六
百
巻
に
お
よ
ぶ
諸
経
中
最
も

大
部
な
も
の
で
、
最
高
の
智
慧
か
ら
見
る
と
す
べ
て
の
も
の
は
実
体
が
な
い
と
い
う
空

思
想
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
大
般
若
経
を
用
い
た
法
会
は
、
日
本
に
お
い
て
も
古
代
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、（
1
）
国
家
安
泰
・
五
穀
豊
穣
を
予
め
祈
る
た
め
、

（
2
）
天
災
異
変
等
が
起
こ
っ
た
時
に
行
わ
れ
る
除
災
の
祈
祷
、（
3
）
追
善
・
算
賀
の

た
め
、（
4
）
異
国
降
伏
の
た
め
、（
5
）
神
前
法
楽
の
た
め
に
分
類
さ
れ4
、
特
に

（
5
）
を
目
的
と
し
て
、
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
事
例
は
多
数
み
ら
れ
る
。
菟
足

神
社
に
お
い
て
も
、
現
在
ま
で
大
般
若
経
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

菟
足
神
社
所
蔵
本
は
、
武
蔵
坊
弁
慶
に
よ
り
書
写
寄
進
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
る
が
、

奥
書
に
よ
り
、
藤
原
宗
成
の
立
願
に
よ
り
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
か
ら
治
承
三
年

（
一
一
七
九
）
に
か
け
て
研
意
智
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

研
意
智
は
ど
の
よ
う
な
人
物
か
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
わ
ず
か
四
年
間
に
、
し
か
も
三

カ
所
（
摂
津
国
河
辺
郡
南
条
富
松
庄
、
洛
陽
八
条
坊
門
猪
熊
御
堂
、
肥
後
国
益
城
郡
石
津
村
六

ケ
庄
）
で
大
般
若
経
全
巻
を
書
写
し
て
い
る
。
こ
の
偉
業
に
は
驚
嘆
を
禁
じ
得
な
い
。

研
意
智
書
写
後
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
菟
足
神
社
に
所
蔵
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
奥
書
に
天
文
八
年
か
ら
九
年
（
一
五
三
五
～
一
五
三
六
）
に
は 上：菟足神社　　下：大般若経会（画像提供：豊橋市美術博物館）
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法
会
で
用
い
ら
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
後
期
に
は
伝
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、『
菟
足
神
社
略
記
』
で
は
、
大
般
若
経
修
補
の
願
主
で
あ
っ

た
朝
玄
を
応
安
三
年
寄
進
の
梵
鐘
銘
に
あ
る
朝
阿
弥
陀
仏
と
同
一
人
物
と
考
え
、
康
永

年
間
（
一
三
四
二
～
一
三
四
四
）
に
は
施
入
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。

書
誌
情
報
と
し
て
は
、
楮
紙
黄
檗
染
紙
を
用
い
た
巻
子
装
で
、
本
紙
に
は
薄
墨
界
が

引
か
れ
て
お
り
、
格
調
高
い
写
経
と
言
え
よ
う
。
そ
の
最
も
特
徴
的
な
点
は
、
欠
筆
お

よ
び
則
天
文
字
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
欠
筆
と
は
中
国
皇
帝
を
敬
い
、
そ
の
諱

の
末
画
を
省
い
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
は
宋
の
太
祖
の
祖
父
の
敬
お
よ
び
そ
の
音
と
通

ず
る
文
字
で
あ
る
た
め
、
宋
代
の
経
典
を
も
と
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
一

方
で
唐
代
の
則
天
武
后
の
制
字
で
あ
る
則
天
文
字
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安

易
に
底
本
を
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
研
意
智
に
よ
り
書
き
改
め
ら
れ
た
可
能
性
も

含
め
て
今
後
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
用
字
の
大
般
若
経

は
他
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
も
貴
重
な
写
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
文
化
財
登
録
さ
れ
て
い
る
五
八
五
巻
の
全
て
が
研
意
智
書
写
本
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
破
損
や
欠
巻
が
で
き
た
こ
と
で
、
一
部
、
写
経
・
版
経
を
以
て
補
わ
れ
て

い
る
。
大
般
若
経
六
百
巻
一
揃
え
で
価
値
を
も
っ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

断
簡
も
数
紙
遺
さ
れ
て
お
り
、更
に
一
部
、錯
簡
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、巻
数
に
つ
い

て
も
今
後
の
十
分
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
豊
田
市
如
意
寺
に
大
般
若
経
巻
第

二
百
七
十
五
、
第
三
百
四
十
四
の
二
巻
の
写
経
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
法
量

や
字
体
お
よ
び
欠
筆
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
奥
書
の
内
容
か
ら
判
断
す
る
に
研
意
智
書

写
本
で
あ
る
。
伝
承
に
よ
る
と
明
治
期
に
莵
足
神
社
か
ら
移
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る5
。

以
上
、
菟
足
神
社
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
江
戸
慶
長
あ
た
り
か
ら
明
治
ま
で
宝
飯
郡
の
真
言
宗
寺
院
で
あ
る

財
賀
寺
の
僧
に
よ
っ
て
大
般
若
経
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が6
、
そ

れ
以
外
の
神
社
・
寺
院
と
の
つ
な
が
り
も
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
回
の
資
料

報
告
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
宗
教
文
化
史
上
の
発

見
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
菟
足
神
社
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

�

（
三
好
俊
徳
）　

注1　
是
沢
恭
三
『
重
要
文
化
財
菟
足
神
社
の
大
般
若
経　

解
説
―
附
・
同
目
録
―
』（
菟
足
神
社

社
務
所
・
小
坂
井
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
）

2　
川
出
清
彦
『
菟
足
神
社
略
記
』（
菟
足
神
社
社
務
所
、
一
九
七
九
年
）

3　
『
神
道
大
系　

神
社
編
十
五　

尾
張
・
参
河
・
遠
江
国
』（
一
九
八
八
年
）
所
収
。

4　
稲
城
信
子
『
日
本
中
世
の
経
典
と
勧
進
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）。

5　
菟
足
神
社
所
蔵
大
般
若
経
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
1
の
是
沢
解
説
を
、
愛
知
県
内
の
大
般
若

経
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
愛
知
県
内
の
大
般
若
経
」『
愛
知
県
史　

文
化
財
四　

典
籍
』（
愛

知
県
、
二
〇
一
五
年
）
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

6　
前
掲
注
1
の
是
沢
解
説
を
参
照
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

第
一
部
　
大
鏡
坊
三
河
国
檀
所
帳

一
、
行
取
り
は
原
本
に
随
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。

二�

、
読
解
の
便
を
考
え
読
点
を
付
し
、
旧
字
や
異
体
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
が
、
例
外
と
し

て
「
富
」
字
に
つ
い
て
は
、
原
本
で
「
冨
」
と
あ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

三�

、
中
村
重
藏
氏
に
よ
る
翻
刻
を
も
と
に
、
井
上
卓
哉
、
大
高
康
正
が
校
正
及
び
入
力
作
業
を
行

っ
た
。

第
二
部
　
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
等
八
通

一�

、
行
取
り
は
底
本
に
随
い
、
で
き
る
か
ぎ
り
原
本
の
姿
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。

二�

、
読
解
の
便
を
考
え
、
旧
字
や
異
体
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
た
ほ
か
、
私
に
句
読
点
を
付
し

た
。
但
し
、「
釼
」「
秡
」「
躰
」
の
字
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
ま
た
必
要
な
注
記
は
右
傍
に

（　

）
で
示
し
た
。

三�
、
あ
ら
か
じ
め
墨
書
さ
れ
た
本
文
に
、
朱
で
訓
を
施
す
伝
授
の
形
を
尊
重
し
、
朱
墨
の
別
を
示

し
た
。
但
し
、
墨
書
さ
れ
た
文
字
の
上
に
朱
が
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
左
右
の
行

に
朱
の
文
字
を
表
記
し
て
、
そ
の
別
を
示
し
た
。

四
、
朱
印
の
位
置
は
省
略
し
た
。

五�

、
八
通
の
う
ち
『
神
祇
灌
頂
酒
印
信
』『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
は
中
村
重
藏
氏
に
よ
る
翻
刻
を

も
と
に
、
三
好
俊
徳
、
猪
瀬
千
尋
の
協
力
を
得
て
、
阿
部
美
香
が
整
え
た
。
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第
一
部　
大
鏡
坊
三
河
国
檀
所
帳

　
【
影　
　
印
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
翻　
　
刻
】

「
第
一
紙
裏
」

「
第
一
紙
裏
」

（
記
載
な
し
）

「
第
一
紙
表
」

「
第
一
紙
表
」

（
記
載
な
し
）
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「
第
二
紙
表
」

「
第
二
紙
裏
」

「
第
二
紙
表
」

一
、
ゑ
は
た　
　

一
、
小
井

一
、
た
け
の
や　

一
、
長
泉
寺

一
、
ひ
ろ
石　
　

一

　
　
　

惣
而
西
郡
之
内
悉
皆

一
、
篠
つ
か　
　

一
、
長
山

一
、
牛
く
ほ　
　

一
、
か
ぢ
む
ら

一
、
か
な
や　
　

一
、
大
草

　

以
上

右
為
代
替
渡
申
候

　

分
実
正
也
、
仍
如
斯
、

　
　

冨
士
山
村
山
大
鏡
坊

天
正
拾
一
年
癸未
十
一
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

頼
賀
（
花
押
）

先
達
所
宗
次
良
殿

「
第
二
紙
裏
」

（
記
載
な
し
）
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「
第
三
紙
表
」

「
第
三
紙
裏
」

「
第
三
紙
表
」

一
、
く
わ
ん
お
ん
寺　

一
、
は
い
の

一
、
小
坂
井　
　
　
　

一
、
し
ゆ
く

一
、
平
井　
　
　
　
　

一
、
五
位

一
、
横
須
賀　
　
　
　

一
、
し
も
地

一
、
ひ
し
き
の　
　
　

一
、
梅
や
ふ

一
、
上
左
脇　
　
　
　

一
、
下
左
脇

一
、
小
田
ぶ
ち　
　
　

一
、
白
鳥

一
、
こ
う　
　
　
　
　

一
、
く
ぼ

一
、
前
さ
き　
　
　
　

一
、
な
ぎ
野

一
、
に
し
方　
　
　
　

一
、
お
ん
ま

一
、
に
し
の
郡
ミ
や

一
、
ま
き
山　
　
　
　

一
、
ふ
さ
う

一
、
う
ど
の　
　
　
　

一
、
か
ま
か
た

「
第
三
紙
裏
」

　
　
　
　
　

頼
賀
（
花
押
）

　
　

 

先
達　

小
坂
井　

宗
次
良
拘
分

一
、
寺
内
七
良
大
夫

一
、
た
ん
の　
　
　

一
、
あ
か
ね

一
、
山
か
ミ　
　
　

一
、
た
め
と
を

　
　
　

山
家
分

一
、
雨
山　
　
　
　

一
、
大
城

一
、
宮
崎　
　
　
　

一
、
ミ
や
う
け

一
、
あ
わ
ぶ
ち　
　

一
、
た
ば
ら

一
、
田
し
ろ　
　
　

一
、
中
か
ね

一
、
ま
へ
芝　
　
　

一
、
い
な

　
　
　
　

下
條
四
ケ
村

一
、
と
う
の
す　
　

一
、
た
な
ハ
ら
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「
第
四
紙
表
」

「
第
四
紙
裏
」

「
第
四
紙
表
」

下
條
四
ケ
村
小
坂
井

先
達
ニ
申
定
候
之

上
実
正
也
、
訴
人

成
共
違
難

（
マ
マ
）申

族
然
有
而
者
村
山

に
て
改
可
致
者
也

仍
如
件
、

　
　

冨
士
山　

茂
良
山
大
鏡
坊

天
正
拾
一
年
癸未
霜
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　

頼
賀
（
花
押
）

小
坂
井
先
達
所

　
　
　
　
　
　

申
候

「
第
四
紙
裏
」

　
　
　

大
鏡
坊

　
　
　

先
達

小
坂
井　

宗
次
良
殿
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【
解
題
】
大
鏡
坊
三
河
国
檀
所
帳

　
富
士
山
興
法
寺
大
鏡
坊
の
檀
那
場
と
小
坂
井
先
達

第
一
節　
『
大
鏡
坊
三
河
国
檀
所
帳
』
の
内
容

こ
の
史
料
は
、
中
世
後
期
の
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）、
富
士
村
山
修
験
の
興
法
寺

で
別
当
三
坊
を
つ
と
め
た
一
つ
大
鏡
坊
の
頼
賀
が
、
小
坂
井
在
住
の
宗
次
郎
（
史
料
で

は
「
宗
次
良
」）
と
い
う
人
物
に
発
給
し
た
文
書
で
あ
る
。
史
料
の
形
態
は
、
ほ
ぼ
同
じ

大
き
さ
の
全
紙
を
折
紙
と
し
、
右
端
中
央
部
分
を
こ
よ
り
綴
じ
に
し
た
、
第
一
紙
か
ら

第
四
紙
ま
で
の
計
四
枚
の
横
帳
形
式
で
あ
る
。
寸
法
は
最
大
値
で
、
縦
一
四
・
九
㎝
、

横
三
四
・
九
㎝
で
あ
る
。

史
料
に
表
題
は
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
三
河
国
八
名
郡
の
下げ
じ

條よ
う

四

ケ
村
そ
の
他
を
「
小
坂
井
先
達
所
」
と
あ
る
宗
次
郎
の
檀
那
場
と
し
て
認
め
る
も
の
で

あ
る
。
史
料
に
は
特
定
の
檀
那
名
を
書
き
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
活
動
範
囲
と
し
て
の

地
域
名
を
書
き
上
げ
て
い
る
の
で
、
仮
題
と
し
て
『
大
鏡
坊
三
河
国
檀
所
帳
（
小
坂
井

先
達
所
檀
那
場
）』
と
し
て
お
く
。

宗
次
郎
に
つ
い
て
は
、
中
村
重
藏
氏
よ
り
菟
足
神
社
の
宮
司
家
で
あ
る
川
出
家
歴
代

の
「
良
久
」
で
あ
る
と
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
棟
札
資
料
で
確
認
で
き
る
と
い

う
ご
教
示
を
得
た1
。
今
回
紹
介
す
る
史
料
が
菟
足
神
社
伝
来
の
史
料
群
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
宗
次
郎
が
川
出
家
に
関
わ
る
人
物
と
い
う
可
能
性
は
高
い
と
思
う
が
、

二
十
年
程
の
年
代
差
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
た
い
。

ま
た
こ
の
史
料
に
は
、
天
正
十
一
年
の
年
記
と
差
出
者
の
大
鏡
坊
頼
賀
の
花
押
が
記

さ
れ
て
い
る
。
頼
賀
の
花
押
は
、
興
法
寺
に
伝
来
し
た
史
料
群
（
村
山
浅
間
神
社
所
蔵
文

書
、
富
士
宮
市
寄
託
）
に
、
同
人
発
給
の
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
と
推
定
さ
れ
て
い

る
文
書
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
る2
（
写
真
）。
両
史
料
を
比
較
し
て
も
、「
檀

所
帳
」
は
頼
賀
に
よ
る
原
本
と
判
断
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
頼
賀
の
事
跡

で
あ
る
が
、
近
世
江
戸
時
代
の
系
図
等
に
よ
る
と
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
大
宮
司
の

富
士
信
忠
の
娘
を
妻
と
し3
、
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
二
月
五
日
に
死
去
し
て
い
る4
。

ま
た
天
正
十
一
年
七
月
二
日
に
大
鏡
坊
の
名
跡
を
引
き
継
い
で
い
る
よ
う
な
の
で
、
こ

の
事
跡
が
正
し
け
れ
ば
、
同
年
十
一
月
に
出
さ
れ
た
小
坂
井
先
達
所
へ
の
『
檀
所
帳
』

と
は
、
大
鏡
坊
の
檀
那
場

を
頼
賀
が
継
承
し
た
際
に

発
給
し
た
も
の
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。「
第
二

紙
表
」
に
「
代
替
渡
申
候
」 

と
あ
る
部
分
は
、
先
達
宗

次
郎
の
代
替
り
と
い
う
意

味
で
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
が
、
大
鏡
坊
頼
賀
の
代

替
り
と
し
て
考
え
た
方
が

い
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
『
檀
所
帳
』 

は
富
士
村
山
修
験
の
勢
力

が
発
給
し
た
文
書
の
正
文

と
し
て
は
、
現
在
確
認
で

き
る
最
古
の
も
の
と
な
ろ

う
。
ま
た
在
地
に
実
際
に

残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
も
注
目
さ
れ
る
。
例
え

ば
写う

つ
しと
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
同
じ
三
河
国
内
の
東
栄
町
に
伝
来
す
る
文
書
群
の
中
に
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
六
月
書
写
の
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）
九
月
十
六
日
の
興
法
寺
頼
慶
の
書
上

（
精
進
中
勤
行
之
事
）
が
存
在
す
る5
。
た
だ
、
果
た
し
て
天
文
二
十
一
年
に
本
当
に
発
給

さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
。
同
じ
三
河
国
内
で
、『
檀
所
帳
』
と
同
様

に
富
士
先
達
を
勤
め
た
者
に
先
達
所
を
保
証
し
た
と
思
わ
れ
る
内
容
の
文
書
は
、「
三

川
鳳
来
寺
之
内
」
に
関
す
る
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
六
月
七
日
の
大
鏡
坊
頼
賀
が
発

給
し
た
文
書
が
、
写
で
あ
る
が
存
在
す
る6
。
つ
ま
り
頼
賀
は
、
天
正
十
一
年
の
『
檀
所

帳
』
の
よ
う
に
具
体
的
に
村
々
を
書
き
上
げ
た
「
檀
所
帳
」
を
他
の
地
域
に
お
い
て
も

発
給
し
て
い
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

富
士
村
山
修
験
で
は
、
各
々
の
地
域
で
既
に
活
動
拠
点
と
な
る
檀
那
場
を
も
っ
て
い 大鏡坊頼賀の花押（村山浅間神社所蔵文書K130）
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た
宗
次
郎
の
よ
う
な
宗
教
者
を
、
富
士
先
達
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
国

へ
急
激
に
檀
那
場
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
檀
那
場
に
含
ま
れ

る
村
々
に
は
、
富
士
山
表
口
か
ら
登
拝
を
行
う
富
士
講
が
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。�

（
大
高
康
正
）　

第
二
節　
小
坂
井
先
達
所
宗
次
郎
の
檀
那
場
に
つ
い
て

一
　
檀
那
場
の
属
性

こ
の
史
料
は
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
十
一
月
に
大
鏡
坊
の
頼
賀
よ
り
、
小
坂

井
先
達
所
宗
次
郎
に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
大
鏡
坊
頼
賀
の

代
替
わ
り
を
う
け
て
、
宗
次
郎
の
檀
那
場
を
確
認
・
認
証
す
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と

し
、
五
〇
件
を
超
え
る
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
中
村
重
藏
氏
が
お
こ
な
っ
て
い
た
現
在
地
の
比
定
を

参
考
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
名
と
対
応
す
る
現
在
地
を
改
め
て
再
確
認
し
な
が
ら
地
図
上

に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
中
世
に
お
け
る
富
士
村
山
修
験
の
先
達
が
抱
え
て
い
た
檀
那
場
の

空
間
的
な
広
が
り
を
示
す
一
つ
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。

地
名
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
が
記
さ
れ
た
部
分
を
確
認
し

て
み
る
と
、
全
て
が
同
列
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の

属
性
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
つ
が
、
地
名
が
記
さ
れ
た
部
分
の
冒
頭
に
確
認
で
き
る

「
小
坂
井
先
達
宗
次
良
拘
分
」（
以
下
「
宗
次
良
拘
分
」）
で
あ
る
。

そ
の
記
述
の
通
り
、
先
達
の
宗
次
郎
が
持
っ
て
い
る
場
所
と
理
解
で
き
る
も
の
の
、

そ
れ
が
こ
の
史
料
に
登
場
す
る
地
名
全
体
を
包
括
し
て
い
る
と
素
直
に
捉
え
る
こ
と
は

難
し
い
。
と
い
う
の
も
、「
宗
次
良
拘
分
」
と
い
う
記
述
に
続
い
て
、「
一
、
寺
内
七
良

大
夫
、
一
、
た
ん
の
、
一
、
あ
か
ね
、
一
、
山
か
ミ
、
一
、
た
め
と
を
」
と
い
う
地
名

が
記
述
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
に
「
山
家
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
三
紙
裏
）。

こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
前
述
の
五
件
の
地
名
が
「
宗
次
良
拘
分
」
で
あ
り
、
そ
れ
と

は
別
の
属
性
と
し
て
、「
山
家
分
」
が
存
在
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
の
差
異
に
つ
い
て
、
本
史
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

ま
た
、
上
記
の
も
の
以
外
に
も
「
下
條
四
ケ
村
」（
第
三
紙
裏
）、「
惣
而
西
郡
之
内
悉

皆
」（
第
二
紙
表
）
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
、「
下
條
四
ケ
村
」
と
い
う
記

述
で
あ
る
が
、
中
村
氏
に
よ
れ
ば
、
旧
下
条
村
を
構
成
す
る
五
井
、
暮
川
、
天
王
、
八

反
ヶ
谷
、
藤
ヶ
家
、
堀
之
内
、
竹
之
内
、
白
石
新
田
、
犬
之
子
の
九
村
の
う
ち
四
村
を

示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
下
條
四
ケ
村
」
の
記
述
の
前
後
に
み

ら
れ
る
地
名
に
、
上
記
九
村
内
に
位
置
す
る
と
比
定
さ
れ
る
も
の
が
無
い
た
め
、
ど
の

よ
う
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、「
惣
而
西
郡
之
内
悉
皆
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
十
件
の

地
名
を
遡
る
と
、「
一
、
に
し
の
郡
ミ
や
（
西
の
郡
三
谷
）」
と
い
う
地
名
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
第
三
紙
表
）。
こ
の
「
に
し
の
郡
ミ
や
」
か
ら
「
惣
而
西
郡
之
内
悉

皆
」
ま
で
の
間
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
地
名
は
、
全
て
西
郡
（
現
在
の
蒲
郡
市
）
に
位
置

す
る
と
比
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
西
郡
は
宗
次
郎
の
檀
那
場
で
あ
る
と
理
解
す

る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
史
料
に
挙
げ
ら
れ
た
五
〇
件
を
超
え
る
地
名

に
は
、
い
く
つ
か
の
属
性
が
認
め
ら
れ
る
（
表
1
）。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
属
性
を

念
頭
に
、
宗
次
郎
の
檀
那
場
の
空
間
的
な
広
が
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
　
檀
那
場
の
空
間
的
な
広
が
り

図
1
は
、
前
掲
の
表
1
に
示
し
た
比
定
地
を
、
明
治
二
三
年
発
行
の
旧
版
地
図
上
に

落
と
し
た
も
の
で
あ
る7
。
ま
ず
、「
宗
次
良
拘
分
」（
●
で
表
示
）
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
の
愛
知
御
津
駅
お
よ
び
、
三
河
大
塚
駅
近
辺
の
場
所
に
集
ま
っ
て

い
る
。「
拘
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
た
り
の
地
域
が
、
宗
次
郎
が
直
接
的
に

支
配
・
あ
る
い
は
管
理
す
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
、「
山
家
分
」
で
あ
る
が
、
表
１
で
示
し
た
よ
う
に
ど
こ
ま
で
を
山
家
分
と

し
て
捉
え
て
い
い
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、「
山
家
分
」と「
下
條
四
ケ
村
」 

の
間
に
確
認
で
き
る
地
名
の
ほ
と
ん
ど
が
、
岡
崎
方
面
へ
と
流
れ
る
男
川
と
そ
の
支
流

沿
い
の
山
間
の
集
落
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
「
山
家
分
」
と
は
、

山
間
地
の
檀
那
場
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、「
下
條
四
ケ
村
」
以
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
の
中
に
、
山
間
地
に

比
定
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
表
１
の
「
雨
山
」
か
ら
「
い

な
（
伊
奈
）」
ま
で
を
、
こ
こ
で
は
「
山
家
分
」
と
し
て
捉
え
て
お
き
た
い
（
●
で
表
示
）。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
前
提
に
、
図
1
を
改
め
て
み
て
み
る
と
、「
檀
所
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帳
」
に
描
か
れ
て
い
る
宗
次
郎
の
檀
那
場
は
、「
宗
次
良
拘
分
」
を
中
心
に
、
近
世
東

海
道
の
吉
田
宿
か
ら
御
油
宿
に
か
け
て
の
街
道
周
辺
の
集
落
、「
山
家
分
」
と
称
さ
れ

る
山
間
地
の
集
落
、
そ
し
て
「
西
郡
」
一
帯
の
集
落
（
●
で
表
示
）
と
い
う
形
で
、
そ

の
範
囲
は
東
西
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

こ
の
範
囲
に
つ
い
て
、
こ
の
史
料
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）、
村
山

大
鏡
坊
頼
賀
が
三
河
鳳
来
寺
内
の
先
達
所
に
出
し
た
史
料
（
旧
大
鏡
坊
富
士
家
文
書
Ｋ
二

〇
六
号
「
三
河
国
鳳
来
寺
内
先
達
所
之
事
写8
」）
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
広
大
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
広
大
な
範
囲
の
檀
那
場
を
有
す
る
こ
と
が
宗
次
郎
だ
け
に
限

ら
れ
る
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
の

か
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
判
断
材
料
と
な
る
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
富
士
村
山
修
験
の
活
動
範
囲
内
に
お
け
る
同
時
代

史
料
の
確
認
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
さ
ら
な
る
比
較
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

記
し
て
お
き
た
い
。�

（
井
上
卓
哉
）　

表 1　先達宗次郎の檀那場一覧

属性 場　　　所 比　　定　　地

宗
次
良
拘
分

寺内七良大夫 不明

第　
　
　

三　
　
　

紙　
　
　

裏

たんの（丹野） 蒲郡市相楽町
あかね（赤根） 豊川市御津町赤根
山かミ（山神） 蒲郡市大塚町
ためとを（為当） 豊川市為当町

山　

家　

分

雨山 岡崎市雨山町
大城 岡崎市大代町
宮崎 岡崎市宮崎町
ミやうけ（明見） 岡崎市明見町
あわぶち（淡渕） 岡崎市淡渕町
たばら（田原） 新城市作手田原
田しろ（田代） 岡崎市田代町
中かね（中金） 岡崎市中金町
まへ芝（前芝） 豊橋市前芝町
いな（伊奈） 豊川市伊奈町

下條四ケ村 旧下条村（現豊川市・豊橋市）か
とうのす（鶇巣） 岡崎市鶇巣町
たなハら 不明
くわんおん寺（観音寺） 豊川市御津町金野観音寺

第　
　
　

三　
　
　

紙　
　
　

表

はいの（灰野） 豊川市御津町灰野
小坂井 豊川市小坂井町
しゆく（宿） 豊川市宿町
平井 豊川市平井町
五位（五井） 豊橋市下五井町
横須賀 豊橋市横須賀町
しも地（下地） 豊橋市下地町
ひしきの（日色野） 豊橋市日色野町
梅やふ（梅藪） 豊橋市梅藪町
上左脇（上佐脇） 豊川市上佐脇町
下左脇（下佐脇） 豊川市下佐脇町
小田ぶち（小田淵） 豊川市小田淵町
白鳥 豊川市白鳥町
こう（国府） 豊川市国府町
くぼ（久保） 豊川市久保町
前さき（前崎） 豊川市国府町前崎
なぎ野（泙野） 豊川市御津町泙野
にし方（西方） 豊川市御津町西方
おんま（御馬） 豊川市御津町御馬

西　
　
　

郡

にしの郡ミや（西郡三谷） 蒲郡市三谷町
まき山（牧山） 蒲郡市豊岡町
ふさう（府相） 蒲郡市府相町
うどの（鵜殿） 蒲郡市神ノ郷町
かまかた（蒲形） 蒲郡市蒲郡町
ゑはた（江畑） 蒲郡市竹谷町江畑

第　

二　

紙　

表

小井（五井） 蒲郡市五井町
たけのや（竹谷） 蒲郡市竹谷町
長泉寺 蒲郡市五井町長泉寺
ひろ石（拾石） 蒲郡市拾石町
篠つか（篠束） 豊川市篠束町
長山 豊川市下長山町
牛くほ（牛久保） 豊川市牛久保町
かぢむら（鍛冶村） 豊川市中条町
かなや（金屋） 豊川市金屋町
大草 豊川市御津町大草
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注1　
「
良
久
」
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
棟
札
資
料
に
「
神
主
河
出
宗
次
郎
良
久
」
と
し

て
登
場
す
る
。
中
村
重
藏
氏
の
ご
教
示
で
は
、
近
代
以
降
の
系
図
で
「
良
久
」
の
先
々
代
が

永
禄
年
間
頃
の
「
良
政
」、
先
代
が
「
茂
政
」
と
な
る
。
あ
る
い
は
天
正
十
一
年
（
一
五
八

三
）
の
時
点
で
は
、「
良
久
」
以
前
の
人
物
が
「
宗
次
郎
」
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

2　
「
謹
言
上
（
遠
州
一
国
と
屋
敷
二
軒
を
辻
之
坊
与
右
兵
衛
死
去
に
つ
き
返
却
願
い
）」（
村
山

浅
間
神
社
関
連
文
書
「
旧
大
鏡
坊
富
士
家
文
書
」
Ｋ
一
三
〇
号
、
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
寄

託
）。

3　
「
山
役
銭
之
事
、
富
士
山
伝
記
并
興
法
寺
暦
代
写
、
興
法
寺
々
務
之
事
、
池
西
坊
伝
記
写
、

外
」（
村
山
浅
間
神
社
関
連
文
書
「
旧
大
鏡
坊
富
士
家
文
書
」
Ｋ
五
五
号
、
富
士
宮
市
教
育

委
員
会
編
『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』
二
〇
〇
五
年
、
一
一
五
・
一
一
六
頁
）。

4　
「
元
禄
高
由
緒
書
上
帳
（
大
鏡
坊
系
図
）」（
村
山
浅
間
神
社
関
連
文
書
「
旧
大
鏡
坊
富
士
家

文
書
」
Ｋ
一
二
二
号
、
前
掲
注
3
『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』
一
三
九
・
一
四
〇
頁
）。

5　
東
栄
町
下
田
、
藤
谷
喜
代
司
家
文
書
5
「
精
進
中
勤
行
之
事
・
文
化
十
一
年
六
月
」（
前
掲

注
3
『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』
二
六
三
頁
）。

6　
「
三
河
国
鳳
来
寺
内
先
達
所
之
事
写
」（
村
山
浅
間
神
社
関
連
文
書
「
旧
大
鏡
坊
富
士
家
文

書
」
Ｋ
二
〇
六
号
、
前
掲
注
3
『
村
山
浅
間
神
社
調
査
報
告
書
』
二
四
〇
・
二
四
一
頁
）。

7　
国
土
地
理
院
保
有
の
旧
版
地
図
「
蒲
郡
」、「
御
油
」、「
高
富
村
」、「
藤
川
村
」、「
豊
橋
」
を

使
用
。
菟
足
神
社
所
蔵
の
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
同
社
氏
子
の
村
々
を
書
き
上
げ
た
覚

書
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
比
定
地
の
う
ち
、
梅
藪
・
日
色
野
・
平
井
・
小
坂
井
・
宿
・
五

井
・
横
須
賀
・
下
地
・
伊
奈
・
前
芝
は
菟
足
神
社
氏
子
の
村
々
と
な
る
。

8　
前
掲
注
6
「
三
河
国
鳳
来
寺
内
先
達
所
之
事
写
」
参
照
。

〔
参
考
〕
頼
賀
花
押
一
覧

第
四
紙
表

『
三
河
国
檀
那
帳
』　
第
二
紙
表

村
山
浅
間
神
社
所
蔵
文
書
Ｋ
一
三
〇

第
三
紙
裏
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図 １　先達宗次郎の檀那場
この図の作成に当っては、国土地理院保有の旧版地図（「蒲郡」、「御油」、「高富村」、
「藤川村」、「豊橋」（いずれも明治 23 年発行））の謄本を使用した。

この他、男川上流域に山家分の宮崎・
田原・田代に比定される 3集落がある。

丹野

赤根

山神

為当

上流部に宮崎・田原・田代の
三集落あり（山家分）

中金
明見

淡淵

大代 雨山

前芝

伊奈

鶇巣

灰野金野観音寺

小坂井

宿

平井
五井

横須賀
下地

日色野
梅藪

下佐脇

上佐脇

小田淵

白鳥
国府

久保

前崎

泙野 西方

御馬

三谷

牧山

府相

鵜殿
蒲形

江畑

五井

竹谷

長泉寺

拾石

篠束

長山 牛久保

鍛治村

金屋

大草

莵足神社

豊橋（吉田）豊橋（吉田）

豊川稲荷豊川稲荷

・・・・西郡

・・・・山家分

・・・・宗次良拘分

・・・・その他

図１　先達宗次郎の檀那場
この図の作成に当っては、国土地理院保有の旧版地図（「蒲郡」、「御油」、「高富村」、
「藤川村」、「豊橋」（いずれも明治 23 年発行））の謄本を使用した。

御油御油

至
岡
崎

旧下条村旧下条村

3 km
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図
2　
菟
足
神
社
・
熱
田
神
宮
・
村
山
興
法
寺
大
鏡
坊
の
位
置
関
係

こ
の
図
の
作
成
に
当
っ
て
は
、
吉
田
初
三
郎
『
日
本
鳥
瞰
近
畿
東
海
大
図
絵
』
昭
和
2
年
（
個
人
蔵
）
を
使
用
し
た
。

宮 神 田 熱

社 神 足 菟

坊 鏡 大 山 村
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第
二
部　
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
等
八
通

【
影　
　
印
】

一
　
譲
神
代
事�

（
端
裏
）

【
翻　
　
刻
】

一
　
譲
神
代
事

譲
神
代
事　

森
家　
　
　

｣

端
裏

　

天
神
七
代　
　
　
　
　
」
内
題

国
常
立
尊
陽

国
狭
槌
尊
陽

豊
国
主
尊
陽

塗
土
瓊
尊
陽　

沙
土
瓊
尊
不
智
陰

大
戸
道
尊
陽　

大
戸
間
辺
尊
不
知
陰

面
垂
尊
陽　
　

惶
根
尊
不
智
陰

伊
弉
諾
尊
陽　

伊
弉
冉
尊
陰　之
神
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地
神
五
代

治
二
十
万
七
千
十
一
歳

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
土

　

天
照
皇
太
神　

大
日
霊
尊　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
給

治
二
十
万
九
千
八
百
十
二
歳

　

正
哉
吾
勝
尊　

主
金
徳
給

治
三
十
万
八
千
五
百
四
十
二
歳

　

天
津
彦
火
瓊
々
杵
尊　

主
木
徳
給

治
六
十
三
万
七
千
八
百
九
十
二
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彦
火
火
出
見
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主
火
徳
給

　

彦
波
瀲
武
鵜
尊
草
葺
不
合
尊

　　
　
　
　
　
　
　

主
水
徳
治

　

天
照
太
神
呪（

兄
）弟
次
第

索第
一
盞
雄
尊　
　

大第
二
日
霊
尊
内
日
神

蛭第
三
子
大
明
神　

嶋第
四根
見
尊
外
月
神

乚第

土
之
尊　

鹿
嶋
明
神
フ
ツ
ヌ
シ
ノ
神

大
永
三
年
癸未
卯
月
日　

森
家

熱
田
権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之
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二
　
神
目
縄
大
事

二
　
神
目
縄
大
事

神
目
之
大
事　
中　

安
久　
　
　

｣

端
裏

唵
神
目
縄
大
事　　
　
　
　
　

｣

内
題

一
一
二
々
三
々
四
八
具
足
櫃
曳
、

七
四　

五
三　

三
二　

諸
神
時
曳
之
、

七　

二　

五　

三　

八　

鬼
神
時
曳
之
、

二　
　
　

二　
　
　
　
　

疫
病
時
曳
之
、

三
　々
　

四　
　
　
　
　

ケ
カ
レ
ニ
曳
之
、

一
六
三
五
二　
　
　
　
　

仏
前
曳
之
、

　

急
急
如
律
令
四
手
ヲ

サ
ク
ル

　

更
十
二
天
形
星
共
下
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神
目
法
楽
之
事

ワ
チ
〳
〵
ニ
マ
カ
ル
心
ヲ
イ
ト
ウ
ト
テ

ス
ク
ニ
ナ
サ
ン
ト
シ
メ
ヲ
コ
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シ
ケ
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神
目
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カ
曳
シ
メ
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尾
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釼
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宮
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キ
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カ
ナ
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シ
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金
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マ
セ
カ
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玉
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面
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サ
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急
急
如
律
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可
誦
之
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急
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急
耳　

如
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律
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令
身

右
五
躰
不
具
処
、
六
根
具
足

ス
ル
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神
得
在
之
、

熱
田

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
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大
永
三
年
癸未
卯
月
吉
日　

安
久
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三
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頂
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裏
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天
女
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計



─ 359 ─

右
示-

云
、
以
二
当-

時-

酒
上　
□　
□
□　

故　
献
二

専
モ
ツ
ハ
ラ

酒-

於
諸-

神
二一
、
因
レ
茲
、
万

々
祝　
用　
之
、
必
以　
彼-

酒　
休
ヤ
ス
メ　
三

熱-

苦　-

云-

リ
、
正　
人-

間　
断タ
ツ
テ
　

西（
悪
）心
愛

偏-

頗-

之
念-

慮　
、
理-

智
平-

等

之
号　
酒-

童-

海　
云
　

云
、
千
金
莫
伝
、

穴
賢々　
々
、

　

大
永
六
年
丙戌
卯
月
念
一
日

三
州
菟
足
神
主
菅
原
宿
祢
定
広
許
之

ノノ

一一

二二　□

一一□□

ニニ
ノノ

　　ニニ

レレルル

スス

二二　　

一一　　

二二玉玉
　　トフ

一一ヲヲ

　　クク

　　モモ

二二　　

一一　　

二二クク

一一ト　

　
　
　
　
　

海
酒
童
也
、

　
　
　
　

箸

　
　
　
　
　

宝
釼
也
、

　
　
　
　
　

神
露
命
也
、

　
　
　
　

酒

　
　
　
　
　

内
侍
所
也
、

　
　
　
　
　

大
海
神
栖
也
、

　
　
　
　

瓶　
　
　
　

号
酒
鉾
海
ト一
、

　
　
　
　
　

神
璽
也
、



─ 360 ─

四
　
仏
神
異
名
之
事

四
　
仏
神
異
名
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｣

端
裏

　

仏
神
異
名
之
事　
　
　

｣

内
題

神
ニ
ハ
社
、
仏
ニ
ハ
堂
ト
、
神
ニ
内
院
、

仏
ニ
ハ
道
場
、
神
祭
主
、
神
主
、

祝
師
、
五
人
神
楽
男
、
八
人

八
女
、
仏
ニ
ハ
院
主
、
座
主
、

導
師
、
五
智
天
童
、

八
供
天
女
、
神
ニ
ハ
解ハ
ラ

除イ

、

仏
ニ
ハ
珠
数
、
神
ニ
ハ
注
連
、
仏
ニ
ハ

五
色
縄
、
神
ニ
ハ
社
参
、
仏
ニ
ハ

仏
詣
、
神
ニ
ハ
榊
、
百
日
千
日

志
目
清
身
、
仏
ニ
ハ
行
水
、

百
日
千
日
山
籠
、
神
ニ
ハ
最



─ 361 ─

花
膝
手
向
種
、
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ニ
ハ
信
施

珍
布
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入
、
神
ニ
ハ
鈴
鼓
、
仏
ニ
ハ

鈴
鐘
、
神
ニ
ハ
再
拝
、
仏
ニ
ハ
三

礼
、
神
ニ
ハ
懸
帯
、
浄
衣
、

装
束
、
明
衣
、
唐
裙
、

富
尾
、
仏
ニ
ハ
袈
裟
、
染
衣
、

法
衣
、
上
服
、
裘
袋
、
横
尾
、

社
ニ
ハ
諸
社
祭
礼
、
仏
ニ
ハ

諸
寺
法
会
、

右
如
此
、
雖
佛
神
名
異
、
根

源
一
也
、

神一

祇
五

天二

部
四

明三

三
三

菩四

薩
五仏

　
　
　

青ア
ヲ

和ニ

弊キ
テ　

白
□（
和
）□（
幣
）

大
永
六
年
丙戌
卯
月
念
六
□（
日
）

熱
田

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之

（
マ
マ
）

［
　
　
　
］
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五
　
熱
田
神
参
宮
大
事

五
　
熱
田
神
参
宮
大
事

神
参
宮
大
事
中　

菅
原
宿
祢
定
広　
　
　
」
端
裏

唵
熱
田
神
参
宮
大
事　
　
　
　
　
　
　
　

」
内
題

先
ツ
下-

品
下-

生
鳥-

居
ヨ
リ
可　
参
、

是-

則
、
地-

獄
餓-

鬼
畜-

生
三-

悪

-

道
也
。
終
ニ
三-

界
ノ
群-

類
ハ
、
此
ノ
所
ニ
来
□

集
テ
蒙　
　

神
ノ
冥-

助　
。
各
ノ
赴
ク二
正-

路　
云
　

々
。

彼
ノ
渡
ルレ
橋
ヲ
時
キ
、
和-

光
同-

塵
ハ
結-

縁

之
始
メ
、
八-

相
成-

道
ハ
利-

物
之ノ-

終　
、

一-

返
唱
へ-

去
テ
、

-
-

ト
唱
テ

鳥-

居
ニ
入
ル
。
西
ニ

-

向
、
念-

仏
ヲ
始
テ
百

卅-
六-

返
申
テ
、
東
ヘ
向
イ
六-

所
ヲ

祈-
念
ス　

口
伝
。
至
テ二
海-

蔵-

門　
護

身
法
、
則
チ
都-
卒
内-

院
ニ
入
ト

可
レ
視
。
御ミ

前マ
ヘ　

参
テ
御-

秡
レレ　　

二二ラ　
　　ン

一一ヲ　

一一ニ　
　　トト

一一ニニ

　　ニニ
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如
レ
常
。
可
レ
祈
ル二
現
ヲ一
在
一
。
西
ヨ
リ
廻
テ

御-

殿
ノ
後
ロ
、
当
テ二
正-

面-

間
ニ一
テ
、

南
ニ

-

向
ヒ
、
挙
二
天
ツ
祝
ヲ一　

口
伝
、
可

レ
祈
二
二
世
悉
地
ヲ一
。
次
ニ
、
御-

墓
ニ
テ
天
ツ

祝
口
伝
。
次
、
向
テ二
戌-

亥　
、
天
神

七
代
ヲ
可
シ二
祈-

念　
。
次
ニ
楠
ノ
御
前
ニ
テ
、

春
日
明
神
、
同
如
意
宝
珠
ヲ

祈-

念
ス
。
次
ニ
、
一-

松
ニ
テ
鴨
明
神
ト

祈-

念
シ
、
次
ニ
、
梅
宮
ニ
テ
平
野
明
神

祈-

念
シ
テ
、
下-

向
ニ
神
宮
寺
ヘ
参
リ

七
寺
詣マ
ウ
テ

之
祈-

念
、
大-

福-

田
ニ
テ
可

祈-

納
ム
受ヒ

寿-

福
ヲ一
。

右
此
等
ノ
旧-

記
者ハ

、
非
ス二
人-

説　
。
依
テ二
弘-

法
ノ
利

生　
顕
シ二
九-

穴
ヲ一
、
金-

亀
、
清-

稲
ニ
授
ケレ
之
ヲ一

給
シ
ヨ
リ
以-

来
、
為
ス二
此
ノ
社
之ノ

秘
伝
ト一
。

千
金
莫
伝
、
穴
賢
云
　

云
。

大
永
六
年
丙戌
卯
月
廿
二
日

三
州
菟
足
神
主
菅
原
宿
祢
定
広
許
之

一一ニ　

一一ス　

二　　　

一一ニ　

一一ニ　
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六
　
胎
内
五
位
大
事

六
　
胎
内
五
位
大
事

開
人　

八
通
之
内　
　
　
」
端
裏

胎
内
五
位
大
事　
　
　
　
」
内
題

羯キ
ヤ

羅ラ

藍ラ
ン

性

従
種
生
茎ク
ヰ

一
位

頞ア

部フ

曇ト
ン

性

従
茎
生
葉

二
位

健ケ
ン

南ナ
ン

性

従
華
生
果
ヲ

肢
節
出
来

四
位鉢バ

羅ラ

奢シ
ヤ

佉キ
ヤ

性

目
鼻
爪
髪
悉
調
也

五
位

閉ヘ
イ

尸シ

性

従
葉
生
華

三
位
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右
、
本-

来
無　
一-

物　
處
ヲ
、
以　
神-

道
ノ

-

言　
、
立　
気キ-

形-

質シ
ツ

三
重　
、
其
ノ
無
キ

重
ト
者ハ

、
混コ
ン-

沌ト
ン

未ミ-

分
、
自-

性
天-

然ネ
ン

-

之ノ

理-

也
、
気　
者ハ

、
初ハ
シ
メ―
凝コ
リ

―

滑
カ
タ
マ
リ、
名
ク二

一-

気　
、
為　
躰
ト
、
名
クレ
形
トレ
之
ヲ
、
堅ケ
ン

-

地
ナ
リ
、
名
クレ
質シ
ツ
トレ
之
ヲ一
、
次　

 

顕ア
ラ
ハシ二
五-

味　
、
身-

躰

堅ケ
ン-

固ゴ

也
、
次
ニ
悉
ク
人-

躰-

調
也
、
―譬タ

ト
エハ

神-

母
ノ
鳥
リ
、
扣タ
タ　-

破
テ
無-

明
ノ
卵
カ
イ
コ　

、
自-

然　

暖
ア
タ
ヽ
メレ
之
ヲ
、
無
ナ
ケ
レ
ト
モシ二ト
何イ
ツ

作ツ
ク
リ

成ト
ナ
レ
ル

ト一
ハ
、
共
―

厳
イ
ツ
ク
シ
ク

智

恵
之
觜

ク
チ
ハ
シ

出
―
来
、
具
ス二
三-

十
二-

相　
、

生ヲ
ヱ　

八-

十
衆-

好
ノ
鎧
ヨ
ロ
イ-

毛ケ
ヲ
、
如　

翼
カ
ケ
ル
カ二
実

-

相
真-

如
之ノ

虚-

空　
、
我-

等
モ
亦-

□
（
復
カ
） 

如
レ
是
、
不
レ
可
レ
説
云
　

云
、

大
永
六
年
丙戌
卯
月
廿
二
日　

三
州
莵
足
神
主
菅
原
宿
祢
定
広
許
之

二二　　

一一　　

二二　　

一一ヲヲ

-

二二ツ　

一一ヲ　

　　トト

　　トト

レレスス

　　ニニ

一一ヲヲ

二二 キ

一一ヲ　

　　ニニ

イ
ツ

一一ヲ　

二二　　

レレ シ　
ク

一一ヲ　
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七
　
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第

七
　
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第

　

開
人　

八
通
□
内

灌
頂
加
行
之
事
中
三
菅
原
宿
祢
定
広　
　
　

｣

端
裏

　
　

神
道
灌
頂
加
行
之
次
第　
　
　
　
　
」
内
題

先
構
二
浄
所
一
立
於
波
計
、
毎
日
三
度
神
水
、

三
度
、
可
レ
備
レ
洗
米
御
酒
一
、

　

三
時
法
楽
事

御
秡
祝
如
常
、　

次
岩
□（
戸
）神
楽
、

次
天
津
祝
廿
一
座
、　

次
読
経
一
巻
、

　
　

次
諸
神
拝
文
曰
、
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南
无
帰
命
頂
礼
、
慚
愧
懺
悔
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
罪
障
、

東
方
南
方
西
方
北
方
可
拝
四
恩

　
　

次
三
神
法
楽
之
事

般
若
心
経
三
巻
、
荒
神
経
并
神
呪
、

次
一
字
明
、

　
　

次
在
所
鎮
守
法
楽
、

般
若
心
経
三
巻
、　

次
魔
界
廻
向
、

右
注
二
大
概
一
、
可
レ
任
レ
加
二
行
者
宗

心
ニ一
、
誠
是
、
為
二
二
世
之
悉
地
成

就
一
也
、
故
ニ
着
シ二
テ
浄
衣
新
衣
ヲ一
、
内

外
清
浄
シ
テ
、
可
レ
修
レ
之
、
依
テ
定
処

如
レ
件
、
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八
　
神
道
外
院
遷
宮
祝

八
　
神
道
外
院
遷
宮
祝

灌
頂
遷
宮
祝　

定
広　
　
　

｣

外
題

唵
神
道
外
院
遷
宮
祝　
　
　

｣

内
題

　
　
　

先
通
再
秡　

再
拝
々
々

当-

時
キ
天-

地
チ
清-

浄
ク
、
於
是
ニ
某
国
厥
郡

移
シ
山-

田
カ-

原
ノ
宮
神
ノ
代
之
風
ヲ
、

此
所
ニ一
荘-

厳
イ二
都-

卒
内-

院　
、

奉
レ
始
二
天
メ
七-

代
ノ-

神
地
ニ
五-

代
ノ
神-

一一ヲヲ
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-

等
ヲ一
、
并
仁
ノ-

皇
ノ
諸
ノ
神-

等
チ
、
上
ハ

梵-

天
帝-

釈
、
下
ハ
琰
魔
法-

-

王
、
乃
至
内-

海
外-

海
神-

等
、
無
ク

レ
残
リ
奉
ルレ
成
三
遷-

宮
二
此
ノ
宝
ノ
宇

豆
ノ
広
前
ニ一
、
某
恐
見
畏
見
白
テ

言
ク
、
只-

今
マ
荘
ニ二
内
院
ノ一
而
、
奉
リレ
安
イ二

榊
於
御
神
躰
一
、
其
ノ
上
枝
ニ
ハ

掛
ケレ
鏡
ヲ
、
中
枝
ニ
ハ
掛
ケレ
釼
ヲ
、
下
枝
ニ
ハ

立
テ二
白-

弊
青-

弊
一
、
綿-

四-

手

掛-

帯
取-

粧
事
ト
、
是-

則
、
訶-

-

栗-

駄-

心
質ス
カ
タ、
自-

性
天-

然
ノ

神-

躰-

也
、
爰
ニ
奉
レ
備
二
神
飯
ヲ一
、

所
レ
献
御
酒
ヲ二
也
、
前
ニ
ハ
挙カ
ケ

レ
燎
、
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詠
シ二
和-

歌
一
、
奉
レ
始
二
御-

導-

師
一
、

受-

者
結-

縁-

輩
、
捧
ケ二
白
妙
ノ

御-

服
ヲ一
、
催
シ二
神-

感-

之-

興
一
、
諸
ノ

神-

等
定
テ
含
ミ二
歓-

喜-

咲
ヲ一
、
平
ク

平
シ
安
ク
安
サ
ン
、
先
ツ
此
ノ
喜
ハ
、
除
レ
遂
二

七
難
ヲ
於
神-

遂
ヤ
ラ
イ
ニ一
、
集
二
七-

福
ノ

於
神-

集
ニ一
、
受-

者
結-

縁
類タ
ク
イ

天-

地
ト
共
無
クレ
惹
、
常-

盤
堅

-

盤
、
守
レ
夜
守
レ
日
申
恐
見
、

　
　
　
　

夫
神-

者
、
一-

滴-

於
以-

天

　
　
　
　

四-

海-

仁
満-

和
、
一-

粒-

於
以-

天
五-
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-

嶽-

仁
、
等-

通
力-

在-

世－者
、
今

　
　

所-

乃
レ
献-

留
礼-

貴
、
軽
ル-

　
　

-

微-

雖-

毛
、
清-

浄
照
シ
納-

　
　

-

受
施
止二
諸
神
ノ
眷-

属
一

　
　

給
ヱ
、
所
ヲ-

在
ル
各
於者
如
久二
潮
乃

　
　

満
乃
一
、
如
久二
春-

乃-

雪
乃
一

　
　

消-

止
失-

給
江菟
啓-

須
、
再

　
　

拝
々
々
、

大
永
六
年
丙戌
五
月
十
七
日
菅
原
定
広

熱
田

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之
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【
解
題
】
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
等
八
通

　
熱
田
宮
神
道
灌
頂
の
輪
郭

こ
こ
に
紹
介
す
る
八
通
の
切
紙
は
、
熱
田
宮
へ
の
参
詣
の
大
事
（
秘
伝
）
を
は
じ
め
、

神
社
祭
祀
特
有
の
「
神し

目め

縄な
わ

」
や
「
酒
」、
さ
ら
に
は
神
道
灌
頂
の
前
段
階
で
修
せ
ら

れ
る
「
加
行
」
の
作
法
や
秘
説
の
伝
授
に
用
い
ら
れ
、
授
与
さ
れ
た
神
道
資
料
で
あ
る
。

そ
の
全
体
が
、
中
世
の
熱
田
宮
に
参
詣
す
る
こ
と
を
も
っ
て
神
祇
の
灌
頂
と
す
る
秘
伝

の
伝
授
を
目
的
と
し
た
も
の
と
判
断
し
、「
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
」
と
総
称
す
る
。

八
通
は
い
ず
れ
も
縦
一
六
・
二
～
四
㎝
、
お
よ
び
一
四
・
二
～
五
・
八
㎝
の
小
型
の

巻
子
本
（
軸
の
な
い
継
紙
）
か
ら
な
り
、
伝
授
の
時
期
は
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
と
六

年
（
一
五
二
六
）
の
二
度
に
わ
た
る
。
こ
の
う
ち
、
端
裏
に
朱
筆
で
「
八
通
之
内
」
と

書
か
れ
る
二
通
は
、
ど
ち
ら
も
大
永
六
年
の
記
を
持
つ
。
こ
の
「
八
通
」
が
調
査
を
行

っ
た
切
紙
の
点
数
と
一
致
す
る
こ
と
、
ま
た
奥
書
の
な
い
一
通
を
除
き
み
な
「
熱
田
」

の
「
良
泉
法
印
」
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
永
六
年
の
段
階
で
、

こ
れ
ら
八
通
を
一
具
と
す
る
現
行
の
形
を
整
え
、
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

熱
田
宮
は
、
神
仏
習
合
の
長
い
伝
統
を
有
し
、
神
宮
寺
を
中
心
に
、
天
台
真
言
の
諸

寺
院
を
構
え
て
、
社
僧
ら
が
仏
教
に
よ
る
神
祇
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
場
で
あ
っ
た
。
院

政
期
に
は
神
祇
の
講
式
と
し
て
は
最
古
の
『
熱
田
大
明
神
講
式
』（
高
野
山
金
剛
三
昧
院

蔵
）
が
成
立
し
、
鎌
倉
時
代
に
は
顕
密
仏
教
の
側
か
ら
熱
田
の
神
祇
の
秘
説
を
体
系
化

し
た
書
物
も
誕
生
す
る
。
そ
う
し
た
歴
史
を
背
景
と
し
て
、
熱
田
の
社
頭
と
全
国
の
霊

地
を
つ
な
ぐ
秘
伝
と
し
て
成
立
し
た
の
が
、『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』（
南
北
朝
時
代
写
、

大
須
観
音
真
福
寺
蔵
）
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
要
素
を
含
み
込
み
、
室
町
時
代
に
は
天
台

真
言
の
祖
師
に
託
し
て
熱
田
の
秘
説
を
体
系
化
し
た
『
熱
田
太
神
宮
秘
密
百
録
』
も
編

ま
れ
た1
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
神
道
灌
頂
の
儀
礼
を
介
し
て
神
道
の
流
派
が
誕
生
す
る
時

期
と
軌
を
一
に
し
、『
神
祇
秘
記
』（
十
六
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
成
立
、
大
須
観
音
真
福
寺
蔵
）

は
、
神
道
十
二
流
の
う
ち
の
一
つ
に
「
熱
田
素
戔
尾
流
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る2
。
菟
足
神
社
の
神
道
灌
頂
大
事
等
八
通
は
、
こ
の
「
熱
田
素
戔
尾
流
」
の
実
態
を
照

ら
し
出
す
可
能
性
を
秘
め
た
資
料
な
の
で
あ
る
。

試
み
に
、
こ
れ
ら
八
通
と
同
時
代
に
伝
授
さ
れ
た
、
熱
田
宮
の
神
道
資
料
を
尋
ね
て

み
る
と
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
資
料
に
、
密
蔵
院
（
春
日
井
市
、
一
時
、
熱
田
神
宮
寺
の
本

寺
と
な
っ
て
い
た
）
に
伝
わ
る
『
宗
廟
神
社
禝
神
事3
』
が
あ
る
。
本
資
料
は
、
大
永
三

（
一
五
二
三
）
年
二
月
に
、
熱
田
座
主
憲
信
か
ら
憲
宗
へ
伝
授
さ
れ
た
切
紙
（
縦
一
五
・

七
㎝
、
横
五
一
・
九
㎝
）
で
あ
る
。
内
容
は
、
宗
廟
神
と
社
禝
神
と
は
何
で
あ
る
の
か
を

仏
教
の
側
か
ら
説
明
す
る
秘
説
で
あ
る
が
、「
能
々
可
レ
智
ルレ
尋
二
明
師
一
者
」
と
記
し
た

上
で
、「
仍
開
檀
ノ
授
者
、
唯
授
二
一
人
一
大
事
也
」
と
し
て
、
壇
を
設
け
て
唯
一
人
に

伝
授
す
る
秘
説
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
神
道
灌
頂
の

儀
礼
を
介
し
て
授
与
さ
れ
た
切
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
と
き

伝
授
の
師
を
つ
と
め
た
憲
信
は
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
十
一
月
に
、
熱
田
宮
の

内
院
で
社
僧
が
勤
行
す
る
と
き
に
用
い
る
『
太
神
宮
内
院
法
則4
』
を
著
し
て
い
る
。
ま

た
、『
張
州
雑
志
』
巻
三
十
七
に
は
、
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
二
月
に
熱
田
（
如
法
院
）

の
座
主
で
あ
っ
た
権
大
僧
都
良
信
が
授
与
し
た
『
御
遷
宮
次
第5
』
と
、
永
禄
六
年
（
一

五
六
三
）
七
月
に
大
岸
憲
宗
が
良
信
に
授
与
し
た
『
熱
田
七
社
御
遷
宮
大
事6
』
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
両
書
に
見
え
る
良
信
が
同
じ
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
熱
田
の
座
主

を
つ
と
め
た
良
信
は
、
永
正
九
年
（
一
五
〇
九
）
に
真
福
寺
蔵
室
町
時
代
写
本
と
同
内

容
の
『
熱
田
講
式
』
を
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
、『
塩
尻
』
巻
九
十
一
に
抜
粋
さ
れ
た

本
文
か
ら
知
ら
れ
て
い
る7
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
、
菟
足
神
社
の
神
道
灌
頂
大
事
等
八
通
が
伝
授
さ
れ
た
当
時

に
、
熱
田
宮
に
お
い
て
、
座
主
が
自
ら
熱
田
宮
の
参
詣
作
法
や
遷
宮
次
第
、
さ
ら
に
は

縁
起
や
講
式
な
ど
の
儀
礼
を
積
極
的
に
整
え
、
秘
事
口
伝
を
体
系
化
し
伝
授
す
る
営
み

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
秘
事
口
伝
が
、
熱
田
の
社
僧
の
み
な
ら
ず
、

地
方
の
拠
点
と
な
る
神
社
の
神
主
に
も
授
け
ら
れ
、
展
開
し
た
消
息
を
示
す
の
が
、
菟

足
神
社
の
神
道
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
特
色
は
、
第
一
に
そ
れ
が
同
一
人
の
授

け
た
体
系
的
な
伝
授
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
熱
田
宮
の
縁
起
や
社
参
作
法
に
根
ざ
す
こ

と
、
第
三
に
同
時
代
に
集
中
的
な
展
開
が
想
定
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
八
通
が
み
な
「
熱
田
権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
」
を
伝
授
者

と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
神
道
灌
頂
の
際
、
伝
授
の
師
と
な
る
阿
闍
梨
が
自
ら
を
「
神
道

阿
闍
梨
」「
神
祇
阿
闍
梨
」「
両
部
阿
闍
梨
」「
神
道
密
教
兼
学
阿
闍
梨
」
な
ど
と
称
し

た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
権
大
二
僧
祇
」
と
い
う
称
号
は
、
寡
聞
に
し
て
他
に

例
を
知
ら
な
い
。
熱
田
独
自
の
称
号
で
あ
ろ
う
か
。
神
道
灌
頂
を
行
う
た
め
の
職
位
と

し
て
、「
権
大
僧
都
」
と
「
神
祇
」
を
組
み
合
わ
せ
作
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
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権
大
二
僧
祇
と
い
う
か
ら
に
は
、

権
大
一
僧
祇
、
権
大
三
僧
祇
と

い
っ
た
位
も
あ
っ
た
か
。
そ
う

し
た
称
号
が
、
大
永
三
年
か
ら

六
年
の
段
階
で
、
熱
田
宮
に
お

い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は

興
味
深
い
。

一
方
、
受
者
は
「
森
家
」

「
安
久
」「
菟
足
神
社
神
主
菅
原

宿
祢
定
広
」
の
三
名
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
「
森
家
」「
安
久
」

は
、
姓
で
は
な
く
名
で
あ
ろ
う
。

書
写
の
筆
跡
は
、
こ
れ
ら
三
名

に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
、

「
森
家
」「
安
久
」
の
切
紙
に
朱

筆
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
定
広
」
の
も
の
に
は
朱
に
よ

る
訓
の
書
き
入
れ
が
多
く
施
さ

れ
て
い
る
。
密
教
を
は
じ
め
神

道
の
伝
授
の
場
で
は
、
と
り
わ

け
訓
は
口
伝
と
し
て
重
ん
じ
ら

れ
、
特
に
朱
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
。「
定
広
」
の
伝
授
資
料
に
施
さ
れ
た
多
く
の
朱
筆

は
、
そ
う
し
た
伝
授
の
営
み
を
如
実
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。「
定
広
」
は
神
主
と
し

て
の
地
位
を
明
記
し
て
、
特
に
多
く
の
口
伝
を
授
か
っ
て
い
る
。
熱
田
の
神
道
伝
授
を

授
か
る
こ
と
で
、
菟
足
神
社
は
熱
田
流
の
儀
礼
作
法
を
伝
え
る
場
と
し
て
、
地
域
社
会

に
お
け
る
権
威
を
高
め
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
灌
頂
の
儀
礼
を
介
し
て
伝
授
さ
れ
た
秘
説
が
、
熱
田
宮
独
自
の
社

参
作
法
や
縁
起
、
秘
説
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
た
と
え
ば
、「
神

目
縄
大
事
」
で
は
、
法
楽
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
和
歌
（「
此
神
目
ハ
タ
カ
曳
シ
メ
ソ
尾
割

ナ
ル　

釼
ノ
宮
ノ
キ
ネ
カ
ナ
イ（
ウ
）シ
メ
」）
に
、
尾
張
国
熱
田
の
八
釼
宮
が
歌
い
込
ま
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。「
下
品
下
生
鳥
居
」
に

始
ま
る
参
詣
の
意
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
三
界
の
群
類
が
神
の
救
済
を
蒙
る
た
め
で
あ

り
正
路
に
赴
く
儀
で
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
は
、『
熱
田
講
式
』（
大
須
観
音
真
福
寺
蔵
）

第
三
段
廻
向
の
詞8
と
呼
応
し
て
い
る
。

『
熱
田
神
参
宮
大
事
』

先
ツ
下
―

品
下
生
鳥
―

居
ヨ
リ
可
レ
参
、
是
―

則
、
地
―

獄
餓
鬼
―

畜
―

生
三
悪
―

道
也
。
終
ニ
三
―

界
ノ

群
―

類
ハ
、
此
ノ
所
ニ
来
リ
集
テ
蒙
ラ
ン

二

神
ノ
冥
―

助
ヲ一
。
各
ノ
赴
ク二
正
―

路
ニ一
云
　

々
。
彼
ノ
渡
ルレ
橋
ヲ
時
キ
、

和
―

光
同
―

塵
ハ
結
―

縁
之
始
メ
、
八
―

相
成
―

道
ハ
利
―

物
之
終
ト
、
一
―

返
唱
へ
―

去
テ
、

　

　

ト
唱
テ
鳥
―

居
ニ
入
ル
。
西
ニ
―

向
、
念
―

仏
ヲ
始
テ
百
卅
六
返
申
テ
、
東
ヘ
向
イ
六
―

所
ヲ
―

念
ス
口
伝
。

至
テ二
海
―

蔵
門
ニ一
護
身
法
、
則
チ
都
―

卒
内
―

院
ニ
入
ト
可
レ
視
。

『
熱
田
講
式
』

故
称
二
都
卒
内
院
一
、
豈
九
所
鳥
居
者
非
二
九
品
浄
土
一
哉
、
終
一
切
衆
生
者
、
悉
渡
二
裁
談（

断
）

橋
一
、
於
二
下
品
下
生
一
鳥
居
来
集
、
而
ニ
蒙
二
神
之
冥
助
一
、
各
赴
二
正
路
一
已上
。

裁
断
橋
を
渡
る
と
き
に
唱
え
る
「
和
光
同
塵
結
縁
始
」
の
偈
（
点
線
部
）
も
、『
熱
田

講
式
』
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
神
仏
習
合
の
神
の
救
済
を
象

徴
す
る
偈
文
で
あ
っ
た
。

『
熱
田
講
式
』

和
光
同
塵
結
縁
始
、
八
相
成
道
利
物
終
、
帰
命
頂
礼
天
照
太
神
宮
王
子
眷

属
二
返

こ
の
よ
う
に
し
て
、
裁
断
橋
を
渡
り
、
鳥
居
の
も
と
に
集
い
、
熱
田
宮
の
外
院
か
ら

内
院
へ
と
参
る
と
き
、
そ
の
境
界
を
成
す
門
が
「
海
蔵
門
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
内

院
に
入
る
儀
は
、「
都
卒
内
院
」
に
入
る
の
と
同
義
で
あ
る
。
そ
の
社
前
に
参
り
、
御

秡
え
を
受
け
て
祈
願
す
る
作
法
は
、『
熱
田
太
神
宮
秘
密
百
録
』（
以
下
『
秘
密
百
録
』

と
略
称9
）
に
「
社
参
次
第
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
作
法
と
共
通
す
る
。

『
熱
田
神
参
宮
大
事
』

御ミ

前マ
ヘ
ニ
参
テ
御
―

秡
如
レ
常
。
可
レ
祈
ル二
現
ヲ一
在
一
。

１　
八
通
（
巻
）
の
神
道
切
紙
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西
ヨ
リ
廻
テ
御
―

殿
ノ
後
ロ
、
当
テ二
正
―

面
―

間
ニ一
テ
、
南
ニ
―

向
ヒ
、
挙
二
天
ツ
祝
ヲ一
口
伝
、
可
レ
祈
二
二
世

悉
地
ヲ一
。

次
ニ
、
御
―

墓
ニ
テ
天
ツ
祝
口
伝
。
次
、
向
テ二
戌
―

亥
ニ一
、
天
神
七
代
ヲ
可
シ二
祈
―

念
ス一
。

『
秘
密
百
録
』

扨
宝
殿
ニ
奉
テレ
向
ヒ
、
正
面
ニ
テ
法
味
ヲ
可
レ
捧
也
、

次
西
ノ
廻
テ
御
殿
ノ
後
ニ
テ
正
面
ニ
当
リ
タ
ル
門
ヲ
計
イ
テ
、
南
向
ニ
シ
テ
祈
念
可
レ
申
、
神
ハ
御
誓
御
座

ス
故
、
北
向
ニ
御
座
ス
也
、

次
ニ
、
御
殿
ヨ
リ
北
戌〔
戌
亥
〕宛
ニ
寄
テ
、
御
墓
一
有
リ
、
合
二
、
一
ハ
天
神
七
代
ノ
御
有
処
ト
云
説
ナ

リ
、
一
ハ
出
雲
ノ
国
氷
ノ
河
ニ
テ
、
素
盞
嗚
尊
切
給
ヒ
シ
大
蛇
ノ
御
舎
利
ヲ
埋
メ
給
御
塚
ト
モ
云
也
、

此
五
輪
ニ
付
テ
多
ク
異
説
有
、
誠
ヲ
書
顕
事
不
レ
可
レ
有
、
口
伝
可
ナレ
リ
有
、

ま
た
、
楠
、
松
、
梅
の
霊
木
を
春
日
、
鴨
、
平
野
の
神
と
し
て
祈
念
す
る
作
法
も
、

『
秘
密
百
録
』「
社
参
次
第
」
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

『
熱
田
神
参
宮
大
事
』

次
ニ
楠
ノ
御
前
ニ
テ
、
春
日
明
神
、
同
如
意
宝
珠
ヲ
祈
―

念
ス
。

次
ニ
、
一
―

松
ニ
テ
鴨
明
神
ト
祈
―

念
シ
、

次
ニ
、
梅
宮
ニ
テ
平
野
明
神
祈
―

念
シ
テ
、

『
秘
密
百
録
』

一�

、
社
参
次
第
、
先
海
蔵
門
ヨ
リ
可
レ
参
、
四
面
八
町
内〔
ニ
ス
ク
〕ニ
シ
テ
、
諸
木
可
レ
有
二
八
十

八
一
本
也
、
八
十
八
社
神
也
、
一
番

字
ヲ
八
十
八
返
唱
テ
可
二
法
楽
ス二
、
次
霊鴨
イ

木
三
本
在

レ
之
、

一
ハ
西
ノ
方
屋
ノ
前
ニ
松
有
、
鴨
春
日
イ

大
明
神
、

一
ハ
楠
ノ
木
御
前
、
春
日
大
明
神
也
、

一
ハ
海
蔵
門
東
方
脇
ノ
梅
木
ア
リ
、
松交
野
イ尾
ノ
大
明
神
也
、
礼
拝
テ
可
レ
申10
、

こ
れ
ら
の
祈
念
を
経
て
、『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
は
、
下
向
の
時
に
神
宮
寺
へ
参
り
、

「
七
寺
詣
」
の
祈
念
を
捧
げ
て
「
大
福
田
」
に
寿
福
を
祈
る
作
法
を
説
く
。
神
宮
寺
の

参
拝
作
法
と
し
て
の
「
七
寺
詣
」
の
神
話
的
起
源
に
つ
い
て
、『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』

や
『
秘
密
百
録
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』

神
宮
寺
ニ
七
寺
詣
テ
ト
云
者
、
大
明
神
七
度
天
降
給
立
給
ヘ
ル
寺
也
、
七
度
皆
薬
師
仏
ト

現
シ
給
フ
、
然
則
七
仏
薬
師
ト
号
ス
、

『
秘
密
百
録
』（
熱
田
太
神
宮
御
縁
起
秘
伝
百
録
第
下
巻
）

太
明
神
先
世
ニ
此
処
ニ
七
度
天
降
リ
、
寺
ヲ
立
給
ヒ
、
七
仏
薬
師
也
、
今
ノ
神
宮
寺
是
ナ
リ
、
当

社
ニ
正
月
一
日
七
寺
詣
ト
云
ハ
此
寺
参
ノ
謂
ナ
リ
。

「
大
福
田
」
は
、
中
世
に
は
神
宮
寺
に
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
熱
田
宮
古
絵
図
（
写
真

2
）
に
は
、
神
宮
寺
の
堂
内
に
、
本
尊
薬
師
（
中
央
）、
大
黒
天
（
右
）
と
並
ん
で
大
福

田
の
社
（
左
）
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る11
。

『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
は
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
「
旧
記
」
は
「
人
説
」
に
非
ず
と
し

て
、「
弘
法
（
興
法
）
利
生
」
の
た
め
に
九
穴
を
顕
し
、「
金
亀
」
か
ら
尾
張
清き
よ

稲し
ね

が
授

か
っ
て
以
来
、
熱
田
宮
に
秘
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。

そ
う
し
た
秘
説
の
根
ざ
す
拠
り
所
も
、
中
世
熱
田
宮
の
縁
起
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
清

稲
以
来
の
秘
伝
と
し
て
継
承
さ
れ
た
「
旧
記
」
と
の
表
現
は
、『
尾
張
国
熱
田
大
神
宮

縁
起12
』
が
「
神
宮
ノ
別
当
正
六
位
上
尾
張
ノ
連ジ

清
稲
」
の
古
記
を
も
と
に
寛
平
二
年
に

献
上
さ
れ
た
と
の
由
緒
を
持
つ
こ
と
に
通
じ
る
。
縁
起
や
秘
説
の
継
承
者
と
し
て
の
清

稲
の
役
割
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。『
秘
密
百
録
』
に
は
、「
権
宮
司
清
稲
」

が
、
弘
法
大
師
と
伝
教
大
師
の
両
祖
師
を
舞
殿
に
請
じ
て
七
日
問
答
し
、
あ
る
い
は
神

明
の
奇
瑞
を
受
け
て
熱
田
を
中
心
と
す
る
世
界
観
を
伝
え
る
伝
達
者
と
し
て
の
役
割
も

見
る
こ
と
が
で
き
る13
。
ま
た
「
九
穴
」
や
「
金
亀
」
と
は
、『
熱
田
講
式
』（
第
三
段
廻

向
）
に
熱
田
宮
を
「
九
穴
金
亀
住
所
」
と
説
く
こ
と
を
は
じ
め
、『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』

『
秘
密
百
録
』『
熱
田
の
深
秘
』
に
お
い
て14
、
八
葉
九
尊
の
蓮
台
に
住
ま
い
宮
を
金
亀
の

上
に
構
え
、
地
底
を
通
る
八
穴
を
通
じ
て
冨
士
山
の
人
穴
や
伊
勢
大
神
宮
、
高
野
奥
の

院
、
白
山
山
頂
や
諏
訪
の
南
宮
、
天
竺
の
無
熱
池
と
結
ば
れ
た
、
熱
田
大
明
神
の
世
界

像
を
象
徴
す
る
鍵キ
ー
ワ
ー
ド語
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
を
含
む
菟
足
神
社
の
八
通
の
伝
授
資
料
の
持
つ
特

色
と
し
て
、
更
に
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
八
通
と
同
時
代
の
熱
田
宮
と
関
わ
る
伝
授
資

料
を
相
互
に
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
が
よ
り
大
き
な
儀
礼
の
体
系
を
示
唆
す
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る
こ
と
に
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
じ
大
永
三
年
の
記
を
も
つ
伝
授
資
料
に
、
座

主
憲
信
に
よ
る
『
宗
廟
神
社
禝
神
事
』（
密
厳
院
文
書
、
後
掲
参
考
資
料
①
）、
お
よ
び

『
張
州
雑
志
』（
巻
三
十
七
）
に
収
録
さ
れ
る
、『
御
遷
宮
次
第
』
が
あ
る
（
参
考
資
料
②
）。

こ
の
う
ち
、
座
主
良
信
の
名
を
記
す
『
御
遷
宮
次
第
』
は
、
菟
足
神
社
の
八
通
の
う
ち

『
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第
』
の
作
法
を
考
え
る
上
で
、
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。

『
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第
』
は
、
神
道
灌
頂
の
前
段
階
で
行
わ
れ
る
加
行
の
作
法
と

し
て
、
ま
ず
「
浄
所
」
を
構
え
、
そ
こ
に
「
於
波
計
（
オ
ハ
ケ
）」
を
立
て
て15
、
毎
日

三
度
の
神
水
と
、
洗
米
と
御
酒
を
供
え
、「
三
時
法
楽
」
に
御
秡
祝の
り
と、
岩
戸
神
楽
、
天

津
祝
、
読
経
等
を
行
い
、「
三
神
法
楽
」
の
の
ち
「
在
所
鎮
守
法
楽
」
を
行
う
次
第
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
第
は
、『
御
遷
宮
之
次
第
』
に
お
い
て
、
最
初
に
「
精
進
屋
」 

を
構
え
て
「
遠
波
計
（
オ
ハ
ケ
）」
を
立
て
、「
秡
師
」
を
定
め
て
、
毎
日
三
度
新
た
に

洗
米
し
御
酒
を
捧
げ
、
祓
え
の
の
ち
、
法
施
を
奉
る
と
い
う
、
遷
宮
の
前
の
加
行
作
法

と
共
通
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
神
道
灌
頂
の
加
行
を
行
う
「
浄
所
」
が
、「
精
進
屋
」
に
あ
た
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
両
者
の
呼
応
は
、
加
行
を
経
て
灌
頂
壇
に
諸
神
を
勧
請

し
灌
頂
儀
礼
を
行
う
に
際
し
て
営
ま
れ
る
諸
神
勧
請
の
次
第
が
、『
御
遷
宮
之
次
第
』

に
お
け
る
神
体
の
移
座
（
つ
ま
り
神
の
勧
請
）
の
作
法
を
踏
ま
え
、
そ
れ
に
則
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

菟
足
神
社
の
八
通
の
う
ち
、
そ
う
し
た
神
躰
の
移
座
と
関
わ
る
の
が
、「
神
道
外
院

遷
宮
祝
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、「
山
―

田
カ
―

原
ノ
宮
神
ノ
代
之
風
ヲ
」
つ
ま
り
伊
勢
の

外
宮
の
風
儀
を
伝
え
る
灌
頂
の
道
場
に
、「
都
卒
内
院
」
で
あ
る
熱
田
宮
を
荘
厳
し
、

天
照
大
明
神
を
は
じ
め
諸
神
を
残
り
無
く
遷
し
て
、
御
榊
に
神
躰
を
安
置
し
、
神
飯
を

供
え
御
酒
を
献
じ
、
燎に
わ
びを
挙
げ
て
和
歌
を
詠
ず
る
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

同
じ
八
通
の
う
ち
に
『
神
祇
灌
頂
酒
印
信
』
が
含
ま
れ
、
和
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
も
関
わ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
作
法
を
経
て
、
熱
田
宮
の
内
院
を
荘
厳
し
、
熱
田
神
と

伊
勢
の
神
々
を
は
じ
め
諸
神
が
集
う
宝
前
で
、
岩
戸
神
楽
を
行
い
、
法
楽
を
捧
げ
て
灌

頂
儀
礼
を
執
り
行
い
、
御
導
師
を
は
じ
め
結
縁
の
受
者
の
集
う
神
道
灌
頂
の
空
間
が
、

熱
田
宮
の
外
院
と
し
て
形
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
が
、
熱
田
周
辺
の
顕
密
寺
院
か
ら
離
れ
、
例
え
ば
菟
足
神
社
の
よ
う

な
地
方
で
営
ま
れ
た
も
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
熱
田
内
院
に
座
す
神
々
を

２　神宮寺と大福田社
熱田宮古絵図のうち、神宮寺の部分。
堂内中央に本尊（薬師）、右に大黒天、
左に大福田社が示されている。
（画像提供：熱田神宮）
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灌
頂
壇
に
移
座
す
れ
ば
、
熱
田
宮
と
地
方
の
神
社
は
内
院
と
外
院
の
関
係
に
お
い
て
結

ば
れ
、
一
体
の
儀
礼
空
間
が
具
現
す
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
場
を
介
し
、
熱
田
の
秘
説

の
伝
授
相
承
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
と
察
せ
ら
れ
る
時
期
が
、
大
永
三
年
か
ら
六
年
の
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
菟
足
神
社
の
熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
八
通
は
、
中
世
熱
田
宮
の
縁

起
や
社
参
作
法
の
秘
説
に
根
ざ
し
、
神
道
灌
頂
と
い
う
伝
授
を
介
し
て
地
方
へ
伝
播
す

る
様
相
を
如
実
に
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
熱
田
宮
座
主
の
も
と
で
縁
起
説

や
法
則
、
神
道
灌
頂
を
含
む
儀
礼
体
系
が
整
え
ら
れ
、
伝
授
を
介
し
地
域
社
会
へ
と
浸

透
し
て
い
く
様
相
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
お
い
て
意
義
深
い
。
以
下
に
、

八
通
の
書
誌
を
古
い
順
に
列
記
し
、
備
考
に
関
連
す
る
資
料
を
注
記
す
る
。
な
お
、
八

通
の
う
ち
五
通
に
は
、
書
名
や
署
名
に
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る16
。�

（
阿
部
美
香
）

注1　
阿
部
泰
郎
「
熱
田
宮
の
縁
起
―
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
縁
起
語
り
か
ら
」（『
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』
六
三
巻
一
二
号
、
一
九
九
八
年
）、
同
「
中
世
熱
田
宮
の
宗
教
世
界
―
熱
田
を
め
ぐ

る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
相
」（『
中
世
日
本
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
体
系
』
二
〇
一
三
年
、
初
出
は
、

『
神
道
史
研
究
』
五
八
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）。
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
日
本
紀

集
』
真
福
寺
善
本
叢
刊
七
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）、
阿
部
泰
郎
解
題
参
照
。

2　
六
四
乙
箱
八
号
。
大
東
敬
明
氏
、
伊
藤
聡
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

3　
「
宗
廟
神
社
禝
神
事
」
は
、『
愛
知
県
史　

資
料
編
一
〇　

中
世
三
』（
資
料
番
号
九
六
九
）、

熱
田
神
宮
宮
庁
編
『
熱
田
神
宮
文
書　

熱
田
社
僧
関
係
文
書
』（
二
〇
一
七
年
）
に
「
宗
廟

神
社
禝
神
事
ノ
覚
書
」
と
し
て
収
録
、
同
解
題
参
照
。

4　
前
掲
注
3
『
熱
田
神
宮
文
書　

熱
田
社
僧
関
係
文
書
』
に
収
録
、
同
解
題
参
照
。

5　
愛
知
県
郷
土
資
料
刊
行
会
『
張
州
雑
志
』
第
四
（
一
九
七
五
年
）
所
収
。
翻
刻
は
、
熱
田
神

宮
宮
庁
『
熱
田
神
宮
史
料　

造
営
遷
宮
編
』
上
巻
（
一
九
八
〇
年
）、
前
掲
注
3
『
愛
知
県

史
』（
資
料
番
号
九
七
〇
）
に
所
収
。

6　
前
掲
注
5
『
熱
田
神
宮
史
料　

造
営
遷
宮
編
』
に
収
録
、
同
解
題
参
照
。

7　
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系　

神
社
編
十
九　

熱
田
』（
一
九
九
〇
年
）
所
収
、「
熱
田
講

式
」
解
説
参
照
。

8　
引
用
本
文
は
、
前
掲
注
1
『
中
世
日
本
紀
集
』
に
拠
る
。

9　
引
用
本
文
は
、
熱
田
神
宮
宮
庁
『
熱
田
神
宮
史
料　

縁
起
由
緒
編
』（
二
〇
〇
二
年
）
に
拠

る
。

10　
そ
の
一
方
で
、
八
十
八
本
の
霊
木
お
よ
び
楠
、
梅
、
松
に
つ
い
て
、「
熱
田
太
神
宮
御
縁
起

秘
伝
百
録
第
下
巻
」
に
、「
一
夜
ノ
中
ニ
八
十
八
本
ノ
霊
木
漏
出
ス
、
諸
神
遊
行
ノ
木
也
、
大
宮
ノ

御
前
ニ
椎
本
ハ
、
天
神
七
代
地
神
五
代
ノ
表
木
也
、
此
木
ノ
本
ニ
シ
テ
二
季
ノ
御
祭
在
レ
之
」「
当
社

之
中
之
木
ニ
、
楠
之
木
ハ
賀
茂
大
明
神
木
也
、
右
之
上
中
門
之
脇
之
松
ハ
春
日
大
明
神
木
也
、

毎（
海
）水
門
之
脇〔
ノ
梅
脱
〕ハ
平
野
大
明
神
之
木
也
」（
前
掲
注
9
『
熱
田
神
宮
史
料　

縁
起
由
緒
編
』 

五
七
、
五
九
頁
）
と
の
説
も
記
し
て
い
る
。

11　
七
寺
詣
は
、
毎
年
正
月
一
日
に
行
わ
れ
た
熱
田
宮
の
年
中
行
事
と
し
て
『
熱
田
雑
記
』
巻
三

木
津
山
神
宮
寺
記
聞
（『
熱
田
神
宮
史
料　

縁
起
由
緒
続
編
二
』（
二
〇
〇
九
年
））
に
は
、

七
所
を
「
大
宮
、
薬
師
、
神
宮
寺
、
西
三
昧
堂
、
帝
釈
天
祠
、
東
三
昧
堂
、
政
宮
」
と
記
す
。

ま
た
『
熱
田
神
社
問
答
雑
録
』（
前
掲
注
7
『
神
道
大
系　

神
社
編
十
九　

熱
田
』）
に
は
、

「
神
宮
寺
」
の
頭
注
と
し
て
、「
宮
寺
正
月
元
日
古
へ
七
所
ノ
拝
ト
テ
、
神
宮
寺
ト
帝
釈
天
ト

西
ノ
小
塚
ト
弁
才
天
ト
小コ

塚ヅ
カ

ト
、
大
喜
ノ
大
日
ヲ
拝
シ
テ
大
宮
ヲ
遙
拝
セ
シ
、
コ
レ
供
僧
家

ノ
コ
ト
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。

12　
尾
崎
知
光
「
尾
張
国
熱
田
太
神
宮
縁
起
に
つ
い
て
」（『
説
林
』
一
五
号
、
一
九
六
七
年
）、

阿
部
泰
郎
「〝
日
本
紀
〟
と
い
う
運
動
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』（
六
三
巻
三
号
、
一
九
九

九
年
）。

13　
前
掲
注
9
『
熱
田
神
宮
史
料　

縁
起
由
緒
編
』
四
〇
～
四
五
頁
。

14　
い
ず
れ
も
前
掲
注
9
『
熱
田
神
宮
史
料　

縁
起
由
緒
編
』、
お
よ
び
注
7
『
神
道
大
系　

神

社
編
十
九　

熱
田
』
に
収
録
。

15　
霊
地
参
詣
の
作
法
と
し
て
精
進
屋
に
オ
ハ
ケ
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
水
谷
類
「
霊
地
参

詣
の
オ
ハ
ケ
―
精
進
儀
礼
の
見
直
し
か
ら
」（
西
海
賢
二
編
『
山
岳
信
仰
と
村
落
社
会
』
岩

田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
神
道
灌
頂
の
作
法
に
も
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
興
味
深
い
。

16　
朱
印
に
は
、
次
の
二
種
類
が
あ
る
。

ロ
印
　
朱
方
角
陽
印
（
奥
書
の
定
広
署
名
に
押
す
）

イ
印
　
朱
角
陰
印
（
首
尾
に
押
す
）
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熱
田
宮
神
道
灌
頂
大
事
八
通
を
朱
印
の
有
無
に
よ
り
区
分
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
印
記
の
無
い
も
の
。

　
『
譲
神
代
事
』『
神
目
縄
大
事
』『
神
道
外
院
遷
宮
祝
』
の
三
通
。

○�

イ
印
を
端
裏
外
題
上
、
そ
の
下
の
署
名
、
内
題
上
、
末
尾
の
識
語
下
、
ロ
印
を
奥
書
定
広
署

名
に
押
す
も
の
。

　
『
熱
田
神
参
宮
大
事
』

○
イ
印
を
、
端
裏
外
題
上
、
そ
の
下
の
署
名
、
内
題
上
に
押
す
も
の
。

　
『
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第
』（
奥
書
欠
か
）

○
イ
印
を
、
内
題
上
、
末
尾
の
識
語
下
、
ロ
印
を
奥
書
定
広
署
名
に
押
す
も
の
。

　
『
神
祇
灌
頂
酒
印
信
』『
仏
神
異
之
名
事
』『
胎
内
五
位
大
事
』

〔
参
考
資
料
①
〕宗
廟
神
社
禝
神
事
（
密
厳
院
文
書
、『
熱
田
神
宮
文
書
　
熱
田
社
僧
関
係
文
書
』）

（
裏
書
）「
宗
廟　
　
　
　

憲
信
」

宗
廟
神
社
禝
神
事

右
、
宗
廟
者
、
仏
神
仮
現
二
王
孫
ト一
、
利
シ二
衆
生
ヲ一
給
フ
、
名
レ
之
曰
ス二
性
徳
神
ト一
、
社
禝
者
、
始
二
臣

下
ヲ一
其
外
之
衆
生
、
依
リレ
行
ニ
随
ヒレ
願
ニ
、
其
精
極
為
ス二
慮
相
ヲ一
、
名
レ
之
曰
二
修
徳
神
ト一
、
其
神
云
者

無
レ
形
、
亦
依
レ
顕
二
威
徳
ヲ一
、
賢
哲
モ
無
カ二
見
事
一
故
、
就
レ
迷
レ
之
安
レ
之
、
四
時
ｚ
テ二
寒
暑
ヲ一
、
化�

レ
物
ニ
是
ノ
懸
レ
眼
ヲ二
一
陰
一
陽
ニ一
窺
レ
天
鑑
テレ
地
ヲ
、
蓋
庸
愚
モ
不
レ
識
二
其
端
ヲ一
哉
、
口
決
曰
、
称
神
曰
二

金
剛
正
躰
ト一
如
何
者
、
无
レ
始
无
レ
終
、
常
住
不
変
、
打
ト
モ
不
レ
砕
、
火
ニ
モ
不
レ
焼
、
水
ニ
モ
不
レ
埋
、

自
由
自
在
シ
テ
住
二
法
界
内
院
ニ一
至
於
レ
之
者
、
无
レ
邪
モ
正
モ
、
只
知
与
不
レ
知
也
、
能
々
可
レ
智
ル�

レ
尋
二
明
師
一
者
也
、
仍
開
檀
ノ
授
者
唯
授
二
一
人
一
大
事
也
、
穴
賢
々
々

　

大
永
三
天　

二
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

授
与
憲
宗

〔
参
考
資
料
②
〕
御
遷
宮
之
次
第
（『
張
州
雑
志
』
三
十
七
巻
所
収
）

御
遷
宮
之
次
第

　

新
祝
―
詞

　
　
　
　

口
―
伝
在
レ
之

　

新
宣
―

命

先
ツ
構
二
精
―

進
屋
ヲ一
、
撰
二
―

定
吉
―

日
ヲ一
前
七
―

箇
日
遠
―

波―
計―
於―
多―
天―
、
役
―

者
ノ
分
悉
ク
令
二
参
―�

籠
一
、
定
二
秡
―

師
ヲ一
毎
―

日
三
―

度
捧
二
新
ニ
御
―

酒
ヲ一
献
二
華
―
米
ヲ一
、
御
―
秡
如
レ
常
、
同
総
衆
挙奉
イ

二
法
―

施
ヲ一
主
―

人
檀
方
在
所
可
レ
奉
レ
祈
二
息
災
ヲ一
者
―
也
、

一
、
至
テニ
時
―

日
一
自
二
仮
―

殿
一
神
―

灰
ノ
道
本
―

社
迄
良埒
―

知
於
由結
―

以
、
其
―
内
仁
安荒
―

良
今薦
―

武
於
之敷
―

喜
、
其
―
上
仁
敷
レ
布
、
其
―
上
仁
敷
レ
絹
、
神
―

躰
道
可
レ
奉
二
武モ
―

利リ
一
也
、

以
レ
夜
可
レ
用
時
ニ
、
宝
前
焼
キレ
燎
ヲ
、
湯ユ
―

太タ
―

天テ

在
レ
之
、

一
、
奉
レ
備
二
供
―

御
ヲ一
、
則
総
―

礼
神
―

楽
在
レ
之
、

一
、
明
―

日
供
―

御
同
―

前
、
随
二
在
―

所
一
依
レ
社
祭
祀
大
―

法
―

会
可
レ
尽
レ
之
、

右
、
秡
―

師
若
シ
為
ラ二
ハ
社
―

僧
一
者
、
法
―

衣
ノ
上
ニ
着
二
明
―

衣
ヲ一
、
為
レ
冠
ト二
八
―

葉
ノ
蓮
―

華
ヲ一
覆
レ
面
ヲ

之
、

太
宇
津
如
レ
常
、
此
―

時
役
―

者
以イ

門ツ

礼レ
―

毛モ

一
―

種
津ツ
―

々ヽ
可
レ
勤
レ
之
者
也
、
大
概
如
レ
此
仁
候
、
克

―
々
可
二
口
―

伝
一
者
也
、
千
―
金
莫
―

伝
、
唯
―

授
一
―

人
一
、
穴
―
賢
々
々
、

　

大
永
三
天
癸
　

未
二
月
吉
日
、

　
　
　
　

尾
州　

蓬
莱
座山
イ

主　

権
大
僧
都
良
信

【
書　
　
誌
】

一
　『
譲
神
代
事
』

【
書
名
】
端
裏
外
題
「
譲
神
代
事　
　

森
家
」

　
　
　

 

内
題
「
天
神
七
代
」

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
二
紙
）

【
法
量
】
一
五
・
八
㎝
×
五
六
・
二
㎝

【
書
写
】
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界

【
奥
書
】
大
永
三
年
癸未
卯
月
日
森
家

　
　
　

 

熱
田

　
　
　

 

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之

【
備
考
】�
天
神
七
代
地
神
五
代
の
神
の
系
譜
に
、
天
照
大
神
の
兄
弟
の
次
第
を
示
す
。

こ
れ
ら
は
、
灌
頂
道
場
に
必
ず
勧
請
さ
れ
る
神
々
で
あ
る
。
特
に
中
世
の

熱
田
は
、
伊
勢
や
熊
野
と
「
一
躰
分
身
」（『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』）
の
関
係

に
あ
っ
た
。
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二　
『
神
目
縄
大
事
』

【
書
名
】
端
裏
外
題
「
神
目
之
大
事
中　

安
久
」

　
　
　

 
内
題
「（
唵
）
神
目
縄
大
事
」

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
二
紙
）

【
法
量
】
一
四
・
二
㎝
×
五
三
・
〇
㎝

【
書
写
】
大
永
三
年
（
一
五
二
三
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
、
墨
（
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
熱
田

　
　
　

 

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之

　
　
　

 

大
永
三
年
癸未
卯
月
吉
日
安
久

【
備
考
】�

注
連
縄
を
曳
く
と
き
の
作
法
を
説
く
大
事
。
法
楽
の
和
歌
を
載
せ
、
急
急

如
律
令
を
誦
す
意
義
を
示
す
。『
日
本
紀
三
輪
流
』（
大
須
観
音
真
福
寺
蔵
、

天
文
十
七
年
《
一
五
四
八
》
写
、
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
日
本
紀
集
』
臨

川
書
店
、
一
九
九
九
年
、
四
八
一
頁
）
に
は
「
三
重
三　

尻リ

出
縄
様
口
伝　

大
師
撰
」
と
し
て
、
注
連
縄
を
曳
く
作
法
と
と
も
に
、
急
急
如
律
令
を
誦

す
意
義
が
説
か
れ
る
が
、
注
連
縄
を
曳
く
時
の
対
象
は
異
な
る
。
熱
田
独

自
の
注
連
縄
の
大
事
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三　
『
神
祇
灌
頂
酒
印
信
』

【
書
名
】
内
題
「
神
祇
灌
頂
酒
印
信
」（
イ
印
）

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
三
紙
）

【
法
量
】
一
六
・
三
㎝
×
六
二
・
五
㎝

【
書
写
】
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
。
朱
（
返
点
、
片
仮
名
訓
、
連
読
点
）、
墨
（
返
点
、
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
大
永
六
年
丙戌
卯
月
念
一
日
（
イ
印
）

　
　
　

 

三
州
莵
足
神
主
菅
原
宿
祢
定
広
許
之
（
ロ
印
）

【
備
考
】�

包
紙
あ
り
。『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
と
あ
わ
せ
二
巻
を
包
む
。「
大
永
菅
原
定

弘　

神
道
灌
頂
」
と
朱
書
あ
り
。
近
代
の
も
の
か
。

　
　
　

 �

神
祇
灌
頂
の
場
で
、
諸
神
に
捧
げ
る
酒
の
大
事
を
示
す
印
信
。
和
歌
を
掲

げ
、
神
飯
と
神
水
（
酒
）
を
捧
げ
る
た
め
の
供
具
で
あ
る
箸
、
酒
、
瓶
を

三
種
の
神
器
（
釼
、
内
侍
所
、
神
璽
）
に
あ
て
、
秘
説
を
示
す
。

四　
『
仏
神
異
名
之
事
』

【
書
名
】
内
題
「
仏
神
異
名
之
事
」（
イ
印
）

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
二
紙
）

【
法
量
】
一
五
・
〇
㎝
×
七
九
・
六
㎝

【
書
写
】
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
。
墨
（
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
大
永
六
年
丙戌
卯
月
念
六
□（
日
）（

イ
印
）

　
　
　

 

熱
田

　
　
　

 

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之
（
ロ
印
）

【
備
考
】�

神
と
仏
に
関
わ
る
用
語
は
、
名
前
を
異
に
し
な
が
ら
本
質
は
一
つ
で
あ
る

と
す
る
秘
説
。
こ
の
よ
う
な
教
義
的
解
釈
は
、
例
え
ば
『
神
道
集
』（
南
北

朝
時
代
）「
第
二
十
六　

御
神
楽
事
」
の
説
く
以
下
の
問
答
に
通
じ
る
。

問
、
仏
界
神
道
其
儀
式
別
ナ
ル
似ニ
リ

云
共
、
実
一
同
得
心
、
何
以
得
心
合
ヤ
、
答
、

神
ニ
ハ
宝
殿
、
仏
ニ
ハ
御
堂
、
神
ニ
ハ
再
拝
、
仏
ニ
ハ
三
礼
、
神
ニ
ハ
氷
（
垢
離
）、
仏
ニ
ハ
行
水
、

神
ニ
ハ
鈴
、
仏
ニ
ハ
鈴レ
イ

、
神
ニ
ハ
懸
帯
、
仏
ニ
ハ
袈
裟
、
神
ニ
ハ
唐
裳
、
仏
ニ
ハ
衣
、
神

ニ
ハ
唐
衣
、
仏
ニ
ハ
服
衣
等
ナ
リ
、
神
ニ
ハ
百
日
千
日
七
日
五
日
三
日
精
進
、
仏
ニ
ハ

三
年
千
日
山
籠
、
神
ニ
ハ
八
町
七
五
三
、
仏
ニ
ハ
如
法
経
競
縄
、
亦
五
智
五
色
五

大
ノ々
縄
、
神
ニ
ハ
幣
帛
、
仏
ニ
ハ
幡
蓋
、
神
ニ
ハ
勝
雄
木
手
向
草
、
仏
ニ
ハ
三
宝
供

養
ノ
布
施
、
神
ニ
ハ
大
小
ノ
祓
、
仏
ニ
ハ
事
理
懺
悔
、
神
ニ
ハ
御
祭
、
仏
ニ
ハ
大
法
会
、

神
ニ
ハ
八
人
女
、
仏
ニ
ハ
八
供
、
神
ニ
ハ
五
人
神
楽
男
、
仏
ニ
ハ
五
智
天
童
、
如
此

得
レ
心
、
只
神
明
ノ
級
ハ
、
衆
生
誘
テ
仏
道
ニ
引
入
儀
式
ナ
リ
、（
以
下
略
）

五　
『
熱
田
神
参
宮
大
事
』

【
書
名
】
端
裏
外
題
「
神
参
宮
大
事〔
中
〕　
　

菅
原
宿
祢
定
広
」（
上
下
に
イ
印
）
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内
題
「（
唵
）
熱
田
神
参
宮
大
事
」（
イ
印
）

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
三
紙
）

【
法
量
】
一
六
・
四
㎝
×
八
七
・
三
㎝

【
書
写
】
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
。
朱
（
返
点
、
片
仮
名
訓
、
連
読
点
）、
墨
（
返
点
、
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
大
永
六
年
丙戌
卯
月
廿
二
日
（
イ
印
）

　
　
　

 

三
州
莵
足
神
主
菅
原
宿
祢
定
広
許
之
（
ロ
印
）

【
備
考
】
熱
田
の
参
詣
作
法
と
そ
の
秘
伝
を
説
く
。

六　
『
胎
内
五
位
大
事
』

【
書
名
】
端
裏
〔
開
人　

八
通
之
内
〕（
朱
書
）

　
　
　

 

内
題
「
胎
内
五
位
大
事
」（
イ
印
）

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
三
紙
）

【
法
量
】
一
六
・
四
㎝
×
七
二
・
一
㎝

【
書
写
】
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
。
朱
（
返
点
、
片
仮
名
訓
、
連
読
点
）、
墨
（
返
点
、
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
大
永
六
年
丙戌
卯
月
廿
二
日
（
イ
印
）

　
　
　

 

三
州
莵
足
神
主
菅
原
宿
祢
定
広
許
之
（
ロ
印
）

【
備
考
】
一
部
補
修
の
た
め
裏
打
あ
り
。

　
　
　

 �

巻
頭
に
ア
字
月
輪
蓮
台
図
（
五
蔵
）
を
示
し
、
次
に
胎
内
五
位
図
（
全
て
彩

色
）
を
配
し
て
身
躰
の
境
地
を
示
す
。
伊
藤
聡
特
論
を
参
照
。

七　
『
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第
』

【
書
名
】
端
裏
外
題
右
〔
開
人　
　

八
通
□
内
〕（
朱
書
）

　
　
　

 

端
裏
外
題
「
灌
頂
加
行
之
事〔
中
三
〕菅
原
宿
祢
定
広
」（
上
下
に
イ
印
）

　
　
　

 

内
題
「
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第
」（
イ
印
）

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
二
紙
）

【
法
量
】
一
六
・
四
㎝
×
五
七
・
八
㎝

【
書
写
】
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
か

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
。
墨
（
返
点
、
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
無
（
そ
の
部
分
が
後
欠
か
）。

【
備
考
】
一
部
補
修
の
た
め
裏
打
あ
り
。

　
　
　

 �

灌
頂
儀
礼
の
前
行
に
あ
た
る
「
加
行
」
の
作
法
を
伝
え
る
大
事
。「
三
時
法

楽
」
と
し
て
二
十
一
座
の
神
に
捧
げ
ら
れ
る
「
天
津
祝
」
は
、
熱
田
座
主

憲
信
が
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
に
著
し
た
「
太
神
宮
内
院
法
則
」
の
な

か
で
、「
次
天
祝
言
祭
霊
之
大
事　

法
界
平
等
観
念　
口
決
在
之
」
と
も
関
わ
る
か
。
ま
た
、「
在
所
鎮

守
法
楽
」
で
は
、
般
若
心
経
と
魔
界
廻
向
が
唱
え
ら
れ
る
。
魔
界
廻
向
文

は
『
熱
田
講
式
』（
真
福
寺
蔵
）
で
も
、
和
讃
、
般
若
心
経
を
捧
げ
る
神
分

作
法
、
お
よ
び
和
歌
に
続
け
て
読
み
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
熱
田
の
神
を
祀

る
儀
礼
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

八　
『
神
道
外
院
遷
宮
祝
』

【
書
名
】
端
裏
外
題
〔
灌
頂
遷
宮
祝　
　
　

定
広
〕（
朱
書
）

　
　
　

 

内
題
「（
唵
）
神
道
外
院
遷
宮
祝
」

【
形
態
】
写
本
、
継
紙
、
一
巻
（
三
紙
）

【
法
量
】
一
六
・
二
㎝
×
一
一
五
・
八
㎝

【
書
写
】
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）

【
料
紙
】
楮
紙

【
本
文
】
無
界
。
朱
（
返
点
、
片
仮
名
訓
、
連
読
点
）、
墨
（
返
点
、
片
仮
名
訓
）

【
奥
書
】
大
永
六
年
丙戌
五
月
十
七
日
菅
原
定
広

　
　
　

 

熱
田

　
　
　

 

権
大
二
僧
祇
良
泉
法
印
許
之

【
備
考
】�

熱
田
宮
の
外
院
に
見
立
て
た
神
道
灌
頂
の
場
に
、
天
神
七
代
地
神
五
代
を

は
じ
め
と
す
る
諸
神
を
勧
請
し
、「
御
導
師
」
が
「
受
者
結
縁
輩
」
の
た
め

に
再
拝
し
祈
願
す
る
「
祝
詞
」
と
そ
の
秘
説
。
榊
に
神
躰
を
安
置
し
、
上

枝
に
鏡
、
中
枝
に
剣
を
掛
け
、
下
枝
に
白
幣
青
幣
を
立
て
て
飾
り
、
神
飯

や
御
酒
を
献
じ
、
燎に
わ
びを
挙
げ
て
和
歌
を
詠
じ
、
御
導
師
を
は
じ
め
受
者
結
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縁
の
輩
が
白
妙
の
御
服
を
捧
げ
、
神
々
が
興
を
催
し
歓よ
ろ
こ喜
び
咲わ
ら

う
描
写
は
、

天
の
岩
戸
の
前
で
、
上
枝
に
玉
を
懸
け
、
中
枝
に
鏡
を
懸
け
、
下
枝
に
青

和
幣
、
白
和
幣
を
懸
け
た
神
楽
の
庭
（『
古
事
記
』『
古
語
拾
遺
』
等
）
を
踏

ま
え
た
熱
田
宮
独
自
の
も
の
。

中
世
熱
田
宮
の
神
道
伝
授
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸
位
相

　
　
―
『
鈴
大
事
』
と
の
比
較
か
ら

菟
足
神
社
に
伝
来
す
る
熱
田
か
ら
菟
足
社
の
神
主
に
伝
授
さ
れ
た
一
連
の
大
事
類
は
、

解
題
が
詳
細
に
示
す
よ
う
に
、
八
通
（
巻
）
を
一
具
と
し
た
、
神
道
灌
頂
の
た
め
の
印

信
を
含
む
伝
授
切
紙
と
い
う
べ
き
、
神
仏
習
合
儀
礼
の
所
産
で
あ
る
。
現
在
、
熱
田
神

宮
に
は
、
こ
う
し
た
中
世
に
遡
る
神
道
儀
礼
の
実
態
を
示
す
資
料
は
遺
存
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
点
で
も
八
巻
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
文
献
の
出
現
は
、
室
町
時
代
熱
田
宮
の
宗
教
儀

礼
の
内
実
と
そ
の
諸
説
お
よ
び
体
系
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
と
関

連
し
て
、
熱
田
と
も
交
流
の
あ
っ
た
津
島
神
社
に
伝
来
し
て
い
た
一
群
の
中
世
神
道
伝

授
印
信
類
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
も
熱
田
宮
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
示
す
『
鈴
大

事
』
等
三
通
の
伝
授
大
事
類
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ら
も
改
め
て
紹
介
、

比
較
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
中
世
熱
田
宮
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
特
質
と
そ
の
位
相
や
体
系
を

考
察
す
る
。

菟
足
神
社
の
八
巻
は
、
大
永
三
年
の
「
森
家
」「
安
久
」
を
受
者
と
す
る
二
巻
一
二

と
、
大
永
六
年
の
菟
神
社
神
主
「
菅
原
宿
祢
定
広
」
を
受
者
と
す
る
六
巻
三
～
四
の

二
群
に
大
別
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
権
大
二
僧
祇
」
と
い
う
特
殊
な
称
号
を
戴
く

「
良
泉
」
を
伝
授
者
と
す
る
、
全
体
と
し
て
神
道
灌
頂
の
儀
礼
を
各
種
の
位
相
に
お
い

て
構
成
す
る
、
大
き
な
ま
と
ま
り
を
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
、
そ
の
特
色

と
性
格
を
簡
潔
に
示
す
（
配
列
は
解
題
・
翻
刻
の
順
序
に
随
う
）。

一�

『
譲
神
代
事
』
は
、
神
代
の
神
名
を
天
照
大
神
の
兄
弟
ま
で
含
め
て
列
挙
し
、
そ
こ

に
年
数
や
五
行
説
に
よ
る
注
を
加
え
る
、
い
わ
ば
神
名
義
注
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

二�

『
神
目
縄
大
事
』
は
、
祭
祀
具
で
あ
る
四し

目め

（
七
五
三
）
の
結ゆ
い

方
を
儀
礼
毎
に
示
し
、

法
楽
和
歌
を
併
せ
て
掲
げ
る
、
い
わ
ば
作
法
故
実
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

三�

『
神
祇
灌
頂
酒
印
信
』
は
、
灌
頂
印
信
と
い
う
密
教
儀
礼
テ
ク
ス
ト
の
形
式
の
許
に
、

祭
祀
の
献
饌
で
あ
る
酒
等
の
供
具
を
三
種
神
祇
に
宛
て
そ
の
名
義
と
和
歌
を
示
す
、

い
わ
ば
秘
伝
秘
儀
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

四�

『
仏
神
異
名
之
事
』
は
、
神
道
と
仏
教
の
名
目
毎
に
共
通
す
る
一
組
列
挙
し
て
神
仏

一
体
を
示
す
、
い
わ
ば
神
仏
名
義
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

五�

『
熱
田
神
参
宮
大
事
』
は
、
熱
田
社
頭
へ
の
社
参
次
第
を
説
き
つ
つ
そ
の
意
義
を
開

示
し
、「
口
伝
」
を
指
示
す
る
、
い
わ
ば
儀
礼
作
法
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

六�

『
胎
内
五
位
大
事
』
は
、
お
そ
ら
く
灌
頂
受
者
の
身
体
を
、
胎
内
五
位
図
を
示
し
て

そ
の
各
位
を
五
蔵
・
五
大
・
五
味
等
に
配
当
し
そ
の
境
地
を
説
く
、
い
わ
ば
図
像

観
念
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

七�

『
神
道
灌
頂
加
行
之
次
第
』
は
、
受
者
の
修
す
べ
き
灌
頂
の
前
行
の
作
法
を
、
仏
事

修
行
に
よ
る
「
法
楽
」
と
し
て
「
行
者
」
の
内
外
清
浄
を
実
現
す
る
、
い
わ
ば
修

行
儀
礼
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

八�

『
神
道
外
院
遷
宮
祝
』
は
、「
御
導
師
」
に
よ
り
「
受
者
結
縁
輩
」
の
た
め
に
、
灌

頂
を
熱
田
の
内
院
か
ら
外
院
へ
の
遷
宮
と
し
て
、
そ
の
旨
趣
を
灌
頂
表
白
の
代
わ

り
に
祝の
り
と詞
と
し
て
述
べ
る
詞
章
で
あ
り
、
い
わ
ば
唱
導
儀
礼
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

以
上
の
八
巻
は
、
題
目
か
ら
も
「
灌
頂
」「
加
行
」
と
「
参
宮
」「
遷
宮
」
の
よ
う
に

仏
教
と
神
道
の
名
目
が
四
「
仏
神
異
名
之
事
」
に
示
す
ご
と
く
並
べ
て
一
体
と
な
っ

た
相
伝
儀
礼
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
「
印
信
」
で
あ
り
「
大
事
」
で
あ
る
。
そ
の
性

格
を
大
別
す
れ
ば
、
一
二
四
は
神
名
・
名
目
・
名
義
等
を
開
示
す
る
基
本
的
な
故
実

注
釈
的
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
儀
礼
の
上
で
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
五
七
は
、
神
祇
祭
祀
の
各
過
程
を
灌
頂
の
階
梯
と
す
る
儀
礼
解

釈
的
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
神
道
の
作
法
を
仏
教
儀
礼
に
読
み
替
え
つ
つ
儀
礼
実
践
を
遂

行
す
る
た
め
の
作
法
書
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
二
や
三
の
よ
う
に
儀
礼

の
な
か
で
和
歌
を
詠
じ
、
こ
れ
を
神
の
た
め
の
「
法
楽
」
と
す
る
思
想
で
あ
り
、
そ
れ

は
七
の
「
加
行
」
に
お
け
る
修
法
読
経
を
「
三
時
法
楽
」
と
す
る
な
ど
、
儀
礼
全
体

に
及
ん
で
一
貫
し
て
い
る
。

ま
た
随
所
で
神
事
祭
祀
の
仏
法
上
の
意
義
を
釈
義
し
、
時
に
譬
喩
を
用
い
て
解
説
す

る
と
こ
ろ
に
禅
的
用
語
を
交
え
た
顕
密
（
天
台
・
真
言
）
仏
教
学
の
知
識
が
縦
横
に
反
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映
さ
れ
て
い
る
。

特
に
そ
の
基
幹
と
な
る
思
想
の
表
現
が
六
『
胎
内
五
位
大
事
』
で
あ
る
。
神
道
灌

頂
の
受
者
で
あ
り
加
行
中
の
行
者
の
身
体
を
胎
内
五
位
図
を
拠
り
処
と
し
て
己
れ
の
境

位
を
観
念
さ
せ
る
、
そ
の
中
核
と
な
る
胎
内
五
位
図
は
、
中
世
密
教
の
灌
頂
秘
伝
テ
ク

ス
ト
に
や
は
り
そ
の
核
心
と
し
て
提
示
さ
れ
る
宗
教
図
像
で
あ
る
。
更
に
注
目
さ
れ
る

の
は
、
密
教
の
灌
頂
壇
作
法
で
は
大
阿
闍
梨
の
表
白
に
相
当
す
る
八
『
神
道
外
院
遷

宮
祝
』
で
あ
る
。
そ
の
文
体
は
表
面
の
枠
組
み
こ
そ
は
祝
詞
で
あ
る
が
、
そ
の
内
実
は
、

対
句
を
基
本
と
し
た
作
文
に
よ
る
表
白
文
そ
の
も
の
で
あ
る
。
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
天

神
七
代
・
地
神
五
代
（
こ
れ
は
一
に
対
応
す
る
）
の
諸
神
を
は
じ
め
「
此
所
」
に
「
都

卒
内
院
」
を
荘
厳
し
「
山
田
原
ノ
風
」
を
移
し
、
内
外
の
神
々
を
「
遷
宮
」
す
る
、
つ

ま
り
密
教
の
諸
仏
神
の
勧
請
と
同
様
の
趣
き
を
示
す
。
こ
の
内
院
に
榊
を
「
御
神
体
」

と
し
て
奉
安
し
、
そ
れ
を
鏡
、
剣
、
幣
等
に
よ
っ
て
荘か
ざ

る
こ
と
で
、「
訶カ

栗リ

駄タ

心
質ス
ガ
タ、

自
性
天
然
ノ
神
体
」
と
観
じ
（
こ
こ
で
六
「
胎
内
五
位
大
事
」
に
呼
応
す
る
）、
こ
れ
に
酒

飯
を
献
じ
（
こ
こ
に
三
が
対
応
す
る
）、
ま
た
こ
れ
を
司
る
。「
御
導
師
」
と
、
そ
の
許

に
集
う
「
受
者
結
縁
輩
」
に
よ
る
法
楽
の
営
み
が
な
さ
れ
る
（
こ
れ
は
七
の
加
行
と
対

応
す
る
）。
こ
れ
に
よ
り
、
燎に
わ
びを
挙
げ
、
和
歌
を
詠
ず
る
（
こ
れ
に
二
な
ど
の
和
歌
が
対

応
す
る
）。
最
後
に
、
改
め
て
神
へ
の
讃
歎
が
説
か
れ
、
こ
の
祭
祀
を
納
受
し
、
眷
属

諸
神
も
満
足
し
て
、
潮
の
満
ち
、
春
の
雪
の
消
る
如
く
に
失
せ
た
ま
え
、
と
神
送
り
の

詞
に
よ
り
全
体
を
結
ぶ
。
導
師
の
読
唱
す
る
こ
の
詞
章
に
は
、
諸
大
事
の
主
な
要
素
が

悉
く
摂
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
声
に
導
か
れ
て
参
加
し
た
受
者
は
仏
・
神
に
結
縁
を

遂
げ
、
熱
田
の
祭
祀
圏
の
一
員
と
な
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

菟
足
神
社
の
神
道
灌
頂
大
事
類
の
宗
教
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
性
格
を
認
識
す
る
た
め

に
、
同
じ
く
中
世
の
熱
田
関
係
の
大
事
類
と
の
比
較
が
試
み
ら
れ
て
よ
い
。
そ
の
対
象

と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
津
島
市
津
島
神
社
（
津
島
天
王
社
）
に
伝
来
し
て
い
た
、

室
町
時
代
の
神
道
伝
授
文
献
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
刊
行

さ
れ
た
『
津
島
市
史
』
資
料
編1
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
未
収
録
の
分
と
あ
わ
せ
て
「
津

島
神
社
史
料
」
と
し
て
翻
刻
原
稿
が
津
島
神
社
に
収
蔵
さ
れ
、
そ
の
写
真
が
愛
知
県
史

な
ら
び
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
も
採
訪
さ
れ
て
い
る
。
原
本
は
未
見
で
あ
り
装
丁

は
不
明
で
あ
る
が
、
切
紙
や
小
巻
子
の
形
態
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
に
、

熱
田
宮
と
そ
の
周
辺
地
域
の
神
社
と
の
、
縁
起
説
を
介
し
た
神
道
大
事
の
伝
授
切
紙

（
な
い
し
巻
子
）
の
一
具
と
思
し
い
テ
ク
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
る
の
は
、

以
下
の
三
通
で
あ
る
。

一
、�『
鈴
大
事
』（
甲
）（
端
裏
外
題
・
内
題
）「
匂
当
大
夫
弘
秀
」（
端
裏
外
題
下
識
語
）
一

通
（
印
信
・
血
脈
を
含
む
、
奥
書
「
長
禄
四
年
九
月
廿
三
日
」）

二
、�『
鈴
大
事
』（
乙
）（
端
裏
外
題
・
内
題
）「
匂
当
大
夫
秀（
マ
マ
）弘
」（
端
裏
外
題
下
識
語
）
一

通
（「
大
事
」
の
縁
起
に
相
当
す
る
。
奥
書
「
長
禄
四
年
九
月
廿
三
日
授
者
秀（
マ
マ
）弘
／
伝
授

師
権
大
僧
都
厳
海
法
印
」）

三
、�『
鈴
口
決
』（
内
題
）「
□　

匂
当
大
夫
弘
秀
」（
端
裏
外
題
識
語
）
一
通

　

�（「
大
事
」
の
口
決
に
相
当
す
る
。
奥
書
「
長
禄
四
年
九
月
廿
三
日
授
者
弘
秀
／
伝
授
師

権
大
僧
都
厳
海
法
印
」）

こ
の
三
通
と
共
に
、
同
じ
く
弘
秀
を
受
者
と
し
、
秀
範
を
授
与
者
と
す
る
長
禄
三
年

（
一
四
六
〇
）
二
月
七
日
付
の
『
麗
気
紀
印
信
』（
端
裏
外
題
「
麗
気
十
八
巻
印
信
」）
一
通

が
存
し
て
お
り
、
そ
の
識
語
に
は
「
於
尾
州
海
西
郡
門
真
庄
天
王
輪
蔵
日
本
紀
灌
頂
道

場
、
麗
気
十
八
巻
印
信
、
奉
授
弘
秀
」
と
あ
り
、
翌
年
の
『
鈴
大
事
』
も
、
伝
授
者
こ

そ
異
な
れ
同
様
な
日
本
紀
や
麗
気
灌
頂
に
連
な
る
神
道
伝
授
の
一
環
と
し
て
授
受
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
詳
細
は
、
付
載
す
る
翻
刻
本
文
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
以
下
に
要
を
取
っ
て
略

述
す
る
。

一
、『
鈴
大
事
』（
甲
）
は
、「
仁
尊
」
な
る
僧
が
、
諸
国
修
行
の
途
で
熱
田
宮
の
一

間
に
参
籠
し
、
一
期
の
間
に
一
仏
を
見
奉
ら
ん
と
祈
願
の
と
こ
ろ
、
天
童
が
天
下く

だ

り
、

天
照
大
神
よ
り
祈
願
を
納
受
し
て
「
鈴
大
事
」
を
人
の
善
悪
を
問
わ
ず
守
護
の
た
め
授

け
よ
う
、
と
示
さ
れ
た
印
と
明
が
冒
頭
に
示
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
「
天
照
大
神
童
子
形　

熱
田
明
神
」
よ
り
仁
尊
、
更
に
七
代
を
経
て
厳
海
か
ら
弘
秀
へ
と
伝
授
の
血
脈
が
付
さ

れ
る
。

二
、『
鈴
大
事
』（
乙
）
は
、
全
体
と
し
て
（
甲
）
の
記
述
を
よ
り
詳
細
に
説
い
た
上

で
、
縁
起
を
「
北
天
竺
和
伊
露
羅
国
」
よ
り
熱
田
明
神
が
我
朝
へ
天
下
っ
た
所
を
尾
張

国
中
嶋
郡
の
鈴
置
の
社
と
し
、
彼
の
社
に
鈴
を
置
い
た
故
で
あ
る
と
し
て
、
鈴
の
効
能

に
つ
い
て
問
答
を
加
え
る
。
そ
の
末
に
「
鈴
ノ
大
事
ニ
在
之
」
と
（
甲
）
を
示
す
が
、
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本
文
冒
頭
に
「
彼
仁
尊
」
と
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
（
甲
）
を
前
提
と
し
た
、
そ
の
縁

起
と
い
う
べ
き
位
相
を
も
つ
。

三
、『
鈴
口
決
』
は
、「
其
後
」
つ
ま
り
「
鈴
大
事
」
の
示
現
に
預
か
っ
た
仁
尊
が
、

「
伊
勢
ノ
大
善
（
膳
）
ノ
助
」
に
鈴
の
謂
れ
を
問
い
、
鈴
の
「
本
説
」
を
尋
ね
る
顛
末
が

記
さ
れ
る
。
大
膳
助
は
伊
勢
神
宮
の
関
係
者
か
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
は
聖
人
に
、
そ
の

本
説
は
知
ら
ず
、
夢
見
で
な
く
ば
知
る
こ
と
無
し
と
語
る
。
更
に
仁
尊
が
責
め
問
う
と
、

「
或
人
」
の
伝
と
し
て
、
尾
張
国
へ
熱
田
明
神
が
天
下
る
時
、
鈴
を
持
ち
下
る
所
に
初

め
て
鈴
を
置
き
、
そ
れ
よ
り
所
を
移
っ
た
と
し
、
そ
の
地
を
鈴
置
の
社
と
い
う
、
と
熱

田
神
最
初
降
臨
の
地
の
縁
起
説
を
語
り
、
そ
れ
は
「
鈴
大
事
」
乙
本
と
基
本
的
に
変
わ

る
こ
と
は
な
い
。
加
え
て
、「
我
家
」
す
な
わ
ち
伊
勢
（
神
宮
）
で
は
鈴
を
用
い
ず
再

拝
の
み
で
あ
る
故
に
知
ら
ず
、
知
る
人
に
尋
ね
よ
、
と
拒
む
。
そ
こ
で
仁
尊
は
（
己
の

授
か
る
大
事
）
を
語
ろ
う
と
思
う
が
、「
神
ノ
内
証
」
を
安
易
に
語
れ
ば
「
イ
タ
カ
」（
卑

賤
な
宗
教
者
）
と
呼
ば
れ
、
ま
た
凡
夫
に
「
神
道
」
を
語
れ
ば
世
間
に
漏
れ
よ
う
と
危

ぶ
み
、
思
い
留
ま
っ
た
、
と
い
う
。「
口
決
」
と
題
し
な
が
ら
秘
事
口
伝
の
開
示
に
及

ば
な
い
、
一
見
奇
妙
な
付
録
で
あ
る
。

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
鈴
置
社
は
稲
沢
市
国
府
宮
に
現
存
し
、
中
世
熱
田
宮
の
縁
起
説

が
周
縁
の
寺
社
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
熱
田
宮
の
外
部
か
ら
到
来

し
た
聖
人
を
主
役
と
し
て
、
伊
勢
神
宮
周
辺
の
宗
教
者
と
の
交
流
を
伝
え
る
点
も
興
味

深
い
。
更
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、「
口
決
」
で
大
膳
助
が
鈴
の
一
般
的
な
本
説
と
し
て

「
抑

ソ
モ
〳
〵

鈴
ト
云
事
ハ
、
昔ム
カ
シハ
易エ
キ

（
駅
）
路ロ
ノ
鈴ス
ヽ
ヲ
振フ
レ
ハ

恋
キ
人ト
カ
声コ
ヘ
ヲ
、
鈴
ノ
音ネ
ノ
下シ
タ
マ
テ
キ
ク
ト

云
ヘ
リ
。
是
モ
次シ

第タ
イ
ニ
失ウ
セ
テ
ナ
ケ
レ
ハ
、
亦
反ハ
ン

魂コ
ン

香カ
ウ
ヲ
焼
ケ
ハ
、
其
煙ケ
フ
リニ
浮ウ
カ
テ
見ミ

度タ
キ

人
ヲ
見
ル
。

今イ
マ
ハ
末マ
ツ

世セ

ニ
テ
、
係
カ
ヽ
ル

機キ

徳ト
ク
モ
ナ
ケ
レ
ハ
（
下
略
）」
と
説
く
駅
路
の
鈴
と
反
魂
香
の
伝
承

は
、
同
時
代
室
町
初
期
の
良
遍
『
日
本
書
紀
聞
書2
』（
一
四
一
九
）
に
も
見
え
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
天
岩
戸
の
神
楽
に
係
る
本
文
の
注
釈
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

鈴
鹿
山
ト
ハ
貧ウ
ツ
ホノ
鈴
ヲ
鹿
ニ
付
テ
、
御
幸
ニ
放
ツ
也
。
駅
路
ノ
鈴
ト
云
、
是
也
。
天
竺
ニ
ハ
、
駅
路
ノ

鈴
ヲ
振
テ
死
ル
人
ヲ
再
ヒ
見
、
唐
土
ニ
ハ
、
反
魂
香
ヲ
焼
テ
昔
ノ
人
ヲ
現
前
ニ
見
ル
也
。

断
片
的
な
が
ら
、
中
世
の
日
本
紀
講
説
に
披
露
さ
れ
る
知
識
と
熱
田
宮
に
関
わ
る
神

道
大
事
の
所
説
と
の
重
な
り
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
く
、
中
世
熱
田
宮
の
周
辺
に

展
開
し
た
で
あ
ろ
う
縁
起
説
と
中
世
の
日
本
紀
神
代
巻
を
巡
る
神
道
説
の
重
な
り
と
連

絡
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

中
世
熱
田
宮
の
縁
起
説
は
、
真
福
寺
本
『
熱
田
宮
秘
釈
見
聞
』
に
、
そ
の
大
事
口
決

の
抜
粋
と
い
う
べ
き
概
要
が
示
さ
れ
、
そ
れ
は
南
北
朝
期
成
立
の
『
神
道
雑
々
集
』
に

見
る
よ
う
に
、
草
薙
剣
の
熱
田
鎮
座
霊
験
縁
起
と
並
べ
ら
れ
、
更
に
接
続
さ
れ
て
一
体

の
記
述
と
し
て
室
町
後
期
に
は
『
神
祇
官
（
熱
田
の
深
秘
）』
と
し
て
成
立
す
る
に
至
る3
。

菟
足
神
社
の
熱
田
宮
神
道
灌
頂
伝
授
も
、
そ
の
「
大
事
」
と
称
す
よ
う
な
宗
教
テ
ク
ス

ト
の
位
相
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
熱
田
宮
の
縁
起
説
の
神
話
体
系
に
連
な
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

ち
な
み
に
、
菟
足
神
主
定
広
に
良
泉
が
大
事
を
伝
授
し
た
大
永
六
年
春
に
は
、
奇
し

く
も
連
歌
師
宗
長
が
熱
田
宮
に
参
詣
し
、
法
楽
連
歌
を
興
行
し
て
い
る
（
そ
の
後
に
、

津
島
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
）。『
宗
長
日
記
』
に
描
か
れ
る
熱
田
宮
の
景
観
と
、
そ
の
裡

で
の
宗
匠
と
宮
人
と
の
交
流
は
、
享
禄
古
絵
図
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
社
頭
と
参
詣
の
賑
わ

い
の
あ
り
さ
ま
と
響
き
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

熱
田
宮
社
参
。
宮
め
ぐ
り
屋
し
づ
か
に
、
松
か
ぜ
神
さ
び
て
、
ま
こ
と
に
神
代
お
ぼ
ゆ
る

社
内
、
こ
の
御
神
は
東
海
道
の
鎮
護
の
神
と
か
や
。
宮
の
家
〳
〵
、
く
ぎ
ぬ
き
ま
で
、
潮

の
満
干
、
鳴
海
・
星
崎
、
松
の
木
の
間
こ
の
ま
、
伊
勢
海
見
渡は

た

さ
れ
、
此こ

処こ

の
眺
望
、
誰た

が
言こ
と

の
葉は

も
足た

る
ま
じ
く
な
む
。
旅
宿
瀧
の
坊
興
行
。
筑
前
守
来
あ
わ
れ
て
、

　

郭
公
松
の
葉
ご
し
か
遠
干
潟

神
官
人
所
望
に
、

　

う
す
紅
葉
松
に
あ
つ
た
の
若
葉
か
な

�

（
阿
部
泰
郎
）

注1　
津
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
津
島
市
史
』
資
料
編
（
二
）、
一
九
七
二
年
。

2　
伊
藤
正
義
監
修
『
磯
馴
帖
』
村
雨
篇
、（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
三
五
八
頁
。

3　
伊
藤
正
義
「
熱
田
の
深
秘
」（『
人
文
研
究
』
三
一
巻
九
号
、
一
九
七
九
年
）、
同
「
続
・
熱

田
の
深
秘
―
資
料
『
神
祇
官
』」（
同
三
四
巻
四
号
、
一
九
八
二
年
）。
阿
部
泰
郎
「
熱
田
の

縁
起
―
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
縁
起
語
り
か
ら
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
三
巻
一
二
号
、

ロ
ノ

コ
イ
シ
キ
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一
九
九
八
年
）、
同
「
中
世
熱
田
宮
の
宗
教
世
界
―
熱
田
を
め
ぐ
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
の
諸

相
」（『
神
道
史
研
究
』
五
八
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

〔
参
考
資
料
①
〕
鈴
大
事

（
端
裏
書
）「
鈴
大
事　

匂
当
大
夫
弘
秀
」

　

鈴
大
事

　

印
外
五
古
印　

明

　

　

　

　

　

此コ
ノ

大
事シ
ハ
者
、
尾ヲ

張ハ
リ
ノ
国ク
ニ

熱ア
ツ

田タ
ノ
社ヤ
シ
ロ、
仁ニ
ン

尊ソ
ン

籠コ
モ
リタ
リ
シ
時ト
キ

、
天テ
ン

童ト
ウ

天ア
マ

下ク
タ
リテ
授サ
ツ
ケ
給タ
マ
イ
テ
云
、
泰（
忝
）天テ
ン

照セ
ウ

大

神
ノ
御ヲ
ン

方カ
タ

ヨ
リ
授
サ
ツ
カ
リタ
テ
マ
ツ
リ
タ
ル
鈴ス
ヽ
ノ
大
事
也
。
未
イ
マ
タ

我ハ
カ

朝テ
ウ
ニ
ヒ
ロ
マ
ラ
サ
ル
大
事
ナ
リ
ト
テ
、

仁
尊
ニ
授サ
ツ
ケ
給
テ
云
ク
。
聖セ
ウ

人
此コ
ノ

間ア
イ
タ

籠コ
モ
リ
給タ
マ
ウ
コ
ト
ヲ
、
天
照
大
神
御コ

納ナ
ウ

受シ
ユ

有ア
テ
、
三サ
ン

度ト

天ア
マ

下ク
タ
リ
給
テ

加カ

護コ

タ
マ
ウ
。
古
イ
ニ
シ
ヘ

祖ヨ
リ

師
先セ
ン

徳ト
ク

達タ
チ

、
皆ミ
ナ

々
此コ
ノ

神カ
ミ
ニ
祈イ
ノ
リ
、
所シ
ヨ

願ク
ワ
ン

成シ
ヤ
ウ

就シ
ユ
シ
給タ
マ
ウ
事
、
必ヒ
ツ

然セ
ム

也
。
此コ
ノ

間ア
イ
タ

籠コ
モ
リタ
ル
善セン
悪ア
ク
ノ
人
、
俱ト
モ
ニ
守シ
ユ

護コ
シ
給タ
マ
ウ
。
悪ア
ク

人ニ
ン
ヲ
タ
ニ
守マ
モ
リ
給タ
マ
ウ
。
況
善
□（
虫
損
）□
時
ヒ
ト
ヽ
キ

計ハ
カ
リ

物モ
ノ

語カ
タ
リ

而シ
テ

、
虚コ

空ク
ウ

ヲ
指サ
シ

テ
飛ト
ヒ

失ウ
セ

。

天
照
大
神
童
子
形　

熱
田
明
神　

仁
尊　

仁
順　

伺
仁

同
海
同
光　

□
（
虫
損
）勢　

仁
光　

芸
瀬　

厳
海　

弘
秀

　
　

長
禄
二二
年
九
月
廿
三
日

〔
参
考
資
料
②
〕
鈴
大
事

（
端
裏
書
）「
鈴
大
事　

匂
当
大
夫
弘
秀
」

鈴ス
ヽ
ノ
大
事

彼
仁
尊
、
諸
国
修
行
之
時
、
尾
張
国
熱
田
宮
ニ
一
間
ニ
籠
テ
、
願
我
所
願
者
、
徳
モ
福
モ
ホ
シ
カ
ラ

ス
、
亦
智
恵
ヲ
モ
イ
ノ
ラ
ス
、
願
ク
ハ
今
生
ノ
間
ニ
一
仏
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
リ
テ
、
ホ
タ
イ
ヲ
エ
シ
メ
給
ヘ

ト
イ
ノ
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
。

抑
、
コ
ノ
熱
田
ト
申
タ
テ
マ
ツ
ル
ハ
、
三
国
ノ
間
ノ
大
伽
藍
、
亦
三
国
ニ
テ
大（
第
）三
ノ
宮
也
。
カ
ヽ

ル
メ
テ
タ
キ
御
神
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ア
イ
タ
、
顕
密
ノ
祖
師
タ
チ
、
イ
ツ
レ
モ
此
一
ノ
間
ニ
籠
テ
、
諸

願
ヲ
成
就
シ
給
也
。
我
等
モ
彼
間
ニ
籠
テ
籠
申
也
。
若
神
土
ニ
御
坐
サ
ハ
、
一
ノ
瑞
相
ヲ
見
セ
給
ヘ
ト
、
深
ク

キ
セ
イ
ス
ル
処
ニ
、
十
二
三
ハ
カ
リ
ナ
ル
天
童
現
シ
テ
イ
ハ
ク
。
抑
鈴ス
ヽ
ト
云
コ
ト
ノ
ユ
ハ
レ
ハ
シ

知
給
ヤ
ラ
ム
、
ト
問
給
ヘ
バ
、
ワ
レ
イ
マ
タ
シ
ラ
ス
ト
云
。
シ
リ
玉
ハ
ス
ハ
ヲ
シ
ヱ
タ
テ
マ
ツ
ル

ヘ
シ
。
此
鈴
ハ
辰
旦
、
日
本
ヨ
リ
モ
ハ
シ
マ
ラ
ス
、
北
天
笠
ノ
和
伊
露
羅
国
ヨ
リ
、
明
神
我
朝
ヘ

天
下
給
事
ハ
、
尾
張
国
中
嶋
郡
鈴
置
ノ
社
是
也
。
彼
社
ニ
ス
ヽ
ヲ
ヽ
キ
給
故
也
。
問
云
。
抑
、
鈴

ノ
日
本
ニ
ハ
シ
マ
ル
事
、
其
謂
云
何
。
答
。
三
熱
ク
ル
シ
ミ
ヲ
取
籠
テ
、
フ
リ
ク
タ
イ
テ
苦
ク
ル
シ
ミヲ
止

ヤ
ム
ル
事
ヲ
表
ス
。
然
間
、
彼
鈴
ニ
薩サ
ツ

々〳
〵
ノ
声
有
、
此
声
ヲ
聞
テ
、
衆
生
畜
類
鬼
神
等
、
悉
此
コ
ヱ
ヲ
キ

イ
テ
成
仏
セ
ス
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
神
ノ
御
前
ニ
テ
ハ
鈴
ト
云
、
仏
ノ
御
前
テ
ハ
鈴レ
イ
ト
云
。
意
同
シ
ク
ス
カ
タ

カ
ハ
ル
ナ
リ
。
鈴
ノ
大
事
、
別
ニ
在
之
。

　
　

長
禄
二二
年
九
月
廿
三
日�

授
者
秀
弘　

伝
授
師
権
大
僧
都
厳
海
法
印

〔
参
考
資
料
③
〕
鈴
口
決

（
端
裏
書
）「〔　
　
　

〕　　

匂
当
大
夫
弘
秀
」

鈴
口
決

其ソ
ノ

後ノ
チ

、
仁ニ
ン

尊ソ
ン

、
伊イ

勢セ
ノ
大タ
イ

善セ
ン
ノ
助ス
ケ
ニ
相ア
イ

給タ
マ
イテ
、
鈴ス
ヽ
ノ
謂イ
ハ
レヲ
委ク
ハ
シク
問ト
イ
給マ
ウ
時ト
キ

、
大
善セ
ン
ノ
助ス
ケ

答コ
タ
ヘ
テ
云
ク
。
本ホ
ン

説セ
ツ
ヲ
ハ
シ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
抑
ソ
モ
〳
〵

鈴
ト
云
事
ハ
、
昔ム
カ
シハ
易エ
キ

路ロ
ノ
鈴ス
ヽ
ヲ
振フ
レ
ハ

恋
キ
人ト
カ
声コ
ヘ
ヲ
、
鈴
ノ
音ネ
ノ
下シ
タ
マ
テ
キ

ク
ト
云
ヘ
リ
。
是
モ
次シ

第タ
イ
ニ
失ウ
セ
テ
ナ
ケ
レ
ハ
、
亦
反ハ
ン

魂コ
ン

香カ
ウ
ヲ
焼
ケ
ハ
、
其ソノ
煙ケ
フ
リニ
浮ウ
カ
テ
見ミ

度タ
キ

人
ヲ
見
ル
。
今イ
マ
ハ

末マ
ツ

世セ

ニ
テ
、
係
カ
ヽ
ル

機キ

徳ト
ク
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
夢ユ
メ
ニ
見ミ
ル
ナ
ラ
テ
ハ
无ナ
シ

ト
、
物モ
ノ

語カ
タ
リセ
シ
ナ
リ
。
聖
シ
ヤ
ウ

人ニ
ン

、
サ
テ

ハ
知シ
リ
給
フ
ニ
、
罪ツ
ミ

深フ
カ

、
秘
カ
ク
シ

給マ
フ
ト
宣
時
キ
、
大
善
助
、
懸カ
ヽ
ル
貴
御
僧
ニ
イ
カ
テ
カ
秘
申
ヘ
キ
。
或
人
云

ケ
ル
ハ
、
是
モ
本
説
ヲ
ハ
シ
ラ
ス
候
ヘ
ト
モ
、
尾
張
国
熱
田
ノ
明
神
、
此
国
天
下
給
時
、
鈴
持
下
給

所
ニ
、
始
テ
鈴
ヲ
ヲ
イ
テ
、
其
ヨ
リ
所（
諸
）□（
国
）移
給
ト
ウ
ケ
タ
マ
ハ
テ
候
。
ヤ
カ
テ
其
処
ヲ
、
ス
ヽ
ヲ
キ

ノ
社
ト
申
タ
テ
マ
ツ
ル
ナ
リ
。
其
ヨ
リ
鈴
ナ
ン
ト
申
事
、
彼
神
ヨ
リ
始
ル
事
ニ
テ
御
坐
ナ
リ
。
惣

神
楽
鈴
ナ
ラ
テ
ハ
余
事
ニ
ナ
ラ
サ
ヌ
事
也
。
イ
カ
テ
カ
存
知
申
ヘ
キ
。
我
家
ニ
ハ
鈴
ヲ
ナ
ラ
サ
ス
、

唯
再
拝
斗
也
。
其
上
、
伊
勢
ニ
カ
キ
テ
用
ネ
ハ
ト
テ
、
日
本
ニ
有
程
ノ
事
ヲ
シ
ロ
シ
メ
サ
ヌ
ハ
不

覚
ナ
リ
。
能
々
シ
ラ
ム
人
ニ
御
尋
候
ヘ
ト
申
ス
間
、
力
ナ
ク
テ
、
聖
人
語
ハ
ヤ
ト
思
ハ
レ
ケ
レ
ト
モ
、

神
ノ
内
証
ヲ
輙
語
ラ
ハ
、
人
、
イ
タ
カ
ト
申
ヘ
シ
。
泰（
忝
）ク
モ
神
道
ヲ
浅
ト々
薄
地
凡
夫
ニ
語
聞
カ
セ
ハ
、

世
間
ニ
モ
ラ
ス
ヘ
シ
。
可
秘
々
々
。

　
　

長
禄
二二
年
九
月
廿
三
日�

授
与
勾
当
大
夫
弘
秀　

伝
授
師
権
大
僧
都
厳
海
法
印

（
ア    

ビ　

ラ　

ウ
ン
ケ
ン
）

ロ
ノ

コ
イ
シ
キ
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胎
内
五
位
図
に
つ
い
て

　
　
―
菟
足
神
社
蔵
『
胎
内
五
位
大
事
』
と
の
関
連
で

　

は
じ
め
に

本
稿
は
、
今
回
菟
足
神
社
聖
教
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
『
胎
内
五
位
大

事
』
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
胎
内
五
位
図
に
つ
い
て
の
概
要
を
解
説
す
る

も
の
で
あ
る
。

「
生
」
を
苦
と
規
定
し
た
仏
教
の
根
本
思
想
に
と
っ
て
人
間
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

批
判
的
な
立
場
か
ら
当
初
よ
り
検
討
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
平
安
後
期
よ
り
進
展
す

る
天
台
本
覚
思
想
や
密
教
の
本
有
思
想
は
、
男
女
交
会
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
受
胎
・

出
産
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
真
理
獲
得
の
プ
ロ
セ
ス
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
し
て
把
握
し
、
そ
れ

に
基
づ
く
様
々
な
言
説
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
典
型
が
胎
内
五
位
図
で
あ
る
。
胎
内
五

位
と
は
『
倶
舎
論
』
等
に
典
拠
を
持
つ
胎
生
説
で
、
は
や
く
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

た
が
、
中
世
に
な
る
と
東
密
諸
流
の
秘
説
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
図
解
化
さ
れ
て
胎
内

五
位
図
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
影
響
は
東
密
内
部
に
止
ま
ら
ず
、
中
世
神
道
説

や
古
今
注
等
の
文
芸
に
ま
で
及
ん
だ
。
菟
足
神
社
蔵
『
胎
内
五
位
大
事
』
も
、
中
世
神

道
へ
の
受
容
の
一
例
で
あ
る
。

　

一
、
胎
内
五
位
図
の
濫
觴

胎
内
五
位
図
と
は
、
胎
内
に
お
け
る
胎
児
の
変
化
を
五
つ
の
段
階
で
図
示
し
た
も
の

で
あ
る
（
図
参
照
）。
胎
内
五
位
と
は
、「
羯
頼
藍
」・「
頞
部
曇
」・「
閉
尸
」・「
建
南
」・

「
鉢
羅
奢
佉
」
五
つ
を
い
い
、
イ
ン
ド
仏
教
よ
り
発
す
る
胎
生
論
で
あ
る
。
そ
の
説
明

と
し
て
し
ば
し
ば
採
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
『
倶
舎
論
』
で
あ
る
。
巻
九
「
分
別
世
品
第

三
之
二
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
原
漢
文
を
私
に
読
み
下
す
。
以
下
、
引
用
文
献
は
全
て

読
み
下
し
と
す
る
）。

謂
く
、
母
腹
胎
中
分
位
五
有
り
、
一
に
羯
剌
藍
位
、
二
に
頞
部
曇
位
、
三
に
閉
尸
位
、
四

に
鍵
南
位
、
五
に
鉢
羅
奢
佉
位
、
此
の
胎
中
の
箭
、
漸
次
転
増
し
、
乃
至
色
根
形
相
満
位

し
、
業
の
起
こ
る
所
の
異
熟
風
力
に
由
り
、
胎
中
の
箭
を
転
じ
産

門
に
趣
か
し
む
。

但
し
、
五
位
を
図
像
化
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
独
自
に

成
立
し
た
も
の
で
、
そ
の
背
景
に
は
、
東
密
に
お
け
る
、
独
自
な

解
釈
が
あ
る
。
即
ち
、
院
政
期
以
降
、
東
密
諸
流
に
お
い
て
は
、

凡
聖
と
も
に
本
覚
仏
性
が
内
在
す
る
こ
と
を
説
く
本
有
思
想
と
五

位
説
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
図
様
は
、「
羯
羅
藍
」 

が
円
形
、「
頞
部
曇
」
が
船
形
、「
閉
尸
」
は
舟
形
の
中
央
部
が
隆

起
し
た
形
、「
建
南
」
が
五
輪
形
、「
鉢
羅
奢
佉
」
が
仏
形
（
人

形
）
で
あ
る
。

胎
内
五
位
図
の
存
在
を
示
す
確
実
な
る
初
見
は
、
覚
鑁
の
『
打

聞
集
』
所
収
「
十
住
心
論
」
講
義
、
保
延
五
年
（
一
一
三
九
）
五

月
七
日
の
段
で
あ
る
。

又
云
く
、
種
子
と
は
、
且
く
胎
内
に
入
る
時
の
、
羯
頼
藍
、
赤
白

二
渧
和
合
の
ご
と
し
。
露
の
ご
と
く
円
形
な
り
。
赤
色
は
瞋
恚
の

色
、
白
色
は
慈
悲
の
色
な
り
。
仏
心
は
大
慈
悲
を
体
と
為
す
。
故

に
其
の
色
、
白
し
。『
菩
提
心
論
』
に
、「
内
心
の
中
に
お
い
て
、

日
月
輪
を
観
ず
」
と
云
う
。
赤
白
二
渧
の
義
、
亦
た
之
に
有
り
。

然
り
と
雖
も
、
凡
夫
の
位
は
二
種
和
合
し
、
成
仏
の
時
は
唯
だ
白

色
な
り
。
故
に
仏
心
如
満
月
と
云
う
。
亦
た
、
浄
白
淳
浄
の
法
を
満
足
す
と
云
う
。
二
種

和
合
の
義
は
、
凡
夫
赤
色
の
内
に
、
本
性
清
浄
の
仏
性
有
る
故
に
、
二
種
和
合
し
て
、
こ

の
義
を
表
す
。
吾
具
縛
の
身
内
に
、
大
悲
毘
盧
遮
那
如
来
の
種
子
有
り
。
是
を

字
と
名

づ
く
。
即
ち
此
の
種
子
、
虚
空
に
遍
ず
る
故
に
、
空
点
を
置
き
、
円
満
の
義
を
表
す
。
故

に
此
の
点
を
円
点
と
名
づ
く
。

字
亦
た
円
形
な
り
。
円
点
を
重
ぬ
る
事
、
円
円
海
徳
を

表
す
。
此
の
円
な
る
形
、
漸
く
五
位
を
経
る
間
に
、
支
節
出
生
す
と
。
此
は
三
昧
耶
形
五

輪
卒
都
婆
な
り
。
こ
の
卒
都
婆
、
漸
漸
荘
巌
し
て
、
形
像
と
成
る
。
是
れ
胎
外
の
位
の
ご

と
し
。
こ
れ
を
種
子
三
昧
耶
尊
形
と
い
う
な
り
。

胎内五位図（『灌頂秘口訳』）
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す
な
わ
ち
、
羯
頼
藍
＝
円
形
は
、
赤
白
二
渧
（
父
の
精
、
母
の
血
）
和
合
を
意
味
す

る
と
も
に
、
日
・
月
輪
、
大
日
如
来
の
種
子

字
を
意
味
す
る
と
す
る
。
そ
の
後
段

階
で
支
節
、
す
な
わ
ち
手
足
が
生
じ
る
が
、
そ
れ
は
五
輪
形
か
ら
形
像
（
仏
形
）
へ
と

変
化
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
図
像
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
円

形
（
謁
頼
藍
）
→
五
輪
形
（
閉
尸
）
→
仏
形
（
鉢
羅
奢
佉
）
へ
の
変
容
が
示
唆
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
五
位
図
の
原
型
で
あ
ろ
う
。

同
様
の
説
は
『
最
後
灌
頂
常
行
心
要
法
』
に
も
見
え
る
。
本
書
は
、
即
身
成
仏
の
た

め
の
「
最
後
灌
頂
」
と
「
常
行
心
要
法
」
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
で
、
成
尊
（
一
〇
一

二
～
七
四
）
或
い
は
勝
覚
（
一
〇
五
七
～
一
一
二
九
）
の
撰
述
と
す
る
。
偽
撰
説
も
根
強

く
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
述
作
と
す
る
論
者
も
い
る
が
、
私
は
院
政
期
の
述
作
と
し
て
差

し
支
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

本
書
で
は
ま
ず
即
身
成
仏
の
法
を
、
体
・
相
・
用
・
不
二
無
礙
の
四
門
に
分
け
る
。

そ
し
て
最
後
の
不
二
無
礙
の
即
身
成
仏
は
体
用
相
を
包
摂
す
る
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に

次
の
よ
う
に
説
く
。

事
相
に
就
き
て
无
二
礙
の
即
身
成
仏
を
顕
は
す
べ
し
。
言
う
所
の
字
・
印
・
形
と
は
、
字

は
即
ち
種
子
、
法
曼
の
位
、
所
謂
理
智
二
法
（
赤
白
二
渧
）
を
ば
、
亦
は
双
円
月
と
名
づ

く
。
印
は
即
ち
三
昧
耶
形
の
位
、
亦
は
五
輪
形
と
名
づ
く
。
形
は
即
ち
大
曼
荼
羅
の
位
、

亦
是
れ
人
形
の
躰
な
り
。
則
ち
此
の
三
種
を
以
て
、
五
相
の
位
を
収
む
。
初
の
種
子
は
双

円
の
位
、
通
達
・
修
菩
提
の
二
種
を
摂
す
。
次
の
三
昧
耶
形
は
五
輪
の
位
、
即
ち
成
金

剛
・
証
金
剛
の
二
種
を
摂
す
。
次
の
大
曼
は
人
形
の
位
、
即
ち
自
証
无
上
の
一
種
を
摂
す
。

則
ち
是
れ
次
の
如
く
字
・
印
・
形
の
三
は
、
各
互
に
相
通
ず
る
を
、
羯
磨
曼
荼
羅
と
名
づ

く
。
則
ち
立
つ
る
所
の
胎
内
の
竪
の
次
第
な
り
。

　

す
な
わ
ち
、
不
二
無
礙
の
即
身
成
仏
を
、
字
・
印
・
形
（
象
徴
物
）
で
表
す
と
、
字

は
法
曼
荼
羅
＝
双
円
月
、
印
は
三
昧
耶
曼
荼
羅
＝
五
輪
形
、
形
は
大
曼
荼
羅
＝
人
形
と

な
る
。
五
相
成
身
（
修
行
の
階
梯
）
で
表
す
と
、
双
円
形
＝
通
達
菩
提
心
・
修
菩
提
心
、

五
輪
形
＝
成
金
剛
心
・
証
金
剛
身
、
人
形
＝
自
証
無
上
に
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は

「
胎
内
の
竪
の
次
第
」
す
な
わ
ち
胎
児
の
成
長
段
階
と
対
応
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
『
打
聞
集
』
と
同
様
に
、
五
位
図
の
前
段
階
で
あ
る
双
円
月
・
五
輪
形
・
人

形
の
イ
メ
ー
ジ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

「
最
後
灌
頂
常
行
心
要
法
」
で
は
、
続
い
て
最
後
灌
頂
の
作
法
と
し
て
「
直
に
受
生

処
胎
の
次
第
を
以
て
、
即
ち
自
身
成
仏
の
思
念
を
作
す
べ
し
。
最
初
羯
頼
藍
の
位
よ
り
、

下
諸
位
を
経
て
、
一
々
の
儀
相
、
此
れ
即
ち
秘
密
標
識
に
非
る
こ
と
莫
し
」
と
し
て
、

『
打
聞
集
』
と
同
様
の
日
月
輪
＝
両
部
不
二
＝
赤
白
和
合
＝
羯
頼
藍
と
説
く
。
さ
ら
に

別
の
と
こ
ろ
で
、
胎
内
五
位
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

…
父
母
所
生
の
赤
白
二
渧
は

字
の
法
水
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
謂
く
五
大
所
成

な
る
が
故
に
。
赤
白
二
渧
は
大
日
の
尊
形
な
り
。
何
を
以
て
の
故
に
。
謂
く
二
色
を
以
て

顕
せ
る
が
故
な
り
。
此
れ
は
謂
く
、
横
を
以
て
演
ぶ
。
若
し
竪
を
依
て
習
は
ば
、
入
胎
の

初
め
の
七
日
は
即
ち
是
れ
種
子
の
位
な
り
。
次
の
三
七
日
は
三
昧
耶
形
の
位
な
り
。
五
七

日
已
後
は
大
日
の
尊
位
な
り
。
ま
た
次
に
五
転
成
身
は
五
仏
所
成
の
身
な
り
。
謂
く
、
初

七
日
〔
…
〕
は
東
方
・
大
円
鏡
智
、
亦
は
阿
閦
仏
と
名
づ
く
。
次
の
二
七
日
〔
…
〕
は
南

方
・
平
等
性
智
、
亦
は
宝
生
仏
と
名
づ
く
。
次
の
三
七
日
〔
…
〕
は
西
方
・
妙
観
察
智
事
、

亦
は
阿
弥
陀
仏
と
名
づ
く
。
次
の
四
七
日
〔
…
〕
は
北
方
・
成
所
作
智
、
亦
は
不
空
成
就

仏
と
名
づ
く
。
次
の
五
七
日
は
中
央
・
法
界
体
性
智
、
大
日
如
来
と
名
づ
く
。
第
五
七
日

の
五
智
・
五
仏
所
成
の
身
を
直
に
自
証
の
成
仏
と
定
む
。
此
の
謂
ひ
は
竪
に
就
ひ
て
論
ず
。

若
し
横
に
就
ひ
て
論
ぜ
ば
、
五
智
を
具
す
。
謂
く
、
前
後
・
始
終
・
五
大
等
の
故
に
。
此

れ
亦
た
五
相
成
身
な
り
。

右
の
記
述
を
表
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

胎
内
五
位

方
位

五
智

五
仏

五
相
成
身

初
七
日
（
羯
頼
藍
）

東
方

大
円
鏡
智

阿
閦
仏

通
達
菩
提
心

二
七
日
（
頞
部
曇
）

南
方

平
等
性
智

宝
生
仏

修
菩
提
心

三
七
日
（
健
南
）

西
方

妙
観
察
智

阿
弥
陀
仏

成
金
剛
心

四
七
日
（
閉
尸
）

北
方

成
所
作
智

不
空
成
就
仏

証
金
剛
身

五
七
日
（
鉢
羅
奢
佉
）

中
央

法
界
体
性
智

大
日
如
来

自
証
無
上
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以
上
の
よ
う
に
、
十
二
世
紀
段
階
で
は
、
原
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
あ
が
っ
て
は

い
た
が
、
具
体
的
な
図
像
化
は
ま
だ
行
わ
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　

二
、
胎
内
五
位
図
の
成
立

胎
内
五
位
が
具
体
的
な
図
像
を
伴
っ
て
現
れ
る
の
は
十
三
世
紀
以
後
の
こ
と
で
あ
る
、

従
来
は
そ
の
初
出
と
し
て
、『
真
言
宗
全
書
』
所
収
の
実
運
（
一
一
〇
五
～
六
〇
）『
瑜

祇
経
秘
決
』
が
挙
が
っ
て
い
た
が
、
同
書
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
偽
撰
説
が
あ
り
、
い

ま
見
た
よ
う
に
、
同
時
代
の
『
打
聞
集
』『
最
後
灌
頂
常
行
心
要
法
』
で
は
ま
だ
五
位

図
が
成
立
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外

す
る
。

そ
れ
以
外
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
胎
内
五
位
図
が
確
認
で
き
る
十
三
世
紀
～
十
四
世
紀

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
仁
和
寺
蔵
『
五
智
蔵
秘
抄
』（
弘
長
元
年
写
）、
円
爾
『
瑜
祇

経
見
聞
』（
文
永
十
一
年
成
立
）、
癡
兀
大
慧
『
灌
頂
秘
口
訣
』（
十
四
世
紀
初
頭
成
立
）、

『
円
満
抄
』（
観
応
三
年
以
前
成
立
）、『
石
室
』
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
『
石

室
』
を
採
り
上
げ
る
。

『
石
室
』
は
、「
遍
照
金
剛
（
空
海
）
撰
」
と
す
る
「
自
性
法
身
大
灌
頂
伝
法
秘
密
生

起
本
源
法
仏
成
道
自
証
極
位
」、「
義
註
秘
決
一
巻
」
と
題
す
る
元
杲
（
九
一
四
～
九
五
）
に
よ

る
そ
の
注
解
、「
面
受
一
巻
」
の
表
題
を
持
つ
三
宝
院
流
の
実
運
（
一
一
〇
五
～
六
〇
）

の
口
決
の
三
巻
よ
り
成
る
。
冒
頭
に
は
建
久
七
年
（
一
一
九
六
）
に
、
実
運
の
瀉
瓶
た

る
勝
賢
（
一
一
三
八
～
九
六
）
が
そ
の
末
期
に
お
い
て
成
賢
（
一
一
六
二
～
一
二
三
一
）
へ

伝
授
し
た
こ
と
を
示
す
成
賢
自
身
の
序
、
本
文
の
後
に
は
勝
賢
の
跋
文
が
付
さ
れ
、
実

運
―
勝
賢
―
成
賢
と
い
う
三
宝
院
流
の
正
嫡
に
よ
っ
て
相
伝
さ
れ
た
秘
書
た
る
こ
と
を

示
す
。
さ
ら
に
勝
賢
跋
に
付
し
て
、
三
宝
院
流
の
正
嫡
を
継
ぐ
憲
淳
（
一
二
五
八
～
一

三
〇
八
）
か
ら
後
宇
多
院
（
一
二
六
七
～
一
三
二
四
）
へ
の
伝
授
を
示
す
「
嫡
々
相
承
血

脉
」
が
あ
り
、「
石
室
」
な
る
題
号
が
後
宇
多
院
の
命
名
に
か
か
る
も
の
な
る
こ
と
が

記
さ
れ
る
。
本
書
の
現
存
諸
本
に
は
、
共
通
し
て
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
十
一
月
十

八
日
に
、
後
醍
醐
天
皇
（
一
二
八
八
～
一
三
三
九
）
所
持
本
を
正
本
と
し
て
宗
恵
な
る
者

が
書
写
し
た
旨
を
記
す
識
語
が
付
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
勝
賢
か

ら
成
賢
へ
の
伝
授
は
も
ち
ろ
ん
、
憲
淳
か
ら
後
宇
多
へ
の
伝
授
に
つ
い
て
も
仮
託
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
後
醍
醐
所
持
本
の
書
写
云
々
も
捏
造
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
後

醍
醐
の
周
辺
に
い
た
醍
醐
三
宝
院
流
系
の
人
物
が
、
述
作
に
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

「
自
性
法
身
大
灌
頂
伝
法
秘
密
生
起
本
源
」
は
、
胎
内
五
位
図
を
列
示
し
、
末
尾
に

「
以
上
胎
内
五
位
五
転
則
是
五
相
成
身
」
と
記
す
。
さ
ら
に
各
図
に
は
、
金
剛
界
五
仏

（
阿
閦
・
宝
生
・
阿
弥
陀
・
不
空
成
就
・
大
日
）
及
び
東
南
西
北
の
十
六
菩
薩
の
種
子
を
配

す
る
。
た
だ
諸
尊
の
種
子
は
通
常
と
異
な
り
、『
瑜
祇
経
』
序
品
第
一
の
所
説
に
拠
っ

て
い
る
。「
遍
照
金
剛
」
即
ち
空
海
の
作
と
称
す
。「
義
註
秘
決
一
巻
」
は
、
元
杲
（
九

一
四
～
九
五
）
作
と
称
し
、
空
海
図
の
五
仏
・
十
六
菩
薩
の
種
子
を
漢
字
に
置
き
換
え
、

更
に
五
位
に
中
有
（
初
七
日
・
二
七
日
・
三
七
日
・
四
七
日
・
五
七
日
）・
方
位
（
東
・
南
・

西
・
北
・
中
央
）・
五
転
（
発
心
・
修
行
・
證
菩
提
・
涅
槃
・
方
便
究
竟
）・
五
阿
を
配
し
、

さ
ら
に
五
位
変
移
の
過
程
を
、
伝
法
灌
頂
の
入
壇
か
ら
、
出
堂
・
歎
徳
ま
で
の
各
段
階

に
配
当
し
た
図
で
、
前
図
の
注
解
と
い
っ
た
も
の
。
最
後
の
「
面
受
一
巻
」
は
、
先
の

二
伝
に
つ
い
て
の
実
運
の
口
決
で
、
冒
頭
「
当
に
知
る
べ
し
、
入
壇
灌
頂
の
次
第
伝
授

の
義
と
は
、
則
ち
此
の
胎
内
の
五
位
・
法
爾
五
輪
の
成
道
・
自
然
正
覚
の
旨
を
指
示

す
」
と
あ
り
、
胎
内
五
位
が
灌
頂
次
第
と
重
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
鎌
倉
後
期
に
な
る
と
五
位
図
の
本
説
と
し
て
の
偽
経
が
作
ら
れ
る
。『
生

死
本
源
経
』
で
あ
る
。
現
在
真
福
寺
、
猿
投
神
社
、
西
教
寺
等
に
伝
来
す
る
こ
の
経
典

は
、
正
式
名
「
父
子
天
性
三
世
相
続
十
界
輪
円
照
無
始
无
終
生
死
本
源
経
」
と
称
し
、

阿
日
佉
三
蔵
訳
と
す
る
。
冒
頭
の
序
品
で
、
南
天
鉄
塔
に
お
い
て
金
剛
薩
埵
が
龍
猛
菩

薩
に
説
い
た
教
え
と
す
る
。
以
下
、
貪
瞋
癡
品
第
二
、
十
二
因
縁
品
第
三
、
入
胎
品
第

四
、
出
胎
品
第
五
、
入
涅
槃
品
第
六
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
胎
内
五
位
の
説
が
出

て
く
る
の
は
「
入
胎
品
」
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
最
初
の
部
分
を
引
く
。

亦
復
告
げ
て
言
く
、
一
切
衆
生
は
、
因
に
依
て
此
の
父
母
和
合
し
て
而
生
ず
。
入
胎
の
始

め
の
時
、
三
魂
は
即
ち
三
辰
宮
よ
り
下
り
て
母
の
耳
よ
り
入
り
、
男
子
は
右
穴
、
女
子
は

左
穴
、
七
魂
は
即
ち
穴
宮
よ
り
下
り
、
父
の
精
は
肺
臟
よ
り
月
宮
に
転
入
す
。
母
の
精
は

心
臓
よ
り
日
宮
に
転
入
す
。
父
母
の
二
渧
、
日
月
両
宮
、
能
住
・
所
住
不
二
の
名
号
な
り
。

五
臓
の
精
神
は
五
根
よ
り
肝
臓
に
入
り
、
歳
星
は
眼
根
よ
り
心
臓
に
入
り
、
瑩
惑
は
舌
根

よ
り
脾
臓
に
入
り
、
鎮
星
は
口
中
よ
り
肺
臓
に
入
り
、
太
白
は
鼻
根
よ
り
腎
臓
に
入
り
、

辰
星
は
耳
根
よ
り
入
る
。
此
の
五
星
と
三
魂
・
七
魂
と
は
是
れ
最
初
成
就
の
十
五
金
剛
本
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有
薩
埵
と
名
づ
く
。
胎
内
成
身
之
位
に
於
て
、
十
月
満
月
、
三
十
八
を
経
。
第
一
七
日
に

は
歌
羅
邏
と
名
づ
く
。
身
相
初
て
現
ず
。
猶
ほ
生
酪
の
ご
と
し
。
第
二
七
日
に
は
安
浮
陀

と
為
す
。
状
ち
稠
酪
の
ご
と
し
。、
第
三
七
日
は
名
づ
け
て
閉
尸
と
為
す
。
状
ち
薬
杵
の

ご
と
し
。
第
四
七
日
は
名
づ
け
て
鍵
南
と
為
す
。
五
輪
具
足
す
。
第
五
七
日
は
鉢
羅
奢
佉
、

五
根
具
足
す
。
両
脛
両
肩
及
其
身
首
而
も
便
ち
出
現
す
。
…
…

密
教
の
胎
内
五
位
説
は
、
中
世
末
期
に
な
り
、
根
来
寺
の
教
雅
に
よ
っ
て
『
三
十
七

尊
配
位
鈔
』
が
著
さ
れ
、
理
論
的
整
理
が
な
さ
れ
る
。

　

三
、
胎
内
五
位
図
と
中
世
神
道

胎
内
五
位
説
及
び
五
位
図
は
、
既
に
鎌
倉
中
期
頃
か
ら
、
密
教
流
派
の
秘
説
た
る
こ

と
を
越
え
て
、
中
世
神
道
書
や
古
今
集
注
釈
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。
中
世
神
道
で
は
、
早
く
は
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
以
前
成
立
の
『
天
地
霊
覚
秘

書
』
の
中
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。　

続
生
入
胎
初
、
先
住
虚
空
種
子
位　
　

其
後
、
漸
漸
転
形
、
成
五
輪
体
三
昧
耶
形　
　

次
五
輪

変
、
成
人
体
尊
形
也
。
曼
多
羅
。

　

右
は
、
五
位
と
い
う
よ
り
『
打
聞
集
』
等
の
三
段
階
の
変
容
と
思
し
い
。
次
い
で
、

室
町
初
期
に
成
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
た
る
春
瑜
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
に

は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

私
云
、
天
神
ノ
始
メ
、
鶏
ノ
卵
如
ト
云
事
ハ
、
胎
生
ノ
如
也
、
内
典
ニ
ハ
、
最
初
伽
羅
藍
ト
、
又
ハ

安
部
曇
云
、
如
レ
此
カ
イ
コ
ノ
如
シ
テ
次
第
興
気
ノ
形
体
有
テ
、
又（
五
）位
ヲ
フ
ル
也
、
安（
案
）ル二
ニ
今
此
ヲ一
、

神
明
ノ
始
モ
亦
如
クレ
是
成
ル
可
シ
、
何
況
於
人
間
乎ヤ

、

或
抄
云
ク
、
天
ニ
化
セ
ル
ヲ
名
二
天
神
ト一
、
地
ニ
居
ル
ヲ
名
二
地
神
ト一
、
又
云
、
在
ヲ二
ハ
胎
内
一
天
神
ト
名

ケ
、
胎
外
ニ
生
ル
ヲ
ハ
地
神
ト
云
也
、
故
ニ
人
ノ
魂
魄
ニ
、
神
ノ
字
ヲ
ツ
カ
ウ
事
、
以
テレ
是
故
也
、
可

恐
可
恐
、

　

こ
こ
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
の
冒
頭
「
古
、
天
地
未
だ
剖
れ
ず
、
陰
陽
分
か
れ
ざ

り
し
と
き
、
渾
沌
た
る
こ
と
鶏
子
の
如
く
し
て
、
溟
涬
に
し
て
牙
を
含
め
り
…
」
の
部

分
を
注
釈
し
た
も
の
で
、
鶏
卵
の
ご
と
き
原
初
の
姿
を
羯
頼
藍
と
見
立
て
、
五
位
の
変

化
を
神
の
発
生
と
重
ね
あ
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
胎
内
五
位
を
媒
介
と
し
て
、
神
話

記
述
の
中
に
、
天
地
の
創
造
と
個
々
人
の
発
生
の
二
重
の
意
味
を
読
み
込
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

『
伊
勢
所
生
日
本
有
識
本
性
仁
伝
記
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
と
い
う
性
格
を

持
つ
御
流
神
道
系
の
伝
書
で
あ
る
。
内
容
は
「
伊
・
勢
」
の
二
字
に
関
す
る
秘
説
（「
伊

勢
」
を
男
女
和
合
の
意
味
と
解
す
る
）
を
、
十
章
に
分
け
て
類
聚
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の

第
三
「
伊
勢
初
成
就
法
之
事
」
は
、
胎
内
五
位
図
を
掲
げ
て
、「
伊
勢
」
の
深
秘
を
説

い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
最
初
の
羯
頼
藍
（
円
形
）
の
く
だ
り
を
引
い
て
お
く
。

胎
蔵
界
、
母
ノ
精
肉
〔
東
方
〕、
伊
勢
和
合
一
如
心
也
。
金
剛
、
父
精
骨
、
天
地
和
合
勢

德
ナ
リ
是
ハ
伊
勢
ノ
五
体
ノ
精
、
始
カ
ラ
蘭
種
子
。

貪
愛
煩
悩
ノ
始
、
父
母
ノ
交
会
時
、
赤
白
二
諦
和
合
ス
ル
時
ノ
体
也
。
赤
色
ノ

字
ハ
母

ノ
精
德
也
。
衆
生
ノ
肉
ト
成
種
子
也
。
白
色
ノ

字
ハ
父
ノ
精
息
也
。
是
ハ
衆
生
ノ
骨
ト

成
。
此
赤
白
ノ
二
ツ
ノ

字
ハ
、
台
金
ノ
両
部
大
日
遍
照
ノ
体
也
。
因
果
常
住
ノ
仏
躰
ナ

ル
故
ニ
、
衆
生
ノ
身
ノ
内
ニ
両
部
ノ
大
日
座
ス
。
始
テ
五
百
余
尊
・
七
百
余
尊
ノ
鎮
ニ
住

給
フ
也
。
此
伊
勢
ヲ
悟
レ
ハ
、
即
身
成
仏

以
上
の
神
道
以
外
に
は
、
和
歌
秘
伝
や
諸
芸
道
に
も
、
胎
内
五
位
図
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
。
た
と
え
ば
、『
古
今
和
歌
集
』
の
秘
伝
た
る
「
古
今
灌
頂
」
に
も
五
位
図
が
取

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
例
と
し
て
、
大
東
急
文
庫
『
古
今
和
歌
集
灌
頂
』
所

載
の
図
よ
り
示
す
。

抑
仏
ノ
卅
二
相
、
哥
五
句
通
ル
事
、
人
躰
ヨ
リ
起
。
是
又
哥
ノ
余
風
之
詞
ニ
侍
ヘ
リ
。
是

ヲ
長
哥
ト
定
む
。
長
哥
ト
書
テ
謌
人
ト
成
と
読
リ
。
其
謂
ハ
、

金
修
徳
顔

　
　

ほ
の
〳
〵
と
、
又
云
若
ニ
ト
云
。
人
ノ
子
胎
内
ヲ
生
姓
ヲ
云
也
。

　
　

あ
か
し
の
う
ら
の
明
石
ト
ハ
、
心
仏
、
業
種
之
闇
ヲ
明
ル
仏
姓
ナ
ル
故
也
。

浦
ト
ハ
地
水
火
風
、
浦
ニ
見
ヘ
タ
リ
。
凡
国
等
謂
、
此
理
ニ
不
可
成
。
然
ハ
躰
ニ
タ
ト
ヘ

リ
。
已
ニ
生
テ
日
月
ノ
光
ヲ
見
ル
□
譬
フ
。

　
　

あ煩

さ悩

きノ

り霧

に也

。
仏
性
ヲ
読
故
也
。
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嶋
か
く
れ
行
く
。
成
人
ス
ル
行
末
ノ
心
躰
ナ
キ
ト
云
也
。
四
魔
、
貪
欲
・
瞋
恚
・

愚
痴
・
愛
別
云
云

　
　

船
を
し
そ
思
ふ
。
此
間
人
丸
ヲ
為
躰
〔
舟
ト
ハ
五
躰
。
是
を
子
ニ
タ
ト
ヘ
リ
〕　

（
中
略
）

発
心
胎
蔵
界
、
此
母
ノ
精
肉
也
、
先
衆
生
ノ
胎

内
ノ
五
位
者
、

是
羯
頼
藍
、
姓
貪
愛
煩
悩
、
父
母
交
会
時
、
赤

白
二
諦
相
和
ル
形
也
。
赤
色
ノ

字
ハ
母
ノ
婬

也
。
衆
生
ノ
肉
ト
成
也
。
白
色
ノ

字
ハ
父
精

也
。
是
者
衆
生
ノ
骨
ト
ナ
ル
。
此
赤
白
二
色
ノ

二
ノ

字
ハ
、
胎
金
両
部
大
日
如
来
ノ
因
果
、

常
住
ノ
仏
種
也
。
一
切
衆
生
身
肉
ニ
、
両
部
ノ

大
日
始
テ
、
五
百
余
尊
鎮
住
給
フ
ト
云
故
ニ
、

覚
時
ニ
ハ
即
身
成
仏
也
。

是
ハ
頞
部
曇
云
也
。
二
七
日
ト
云
ニ
ハ
、
加
様

ノ
体
ニ
成
也
。
是
ヲ
ハ
明
ト
云
。
此
左
ノ
方
ノ

高
キ
ハ
、
両
部
大
日
種
子
ノ
赤
白
二
色
、

字

ノ
左
右
ノ
肩
ト
成
躰
也
。

是
ハ
閉
尸
ト
云
也
。
三
七
日
ト
云
ニ
成
。
此
躰

ト
三
胡
形
ト
成
、
骨
漸
ク
カ
タ
マ
ル
、
左
右
ノ

肩
顕
也
。
三
古
形
ニ
ハ
三
密
菩（

菩
提
）薩
三
身
三
業
形

ト
成
也
。

是
鍵
南
云
也
。
此
ハ
四
七
日
ト
云
ニ
、
此
躰
ニ

成
也
。
既
此
形
本
覚
ノ
如
来
、
法
然
自
覚
五
部

ノ
智
ト
成
形
也
。

是
ハ
五
七
日
、
此
形
ト
成
也
。
是
ヲ
鉢
羅
奢
佉
位

ト
名
ク
。
是
仏
果
円
満
形
也
。
如
此
母
ノ
胎
内
ニ

シ
テ
、
五
智
円
満
ト
成
テ
、
求
菩
提
観
念
ヲ
発
シ

テ
、
無
所
作
ノ
位
住
シ
ム
、
雖
然
下
化
衆
生
ノ
願

ノ
為
ニ
、
母
胎
内
ヲ
出
テ
、
随
縁
利
生
ノ
用
ヲ
施

也
。
但
凡
夫
ハ
無
明
ノ
酒
ニ
酔
ル
性
徳
ノ
理
仏
也
。

諸
仏
断
無
明
ヲ
修
徳
仏
也
。

爰
以
、
和
歌
五
句
卅
一
字
ヲ
成
也
。
サ
レ
ハ
和
哥
ノ
実
体
ト
ハ
、
此

字
本
来
ノ
成
作
也
。

字
ト
ハ
我
等
カ
一
心
也
。
我
等
一
心
即
一
切
種
智
ト
成
也
。
故
ニ
大
和
哥
ハ
人
ノ
心
ヲ

種
ト
シ
テ
、
万
ノ
言
葉
ト
成
ナ
リ
ト
云
リ
。
又
大
日
ト
書
テ
、
ヤ
マ
ト
ヽ
読
リ
。
大
日
即

字
也
。
是
ヲ
釈
ス
ル
ニ
、
大
日
即
人
ノ
心
ナ
ル
カ
故
、
心
ヲ
種
ト
シ
テ
、
万
ノ
言
葉
ト

成
リ
ト
云
。
舌
相
言
語
、
皆
是
真
言
不
思
議
ノ
道
理
ナ
ル
カ
故
也
。
カ
ヽ
ル
本
来
ヲ
明
ニ

シ
テ
コ
ソ
、
心
ヲ
種
ト
哥
ハ
読
ル
也
。

　

先
の
『
伊
勢
所
生
日
本
有
識
本
性
仁
伝
記
』
と
比
較
す
る
と
、
説
明
の
文
言
が
酷
似

し
て
い
る
。
海
野
圭
介
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
十
三
世
紀
の
仁
和
寺
蔵
『
五

智
蔵
秘
抄
』
の
五
位
図
の
文
言
と
も
同
文
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
胎
内
五
位
図
は
密

教
・
神
道
・
文
学
に
跨
が
っ
て
、
相
互
に
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
展
開
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に
―
菟
足
神
社
蔵
「
胎
内
五
位
大
事
」
の
位
置

神
道
に
お
い
て
は
、
胎
内
五
位
と
並
ん
で
、
南
北
朝
期
あ
た
り
か
ら
胎
内
十
月
図
が

起
こ
る
。『
箱
隠
』
と
い
わ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
、
そ
の
図
様
は
五
位
図
を
発
展
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
受
胎
―
錫
杖
・
一
月
―
独
鈷
・
二
月
―
三
鈷
・
三
月
―
五

鈷
・
四
月
―
金
剛
鈴
・
五
月
―
払
子
・
六
月
―
宝
珠
・
七
月
―
鉾
・
八
月
―
羯
磨
・
九

月
―
五
輪
・
十
月
―
尊
形
に
宛
て
て
図
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が
五
位
図
を
元
に
し
て
い
る

こ
と
は
九
月
・
十
月
の
図
様
か
ら
も
窺
え
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
「
胎
内
九
月
替

様
図
」
が
存
在
し
た
（
叡
山
文
庫
真
如
蔵
『
神
道
書
』・
前
出
『
十
三
仏
秘
中
極
秘
之
口
決

事
』
所
収
）。
そ
の
特
徴
は
、
胎
児
の
成
長
と
死
後
の
中
陰
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
生
と
死
が
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
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各
月
の
本
地
と
し
て
十
三
仏
が
配
当
さ
れ
る
。
ま
た
胎
内
十
月
を
一
年
の
十
二
ケ
月
に

当
て
は
め
、
月
々
の
行
事
の
意
義
を
胎
児
の
成
長
の
姿
と
関
連
づ
け
た
『
神
道
十
二
月

巻
』
な
ど
も
現
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
胎
内
五
位
図
も
、
神
道
に
お
い
て
は
用
い
ら
れ
る
。
先
に
見
た
『
伊
勢
所

生
日
本
有
識
本
性
仁
伝
記
』
系
統
の
伝
書
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た

『
胎
内
五
位
大
事
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
本
伝
の
特
徴
は
五
位
図
の
ほ
か
に
蓮
台

に
座
す
る
五
色

字
の
図
が
載
る
。
類
似
の
図
様
は
前
出
の
『
五
智
蔵
秘
抄
』
に
あ

り
、
関
連
性
が
注
目
さ
れ
る
。

以
下
に
、
本
稿
に
関
わ
る
先
行
研
究
を
参
考
文
献
と
し
て
掲
げ
る
。

�

（
伊
藤　

聡
）

　
（
本
資
料
紹
介
全
般
に
関
す
る
文
献
）

阿
部
泰
郎
「
五
形
祭
文
と
五
蔵
曼
荼
羅
―
中
世
日
本
の
宗
教
的
身
体
論
の
系
譜
」（
斎
藤
英

喜
・
井
上
隆
弘
編
『
神
楽
と
祭
文
の
中
世
―
変
容
す
る
信
仰
の
か
た
ち
』
思
文
閣
出
版
、
二

〇
一
六
年
）。

阿
部
泰
郎
・
米
田
真
理
子
・
伊
藤
聡
『
宗
教
的
身
体
テ
ク
ス
ト
資
料
集
』（
Ｅ
Ａ
Ｊ
Ｓ
タ
リ
ン

大
会
パ
ネ
ル
資
料
、
二
〇
一
一
年
）。

阿
部
泰
郎
・
米
田
真
理
子
「『
五
蔵
曼
荼
羅
』
資
料
集
」（
阿
部
泰
郎
編
『
中
世
宗
教
テ
ク
ス
ト

体
系
の
復
原
的
研
究
』
名
古
屋
大
学
、
二
〇
一
二
年
）。

A
ndreeva &

 Steavu 

（ed

）. Transform
ing the V

oid: Em
bryological D

iscourse 
and R

eproductive Im
agery in East A

sian R
eligions （BR

ILL, 2015

）

伊
藤
聡
「
三
宝
院
流
の
偽
書
―
特
に
『
石
室
』
を
巡
っ
て
」（
錦
仁
・
小
川
豊
生
・
伊
藤
聡
編

『「
偽
書
」
の
生
成
―
中
世
的
思
考
と
表
現
』
森
話
社
、
二
〇
〇
三
年
）。

同
「『
石
室
』
に
つ
い
て
の
メ
モ
」（『
日
本
古
典
文
学
に
お
け
る
偽
書
の
系
譜
の
研
究
』
科
学

研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
（
Ｂ
）（
2
）〕、
二
〇
〇
三
年
）。

同
「
随
心
院
蔵
『
三
十
七
尊
配
位
鈔
―
そ
の
翻
刻
と
解
題
』」（
荒
木
浩
編
『
小
野
随
心
院
所
蔵

の
文
献
・
図
像
調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関
的
・
総
合
的
研
究
と
そ
の
展
開　

Ⅲ
』
大
阪
大
学
、

二
〇
〇
八
年
）。

同
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
一
年
）。

同
『
神
道
の
形
成
と
中
世
神
話
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）。

海
野
圭
介
「
和
歌
注
釈
と
室
町
の
学
問
」（『
中
世
文
学
』
六
一
、
二
〇
一
六
年
）。

同
「『
五
蔵
曼
荼
羅
和
会
釈
』
と
和
歌
注
釈
―
『
玉
伝
深
秘
巻
』『
玉
伝
和
歌
最
頂
』『
深
秘
九

章
』
の
説
く
和
歌
観
の
淵
源
を
探
る
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈

の
世
界
―
毘
沙
門
堂
古
今
集
注
を
よ
み
と
く
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）。

小
川
豊
生
「
京
都
大
学
図
書
館
蔵
『
神
道
大
事
』
―
〈
翻
刻
と
解
題
〉」（
千
本
英
史
編
『
日
本

文
学
に
お
け
る
偽
書
の
系
譜
の
研
究
』
奈
良
女
子
大
学
、
二
〇
〇
三
年
）。

同
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』（
森
話
社
、
二
〇
一
六
年
）。

落
合
俊
典
「
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
道
範
撰
『
五
智
五
蔵
秘
密
抄
』」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
絵

が
物
語
る
日
本
―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
ね
て
』
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
四
年
）。

亀
山
隆
彦
「『
駄
都
秘
決
鈔
』
の
五
蔵
曼
荼
羅
理
解
」（『
仏
教
学
研
究
』
七
一
、
二
〇
一
五
年
）。

同
「
中
世
真
言
密
教
に
お
け
る
五
蔵
曼
荼
羅
の
意
義
―
『
五
蔵
曼
荼
羅
和
会
釈
』
を
中
心
に
」

（
末
木
文
美
士
編
『
比
較
思
想
か
ら
見
た
日
本
仏
教
』
山
喜
房
、
二
〇
一
五
年
）。

同
「『
東
寺
印
信
等
口
決
』
解
題
」（
中
世
禅
籍
叢
刊
4
『
聖
一
派
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）。

同
「
六
大
と
赤
白
二
渧
―
真
言
密
教
思
想
に
お
け
る
胎
生
学
的
教
説
の
意
義
」（『
真
宗
文
化
』

二
六
、
二
〇
一
七
年
）。

末
木
文
美
士
「『
聖
一
派
』
総
説
」（
中
世
禅
籍
叢
刊
4
『
聖
一
派
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六

五
位
（『
胎
内
五
位
大
事
』）

五
輪
と
五
体
を
一
体
に
描
く
。

蓮
台
に
座
す
阿
字
（『
胎
内
五
位
大
事
』）

五
臓
の
う
ち
、
心
、
脾
、
肺
、
肝
の
文
字
を

配
す
る
。
腎
は
黒
の
部
位
か
。
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年
）

苫
米
地
誠
一
「『
最
後
灌
頂
常
行
心
要
法
』
に
つ
い
て
」（『
平
安
期
真
言
密
教
の
研
究
』
ノ
ン

ブ
ル
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

新
修
豊
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
豊
田
市
史
研
究
特
別
号　

猿
投
神
社
の
典
籍
』（
豊
田
市
、

二
〇
一
六
年
）。

ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
「
儀
礼
に
よ
り
生
成
さ
れ
る
完
全
な
る
身
体
―
中
世
密
教
の
〝
非
正
統
的

図
像
〟
と
修
法
を
め
ぐ
っ
て
」（
阿
部
泰
郎
編
『
日
本
に
お
け
る
宗
教
テ
ク
ス
ト
諸
位
相
と

統
辞
法
』
名
古
屋
大
学
、
二
〇
〇
八
年
）。

同
「
二
元
的
原
理
の
儀
礼
化
―
不
動
・
愛
染
と
力
の
秘
像
」（
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
、
松
本
郁

代
編
『
儀
礼
の
力
』
法
藏
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

D
olce, Lucia. D

uality and the K
am
i: The R

itual Iconography and V
isual 

Constructions of M
edieval Shinto 

（Cahiers d ’Extrêm
e-A
sie
16 R

ethinking 
M
edieval Shinto, EFEO

, 2010
）

中
村
一
基
「「
胎
内
十
月
図
」
の
思
想
史
的
展
開
」（『
岩
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
五
〇

―
一
、
一
九
九
〇
年
）。

三
輪
正
胤
『
和
歌
秘
伝
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
四
年
）。

〔
付　

記
〕

　

本
報
告
に
あ
た
り
、
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
菟
足
神
社
宮
司　

川
出
厳
郎
氏
（
職
位
は
調
査

時
）、
豊
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

中
村
重
藏
氏
、
熱
田
神
宮
文
化
部
長　

野
村
辰
美
氏
、

豊
橋
市
美
術
博
物
館　

鶴
田
智
大
氏
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構　

大
東
敬
明
氏
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所　

藤
原
重
雄
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
二
〇
一
九
年
度
一
般
共
同
研
究
「
参
詣
曼
荼
羅
図
を
中
心

と
す
る
富
士
山
信
仰
史
資
料
の
総
合
的
研
究
と
公
開
」（
代
表
大
高
康
正
）
の
助
成
を
受
け
て
行

わ
れ
た
研
究
の
成
果
の
一
部
で
す
。

�

（
あ
べ　

み
か　
　

歴
史
文
化
学
科
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
お
お
た
か　

や
す
ま
さ　
　

静
岡
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

�

（
い
の
う
え　

た
く
や　
　

富
士
市
市
民
部
文
化
振
興
課
）　　
　
　

�

（
あ
べ　

や
す
ろ
う　
　

龍
谷
大
学
文
学
部
）　　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
い
と
う　

さ
と
し　
　

茨
城
大
学
人
文
社
会
科
学
部
）　　
　
　
　

�

（
み
よ
し　

と
し
の
り　
　

名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科　
　
　
　

�

付
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

�

（
い
の
せ　

ち
ひ
ろ　
　

名
古
屋
大
学
人
文
学
研
究
科　
　
　
　
　

�

付
属
人
類
文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）


